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とは？
各種機械装置にパーソナルコンピュータ、シーケンサ等が導入され、システム化・自動化が一層普及しつつあります。

同時に、操作の簡便化、装置の小型化を追求するため、また、より一層の装置とのコミュニケーションを図るための

ヒューマンインターフェイスとしてフラットディスプレイパネルの採用がめざましく伸びてきました。

しかし、操作部をディスプレイパネル化させるには、各種装置・コントローラとのリンク（接続）、パネル画面の作成、

およびパネル操作に対するシーケンス作成作業に膨大なコストが必要となってしまいます。

SR Mini HG多点制御システムは、ディスプレイパネル（オペレーションパネル）と、温度・プロセスコントローラを接続する

プログラムは必要無く、即時にシステムの構築が可能です。 

また、オペレーションパネル（OPC）および、MAPMANシリーズ(*)コントロールユニットは、他社製シーケンサとの

プログラムレス接続を実現。 コントローラと表示器の柔軟な連携により、多分野にわたるアプリケーションに、

フレキシブルに対応可能です。

MITSUBISHI

(*) MAPMANシリーズ： MAPMAN仕様のSR mini HGがシーケンサの特定のレジスタに対し親機となり、温調データを自動的に格納します。

� 　　　　　　　　温度データをシーケンサ側のフラグ操作のみで簡単に取り扱う事ができます。



装置ユーザ

SR Mini HG SYSTEM 導入例
◆装置をあるブロックに分け、オペレーションパネルにて操作管理する。
◆さらに、工場全体のオペレーションパネルを管理室ホストコンピュータ
  により総合管理する。
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こういったご要望はありませんか？

製品の品質管理、装置の総合管理を進めるために、ＦＡ化への基盤を完成させたい。

しかし、

　①ＦＡ化させるためにどのようなコントローラを選定したらよいか

　②コントローラのネットワーク化（通信接続）に伴う作業、時間、費用等

　　のコストが膨大なものとなってしまいそうである

　③ＦＡ化にしたところで、逆に操作が難しくなってしまいそうである

といった不安がある。

コントローラのネットワーク化に伴う

プログラムの作成は不要

　→低コストにてＦＡ化への基盤を構築可能
他の
ラインへ

管理室コンピュータ

・日報自動作成

・異常発生時自動印字

・運転集中管理

・温度集中管理

操作はオペレーションパネルを使用

　→画面タッチスイッチ式の対話方式による簡単操作

管理室コンピュータ、プリンタによる測定値、

設定値等のデータ管理

　→運転日報の自動発行

　→半自動化運転による作業員数の軽減



コンピュータ

ホストコンピュータ

装置メーカ

装置操作の簡易化、操作パネル・制御盤の標準化、省スペース化等を図るため、ディスプレイ

操作パネルを採用したいが

　①各コントローラ、シーケンサをディスプレイ操作パネルにリンクさせる為のソフト作成に

　　コストがかかる

　②装置の規模によって接続するコントローラ、シーケンサ等を変更する場合その都度操作盤

　　や、システムネットワークプログラムを作り直さなくてはならない

等の問題がある。

◆主要な操作、表示関連をオペレーションパネルにまとめた構成とする。

多彩な種類の温度・プロセスコントローラとシーケンサのフレキシブルな接続

→製作する装置の規模に関わらず、汎用性のある装置本体および操作部の

　　設計が可能

自由度の高い制御点数の変更

→拡張性のあるコントローラにより操作盤、制御盤の標準化が実現

各コントローラとオペレーションパネルの接続はプログラムレス

→システム製作コストの削減

小型の温度・プロセスコントローラ

→操作盤、制御盤の省スペース化、小型化が実現

ホストコンピュータによる

複数の装置管理
(通信プログラムの作成が必要）

プリンタの接続による自動

日報作成、異常発生時自動

印字を利用し、生産管理に貢献

ユーザにて現存している

上位コンピュータへの

割り込みも可能

（通信プログラムの作成が必要）

ディスプレイ操作パネル

プリンタ

プロセスコントローラ

温度コントローラシーケンサ

SR Mini HG SYSTEM 導入例

プリンタ



第4章　仕様

4.1 オペレーションパネル

 4.1.1 OPC-H

 4.1.2 OPM

4.2 電源／CPUモジュール(PCP)

4.3 温度制御モジュール(TIO-A,B,C,D,P)

4.4 高精度温度制御モジュール(TIO-E,F,G,R)
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4.6 カスケード制御モジュール(CIO)
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１．１　特　長

SR Mini HG各機器の呼び方について

本書ガイドブック上にて紹介する SR Mini HG 多点制御システムの各部名称の呼び方について説明します。

「オペレーションパネル」

「コントロールユニット」

「モジュール」

「電源・ＣＰＵ
「機能モジュール」

モジュール」

コントローラシステムの基本となるそれぞれ単体を「モジュール」、また、コント

ローラの左端に構成され、電源およびＣＰＵ部となるモジュールを「電源・ＣＰＵ

モジュール」、それ以外のモジュールを総称すると「機能モジュール」、これらの

モジュールを組み合わせたコントローラを「コントロールユニット」と呼びます。

表示設定用ディスプレイパネル→



特　長

1.1  特　長

オペレーションパネル（OPC）

シーケンサ

シーケンサ コントロールユニット

(*) MAPMAN：各社シーケンサ専用コマンドプロトコル通信を搭載したSR Mini HGコントロールユニット
　　　　　　　　　シーケンサの特定のレジスタ領域にてSR Mini HGが親機となり、フラグの操作だけで
　　　　　　　　　温調データの通信をプログラムレスで可能。　　　　　　　　　

(詳細については専用仕様書・カタログをご請求ください)

(詳細については専用仕様書・カタログをご請求ください)

プログラムレス

プログラムレス

当社製オペレーションパネルとの接続

様々なスタイルで外部機器との接続が可能。様々なアプリケーションに対応可能です。

MAPMAN(*)による他社製シーケンサとの接続

フィールドネットワークへの接続

他社製品・機器への接続

CC-Link
DeviceNet

コントロールユニット

コントロールユニット

MITSUBISHI

MITSUBISHI

他社製操作パネルコンピュータ コントロールユニット

MODBUSプロトコル通信
RKC標準プロトコル通信

フレキシブルなインターフェイス



仕様の変更はマザーブロックとモジュールを追加・削除するだけ。操作パネルの
標準化が図れます。
さらに、それぞれのモジュールはマザーブロックから簡単に取り外し可能で、
機能追加時や、万が一の故障時にも迅速に対応が可能。
装置の稼働率アップに貢献します。

各種装置

SR Mini HGコントロールユニット

一般温度制御はもちろん、様々な種類のモジュールにより、高精度型温度制御、

プロセス制御、イベント制御等をミックスさせた汎用性のある小型制御システムを

構築できますので、制御点数にかかわらず制御盤・パネルの標準化が可能となります。

◆４チャネルのコントローラを
　９６mm角に凝縮。

９６mm

９６mm

１００mm

プロセス制御

温度制御

イベント制御

マザーブロック

モジュール

マザーブロック

モジュール

５点制御

１０点制御

２０点制御

様々な種類の多点制御を統合

機能の追加・変更は自由自在



２．１　システム接続構成

２．２　機器構成

２．３　システム接続例



構　成

２.１ システム接続構成

システム接続構成

ホストコンピュータ

オペレーションパネル

プリンタ

ホストコンピュータ　　　コントロールユニット

オペレーションパネルホストコンピュータ
オペレーションパネル

他社製ディスプレイパネル

Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
　
プ
リ
ン
タ

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

RS-422A/RS-485選択時はOＰＣを

ホストコンピュータを含み、最大３２台まで

（ＯＰＭは１６台まで）接続可能。

RS-232Cの場合、オペレーションパネルは

１台のみ接続が可能。

Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
　
シ
ー
ケ
ン
サ

管理、監視

他社製ディスプレイパネル シーケンサ

RS-232C
RS-422A
RS-485

RKC標準通信

RS-232C
RS-422A
RS-485等

RS-232C
RS-422A
RS-485

各シーケンサ専用通信

RS-232C
RS-422ARKC標準通信

RS-232C
RS-422ARKC標準通信



シーケンサ

コントロールユニット
SR Mini HG

生産ライン
（装置）

制御部

シーケンス
制御部

(RKC標準通信との同時使用は
できません )

コントロールユニット

１台のコントロールユニットに対し
最大１０モジュールまで接続可能

・
・
・
・

RS-232C
RS-422A

＊RS-232Cを選択した場合、コントロールユニットの

　接続台数は１ユニットのみとなります。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
　
　
シ
ー
ケ
ン
サ

温度／プロセス

ホストコンピュータと接続した場合、RS-422Aを選択すると

最大16ユニットまで接続が可能。

（オペレーションパネルと接続した場合、最大８ユニット）

・MODBUSプロトコル通信

・ラダー通信

他社製ディスプレイパネル

構　成
システム接続構成



オペレーションパネル

電源・ＣＰＵモジュール

機能モジュールへの電源供給、データの管理および

ホストコンピュータ等との通信インターフェイスを行う

モジュールです。コントロールユニット１台に必ず１台

使用します。

２.２ 機器構成

OPC-HC1
カラーLCD表示

OPCは、SR Mini HGコントロールユニットおよび、

他社製シーケンサの表示・操作パネルです。

コントロールユニットシーケンサともにプログラムレスで

接続できます。ホストコンピュータやプリンタとの接続、

メモリカード機能等のオプション機能を用意しました。

OPMはOPCの安価タイプのオペレーションパネルで、

コントロールユニットとのプログラムレス接続、上位

ホストコンピュータとのインターフェイスが可能です。

コントロールユニット（モジュール）
●電源・ＣＰＵモジュール

（H-PCP-A,B）

●デジタル入力／出力モジュール

デジタル入力モジュール （H-DI-A）

外部からのデジタル信号（ＤＣ２４Ｖ）を利用して、運転

状態等を切り換えるモジュールです。

マルチメモリエリア番号、運転開始／停止等の切換が

可能です。

デジタルイベント入力モジュール （H-DI-B）

外部からのデジタル信号（ＤＣ２４Ｖ）を通信上でモニタ

リングできるモジュールです。

また、入力を簡単な論理で組むことが可能で、多数の

入力に対する論理出力が可能で、通信上の他、デジタル

イベント出力モジュールからの出力も可能です。

デジタル出力モジュール （H-DO-A, B, D）

各種警報の出力等、コントロールユニットの運転状態を、

各チャネル独立に出力させるためのモジュールです。

デジタルイベント出力モジュール （H-DO-C）

ある条件の時にのみ出力される８点のデジタル出力を

利用し、外部機器の操作等に使用可能です。

独自の警報設定出力、コントローラの状態出力のほか、

PV/SVのデータ比較出力等が可能です。

温度制御モジュール
温度制御専用の標準型モジュールです。

入力は熱電対、測温抵抗体の２種類、制御点数は１点、

または２点の２種類が選択でき、１点制御タイプは警報

出力等の各種オプションを付加できます。

●制御モジュール

（H-TIO-A,B,C,D）

高精度温度制御モジュール
測定精度 0.1% of F.S.、サンプリング周期0.1秒の温度

制御専用の高精度型モジュールで、高精度を求める

温度制御に使用します。制御点数は１点、または２点の

２種類が選択でき、入力は熱電対、測温抵抗体から

選択できます。

（H-TIO-E,F,G）

＊制御点数２点タイプは測温抵抗体入力のみ
＊測定精度、サンプリング周期はモジュールのタイプにより異なります

電圧電流連続入力仕様の高精度型制御モジュールです。

スケーリング幅が設定でき、多彩なアプリケーションに

対応可能です。

高精度制御モジュール（V,I入力） （H-TIO-H,J）

TIO-B、TIO-Eモジュールそれぞれにオーバーシュート

／アンダーシュートを抑制するファジィ機能を付加した

モジュールです。標準型（タイプP）と高精度型（タイプR）

の２種類を用意しました。

ファジィ機能付き制御モジュール （H-TIO-P,R）

制御対象と熱源との間に大きな時間的遅れがある場合に

有効なカスケード制御専用のモジュールです。

一次調節計（マスタ調節計）と補正信号を一次調節計に

送る二次調節計（スレーブ調節計）が１台のモジュールに

搭載されています。

カスケード制御モジュール （H-CIO-A）

コントロールモータを使用してバルブ等を操作し、温度

制御を行う温度制御モジュールです。

フィードバック抵抗を持たないコントロールモータを制御

可能です。また、フィードバック抵抗入力を利用した

バルブ開度のモニタも可能です。

コントロールモータ用温度制御モジュール
（H-TIO-K）

(TIO-Dを除く)

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

OPM-CL4

ブルーLCD表示

（DINサイズ）

OPM-HL4

ブルーLCD表示

R

R

構　成
機器構成



●アナログ入力／出力モジュール

アナログ入力モジュール （H-AI-A,B）

生産ラインのアナログ信号のモニタとして使用できます。

上限／下限の独立した警報を標準装備しております。

温度測定値等をアナログ信号に変換して出力が可能な

モジュールです。記録計等に接続し、制御状態の記録、

管理に最適です。

アナログ出力モジュール （H-AO-A,B）

●温度入力モジュール

温度入力モジュール （H-TI-A,B,C）

熱電対、測温抵抗体入力専用のモジュールです。

温度のモニタとして使用できます。

電流検出器入力モジュール （H-CT-A）

ヒータ断線警報に使用する電流検出器（CT）入力専用の

モジュールです。温度制御モジュールと組み合わせて使用

します。

RS-232C←→RS-422Aまたは RS-232C←→ RS-485の

変換が可能です。モジュール単体で使用するため、

SR Mini HG SYSTEM以外でも使用可能です。

通信レベル変換モジュール （COM-A,B）

●電流検出器入力モジュール

●通信アクセサリモジュール

＜外形概略寸法＞

OPC-HC1 OPM-CL4 OPM-HL4

電源・CPU

　　モジュール

TIO-D、CIO

　　モジュール
TIO-D、CIO以外の

　　　　　モジュール

48 24

96

100 100

96 96

100

48

240

328
97 120

144

192
79

210

158

モジュール

オペレーションパネル

各機器の詳細な寸法については

第4章　仕様を参照してください

R

R

R

R

R

R

R

R

構　成
機器構成



２.３　システム接続例

OPM

OPC

ホスト

コンピュータ

Style 1 : ホストコンピュータとの接続

RS-232C
RS-422A
RKC 標準プロトコル

最大16 ユニット
 ( RS-422A 使用時)

 ( RS-422A 使用時)

 ( RS-422A 使用時)

Style 2 : オペレーションパネル(OPM)との接続

RS-232C
RS-422A
RS-485

コントロールユニットとOPMはプログラムレス接続)

)

第3章　機能
電源・CPUモジュール参照

Style 3 : オペレーションパネル(OPC)
およびシーケンサとの接続

(コントロールユニット・シーケンサとOPCの接続はプログラムレス接続 )

RS-232C
RS-422A
RS-485

プロトコル :
各シーケンサメーカに対応した
専用プロトコル

三菱電機(株)、横河電機(株)
オムロン(株)、A・B
その他

Style 4: シーケンサおよび

　　　　他社製ディスプレイパネルとの接続

RS-232C
RS-422A
RS-485

RS-232C
RS-422A

＊通信プログラムおよび画面の作成が必要となります

● SR Mini HG コントロールユニットは１ユニットあたり最大10モジュール、最大16ユニットまで接続可能。（ホストコンピュータ接続時）
   (オペレーションパネル接続時は最大8ユニットとなります）
● PCPモジュールの通信仕様がRS-232Cの場合、コントロールユニットはマルチドロップ接続することはできません。マルチドロップ接続させる場合は
　 PCPモジュールの通信仕様にRS-422Aを指定してください。ただし、オペレーションパネルとコントロールユニット間の通信はRS-422Aのみとなります。

コントロールユニット

RS-232C
RS-422A
RKC 標準プロトコル

ホストコンピュータ

コントロールユニット

最大8ユニット

第3章　機能
オペレーションパネル参照

最大 8ユニット

RS-232C
RS-422A
RKC 標準プロトコル

コントロールユニット

シーケンサ

プリンタ

コントロールユニット

他社製ディスプレイパネル

第3章　機能
電源・CPUモジュール参照

第3章　機能
オペレーションパネル参照

・MODBUSプロトコル通信

・ラダー通信 (無手順モード)

・RKC標準プロトコルでも通信可能
・CC-Linkへの接続も可能です

シーケンサ

構　成
システム接続例



3.1　オペレーションパネル

構　成

3.1.1 OPC-H  

3.1.2 OPM  

3.2　電源／ＣＰＵモジュール (PCP)

3.3　制御モジュール (TIO/CIO)

3.4　デジタル入力モジュール (DI)

3.5　デジタル出力モジュール (DO)

3.6　アナログ入力モジュール (AI)

3.7　アナログ出力モジュール (AO)

3.8　電流検出器入力モジュール (CT)

3.9　温度入力モジュール (TI)

3.10　通信アクセサリーモジュール (COM)

3.11　画面作成ツール (RSL-4)



３.１　オペレーションパネル（OPC/OPM）

ＴＦＴ方式カラーＬＣＤ表示器

オペレーションパネル型名

SR Mini 
コントロールユニットとの
　　　　　 通信

SR Mini 
コントロールユニットとの

通信

設定内容

表示方式

表示内容

■オペレーションパネル構成

ドット数 ６４０(Ｗ)×４８０(Ｈ)ドット

SR Mini の測定値、設定値、シーケンスデータ、および各スイッチ等

設定方式 タッチスイッチによる対話型設定

SR Mini の各設定値・モード切換・イニシャル設定、シーケンスデータ等

ＲＳ－４２２Ａ　４線式マルチドロップ接続

ホストコンピュータ
　　　 との通信

1)RS-232C　ポイントトゥポイント接続
2)RS-422A  4線式 マルチドロップ接続
3)RS-485　 2線式 マルチドロップ接続　　（注文時指定）

1)RS-232C　ポイントトゥポイント接続
2)RS-422A  4線式 マルチドロップ接続
3)RS-485　 2線式 マルチドロップ接続　　（注文時指定）

1)RS-232C　ポイントトゥポイント接続
2)RS-422A  4線式 マルチドロップ接続
3)RS-485　 2線式 マルチドロップ接続　　（注文時指定）

シーケンサ

　　　 との通信

プリンタ接続機能
セントロニクスインターフェイス準拠
ＰＣ－ＰＲ２０１系または
ＥＳＣ／Ｐ系

※OPM－HL4タイプの表示器はブルーＬＣＤのみとなります。

オペレーションパネル型名

　　　　　

設定内容

表
示
部

表示方式

OPM-CL2/4（DINサイズ） OPM-HL4

表示内容

ＳＴＮ方式モノクロＬＣＤ表示器

ドット数 ３２０(Ｗ)×２４０(Ｈ)ドット

SR Mini の測定値、設定値、および各スイッチ等

設
定
部

設定方式

SR Mini の各設定値・モード切換・イニシャル設定等

ＲＳ－４２２Ａ　４線式マルチドロップ接続

ホストコンピュータ

との通信

ＳＴＮ方式ブルーＬＣＤ表示器

（注文時指定）

タッチスイッチによる対話型設定

OPC-H

（各社シーケンサメーカによる）

メモリカードユニット
　　　 との通信

RS-422A　４線式マルチドロップ接続

（CEマーキング適合、UL/CSA規格認定）（CE

CE

マーキング適合、UL/CSA規格認定）

（ マーキング適合）

表
示
部

設
定
部

通
信
部

通
信
部

機　能
オペレーションパネル



（１）他社製シーケンサインターフェイス機能

（２）コントロールユニットインターフェイス機能

（３）外部機器インターフェイス機能

　　　　　　　ホスト通信インターフェイス機能

　　　　　　　プリンタインターフェイス機能

　　　　　　　メモリカードユニットインターフェイス機能

（４）警報機能

（５）メモリーカード機能

●機能紹介

SR Mini HG 専用カラー表示型オペレーションパネルです。

3.1.1　OPC-H

（１）他社製シーケンサとのインターフェイス機能

プログラムレス

16社にもおよぶ他社製シーケンサとプログラムレスでダイレクトに接続可能です。
シーケンサのＣＰＵモジュールまたは通信モジュールと、オペレーションパネルの

専用ポートを接続して使用します。

シーケンサはオペレーションパネルの下に最大３２台まで接続が可能です。

（ＲＳ－４２２Ａ、ＲＳ－４８５選択時のみ）

通信方式 ： ＲＳ－４２２Ａ準拠　４線式マルチドロップ接続
　　　　　 ＲＳ－４８５　準拠　２線式マルチドロップ接続
　　　　　 ＲＳ－２３２Ｃ準拠　ポイントトゥポイント接続　

プロトコル ： シーケンサメーカ各社に対応した専用プロトコル

シーケンサ

オペレーションパネル

●画面について

SR Mini HG用画面が標準で内蔵されていますが、シーケンサ用画面については画面作成ツールにて画面を作成する必要があります。

温調モニタ 97/ 4/ 1 (TUE) 12 : 00

ユニット  1: 　Unit　1 メモリエリア 1: 　Area1
CH PV(℃)SV(℃)ATAL CH PV(℃)SV(℃)ATAL
 Temp 1
 Temp 2
 Temp 3
 Temp 4
 Temp 5
 Temp 6
 Temp 7
 Temp 8
 Temp 9
 Temp10

  50.0 100.0  Temp11
 Temp12
 Temp13
 Temp14
 Temp15
 Temp16
 Temp17
 Temp18
 Temp19
 Temp20

メッセージ：バ－ンアウトが発生しました！！

運転メニュ- 前ユニット 次ユニット　 前項目 次項目 設定

制御開始 昇温完了

総合警報 97/ 4/ 1(TUE)12:00

運転メニュ- 警報履歴 警報キャンセル

  AL1
  AL2
  BO
  HBA
  LBA
昇温完了
 TI AL1
 TI AL2
 TI BO
 AI AL1
 AI AL2

SRM 警報
ROM エラ-
RAM R/W エラ-
工程ファイルエラ-

システム警報 SRM 通信
パリティエラ-
フレ-ミングエラ-
オ-バ-ランエラ-
無応答

ユニット No.
エラ-コ-ド

 1
 0
 2  3  4  5  6  7  8

メモリカード通信
パリティエラ-
フレ-ミングエラ-
オ-バ-ランエラ-
無応答

カレンダ-タイマエラ-

（温調モニタ画面） （総合警報画面）

（SR Mini HG用主な標準画面）

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）



A2A, A3A

A2U, A3U, A4U

A2US

A1, A2, A3

A1N, A2N, A3N

A3H, A3M, A73

A0J2, A0J2H

A1S, A1SJ, A2S

A2CCPUC24 CPU内蔵リンクポート

Q2A, Q3A, Q4A

Q2ASx

本体内蔵 CPUポート

NET/10上に接続されているシーケンサのリンクポート

C20H, C28H, C40H 　CPU内蔵リンクポート

C120, C120F

C200H

C500, C500F

C1000H

C2000, C2000H

C200H

C200HS-CPU01, 03

C200HS-CPU21, 23

C200HS-CPU31, 33

C200HS-CPU21, 23

C200HS-CPU31, 33

CQM1-CPU21

CQM1-CPU41,42,43,44

C500, C500F

C1000H

C2000, C2000H

CV500, 1000

CV2000

CVM1

C200HX

C200HG

C200HE

JW50, 70, 100

JW50H, 70H

JW100H

JW20

JW-31CUH

JW70, 100

JW70H, 100H

JW20(JW22CV)

JW20H(JW22CV)

JW32-CUH, 33CUH

H-1002, 2002, 302, 702

H-2000, 700, 300

4α, 4αF, 4αH

2α , 2αE, 2αH, 2αHf 　CPU内蔵上位リンクポート

FP5, FP10

FP3, FP10S

FP1, FP10, FP10S 　CPU内蔵リンクポート

AJ71C24-S6

AJ71C24-S8

AJ71UC24

AJ71UC24

A1SJ71UC24-PRF

A1SJ71UC24-R4

A1SJ71UC24-R2

AJ71C24-S3

AJ71C24-S6

AJ71C24-S8

AJ71UC24

AJ71C24

A0J2C214-S1

A1SJ71C24-R2

A1SJ71C24-R4

A1SJ71C24-PRF

AJ71QC24

A1SJ71QC24

C120-LK201-V1

C120-LK202-V1

C200H-LK201

C200H-LK201-V1

C200H-LK202

C200H-LK202-V1

C500-LK203

CPU内蔵リンクポート

CV500-LK201

CPU内スロットに装着

(C200HW-COM02～06)

F3LC11-1N

F3LC11-2N

F3LC01-2N

JAMSC-IF60,61

JAMSC-IF611,612,613

JAMSC-120NOM 27100

PROGIC-8 PORT2

ZW-10CM

JW-10CM

JW-21CM

CPU内蔵コミュニケーションポート

COMM-2H

LWE805

AFP5462

AFP3462, 3463

三菱電機　

　　　　　

　　　　　

オムロン

横河電機　

　　　　　

　　　　　

安川電機

　　　　　

　　　　　

　　　　　

シャープ

　　　　　

日立

松下

◆接続可能なシーケンサのメーカおよびＣＰＵポート／リンクユニット一覧

メーカ名　　　　　　シリーズ名　　　　　　　 ＣＰＵまたは機種名　　　　　リンクユニット　

AnA/AnN/AnU

QnA

FX1/2

NET/10

SYSMAC

FA-M3

GL60

JW

HIDIC H

HIDIC-S10α

FP

会社名及びシーケンサ製品名

については、一般的に各社の

登録商標です。

CPU内蔵リンクポート

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）



TOYOPUC

F80H, F120H

NS

NJ

NJ CPU内蔵通信ポート

SG-8

SU-5, 6

PLC-5

SLC500 CPUポート (Ch.0)

（SLC5/03以降）

T1, 2, 3, 3H CPU内蔵通信ポート

S5-90U, 95U, 100U

S5-95Uセカンドシリアルインターフェイス

S5-115U, 135U, 155U

TI545, 555 CPU内蔵通信ポート

SELMART-100以降

SPC CPU内蔵通信ポート

KZ

MODEL H/D  CPU内蔵通信ポート

トヨプック

富士電機

光洋

Ａ・Ｂ　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

GE FANUC

東芝

SIEMENS

神鋼電機

サムソン

キーエンス

LG

FANUC

メーカ名　　　　　　シリーズ名　　　　　　　 ＣＰＵまたは機種名　　　　　リンクユニット　

TOYOPUC-L2/PC2

FFU120B

FFK120A

NS-RS1

NJ-RS2, RS4

NJ-JM (NJコンピュータリンク)

G-01DM

U-01DM

1785-KE

1770-KE

1747-KE

PCM

CP521SI

CP-524

CP-525

O1M2-UCI-6□

KZ-L2

K10, 60, 200

K500, 1000

TOYOPUC

MICREX-F

FLEX-PC

KOSTAC

PLC

SLC

PROSEC T

SIMATIC S5

SELMART

SPC

KZ

POWER MATE 

＊接続方法、接続に必要なシーケンサのオプション機器等の詳細については、各社シーケンサの取扱説明書を

　参照してください。

会社名及びシーケンサ製品名

については、一般的に各社の

登録商標です。

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）



◆操作可能なリレー・レジスタ名称一覧

　　　　　メモリ　　　　　　ビット書込　TYPE 　　 備　　　考

Ｄ（データレジスタ）　　　　　　　×　 　　０

Ｗ（リンクレジスタ）　　　　　　　×　 　　１

Ｒ（ファイルレジスタ）　　　　　　×　 　　２

ＴＮ（タイマ［現在値］）　　　　　×　 　　３

ＣＮ（カウンタ［現在値］）　　　　×　 　　４

ＳＰＵ（特殊ユニット）　　　　　　×　 　　５

Ｍ（内部リレー）　　　　　　　　　○　　 　６

Ｌ（保持リレー）　　　　　　　　　○　 　　７

Ｂ（リンクリレー）　　　　　　　　○　　　　８

Ｘ（入力リレー）　　　　　　　　　○　　 　９

Ｙ（出力リレー）　　　　　　　　　○　　　１０

ＴＳ（タイマ［接点］）　　　　　　○　　　１１

ＴＣ（タイマ［コイル］）　　　　　○　　　１２

ＣＳ（カウンタ［接点］）　　　　　○　　　１３

ＣＣ（カウンタ［コイル］）　　　　○　　　１４

Ｈ（リンクバッファ）　　　　　　　×　　　１５

各メモリの設定範囲は、シーケ

ンサの機種によって異なります。

お使いのシーケンサの使用でき

る範囲で設定してください。

TYPEはマクロで間接メモリを指

定するときに使用します。　

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）

①－１ 三菱電機 Ａ／Ｑシリーズ計算機リンクユニット

　　　　　メモリ　　　　　　ビット書込　 TYPE 　　 備　　　考

Ｄ（データレジスタ）　　　　　　　×　 　　０

Ｗ（リンクレジスタ）　　　　　　　×　 　　１

Ｒ（ファイルレジスタ）　　　　　　×　 　　２

ＴＮ（タイマ［現在値］）　　　　　×　 　　３

ＣＮ（カウンタ［現在値］）　　　　×　 　　４

ＳＰＵ（特殊ユニット）　　　　　　×　 　　５ ＊１

Ｍ（内部リレー）　　　　　　　　　○　　 　６

Ｌ（保持リレー）　　　　　　　　　○　 　　７

Ｂ（リンクリレー）　　　　　　　　○　 　　８

Ｘ（入力リレー）　　　　　　　　　○　　 　９

Ｙ（出力リレー）　　　　　　　　　○　　　１０

ＴＳ（タイマ［接点］）　　　　　　○　　　１１

ＴＣ（タイマ［コイル］）　　　　　○　　　１２　

ＣＳ（カウンタ［接点］）　　　　　○　　　１３

ＣＣ（カウンタ［コイル］）　　　　○　　　１４

Ｈ（リンクバッファ）　　　　　　　×　　　１５

①－２ 三菱電機 Ａ／ＱシリーズＣＰＵポート

TYPE2をご使用の場合、メモリはＨ（リンクバッファ）を使用します。

＊１ メモリタイプ／アドレス以外にスロットNo.が必要です。また、バイトアドレスの場合はワード

　　 に換算してください。

　　　　　メモリ　　　　　　ビット書込　TYPE 備　　　考

Ｄ（データレジスタ）　　　　　　　×　　　　０

ＴＮ（タイマ［現在値］）　　　　　×　　　　１

ＣＮ（カウンタ［現在値］）　　　　×　　　　２

３２ＣＮ（カウンタ32ビット）　　　×　　　　３　＊１

Ｍ（内部リレー）　　　　　　　　　○　　　　４

Ｓ（ステート）　　　　　　　　　　○　　　　５

Ｘ（入力リレー）　　　　　　　　　○　　　　６　リードオンリー

Ｙ（出力リレー）　　　　　　　　　○　　　　７

ＴＣ（タイマ［コイル］）　　　　　○　　　　８

ＣＳ（カウンタ［接点］）　　　　　　○　　　　９

①－３ 三菱電機 ＦＸ１／２シリーズＣＰＵポート

＊１　数値形式がダブルワードの設定が可能な項目（データ表示の数値表示、グラフ、サンプリング）は、

　　　ダブルワードのデータとして処理します。また、ビットあるいはワードタイプの項目は下位16ビット

　　　のワードとして処理します。

入力時　上位16ビットは無視、　　

　　　　　　　　出力時　上位16ビットは常に「０」を書き込みます。

○：可能　　×：不可能

○：可能　　×：不可能

○：可能　　×：不可能



◆操作可能なリレー・レジスタ名称一覧

　　　　　メモリ　　　　　　ビット書込　 TYPE 　　 備　　　考

ＤＭ（データメモリ）　　　　　　×　　　　　０

ＣＨ（入出力リレー）　　　　　　×　　　　　１

ＨＲ（保持リレー）　　　　　　　×　　　　　２

ＬＲ（ラッチリレー）　　　　　　×　　　　　３

ＡＲ（警報リレー）　　　　　　　×　　　　　４

Ｔ（タイマ［現在値］）　　　　　×　　　　　５

Ｃ（カウンタ［現在値］）　　　　×　　　　　６

② オムロン　 SYSMACシリーズ ○：可能　　×：不可能

　　　　　メモリ　　　　　　ビット書込　 TYPE 　　 備　　　考

Ｄ（データレジスタ）　　　　　　×　　　　　０

Ｒ（共有レジスタ）　　　　　　　×　　　　　１

Ｖ（インデックスレジスタ）　　　×　　　　　２

Ｗ（リンクレジスタ）　　　　　　×　　　　　３

Ｚ（特殊レジスタ）　　　　　　　×　　　　　４

ＴＰ（タイマ［現在値］）　　　　×　　　　　５

ＴＳ（タイマ［設定値］）　　　　×　　　　　６

ＣＰ（カウンタ［現在値］）　　　×　　　　　７

ＣＳ（カウンタ［設定値］）　　　×　　　　　８

Ｘ（入力リレー）　　　　　　　　○　　　　　９

Ｙ（出力リレー）　　　　　　　　○　　　　１０

Ｉ（内部リレー）　　　　　　　　○　　　　１１

Ｅ（共有リレー）　　　　　　　　○　　　　１２

Ｌ（リンクリレー）　　　　　　　○　　　　１３

Ｍ（特殊リレー）　　　　　　　　○　　　　１４

Ｂ（ファイルレジスタ）　　　　　×　　　　１５

③ 横河電機　 FA-M3シリーズ ○：可能　　×：不可能

　　　　　メモリ　　　　　　ビット書込　TYPE 　　 備　　　考

４（ワードデバイス） × ０

３（入力レジスタ） 　　　× １ 定数レジスタ含む

Ｒ（リンクレジスタ） 　　　　× ２

Ａ（拡張レジスタ） 　　　　× ３

０（コイル） 　　　○ ４

Ｄ（リンクコイル） 　○ ５

④ 安川電機　 GL60シリーズ ○：可能　　×：不可能

　　　　　メモリ　　　　　　ビット書込　 TYPE 　　 備　　　考

X9XXX（レジスタ） × ０

XXXXX（リレー） ○ １ ワード時　コ

EXXXX（自己診断） × ２

bXXXX（タイマカウンタ） × ３

F1（ファイルレジスタ） × ４

F2（ファイルレジスタ） × ５

F3（ファイルレジスタ） × ６

⑤ シャープ　 JWシリーズ ○：可能　　×：不可能

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）

各メモリの設定範囲は、

シーケンサの機種によって異なります。

お使いのシーケンサの使用できる範囲

で設定してください。

TYPEはマクロで間接メモリを指定する

ときに使用します。



メモリ ビット書込

メモリ ビット書込

TYPE 　　 備　　　考

ＷＲ（内部出力） × ０

Ｘ（入力リレー） ○ １ ワード時　ＷＸ

Ｙ（出力リレー） ○ ２ ワード時　ＷＹ

Ｌ（ＣＰＵリンク） ○ ３ ワード時　ＷＬ

Ｍ（データエリア） ○ ４ ワード時　ＷＭ

ＴＣ（タイマ・カウンタ［経過値］） 　× ５

Ｒ（リレー） ○ ６

⑥－１ 日立 HIDIC Hシリーズ ○：可能　　×：不可能

　　　　　メモリ　　　　　　 ビット書込   TYPE 　　備　　　考

ＦＷ（ワークレジスタ） × ０

Ｘ（入力リレー） 　　　　　× １ ワード時　ＸＷ

Ｙ（出力リレー） 　　　　　× ２ ワード時　ＹＷ

Ｒ（内部リレー） 　　　　　× ３ ワード時　ＲＷ

Ｇ（グローバルリンク） 　　　　　× ４ ワード時　ＧＷ

Ｋ（キープリレー） 　　　　　× ５ ワード時　ＫＷ

Ｔ（オンディレイタイマ［接点］） × ６ ワード時　ＴＷ

Ｕ（ワンショットタイマ［接点］） × ７ ワード時　ＵＷ

Ｃ（アップダウンカウンタ［接点］） × ８ ワード時　ＣＷ

ＴＳ（オンディレイタイマ［設定値］） × ９

ＴＣ（オンディレイタイマ［計数値］） × １０

ＵＳ（ワンショットタイマ［設定値］） × １１

ＵＣ（ワンショットタイマ［計数値］）　　 　× 　１２

ＣＳ（アップダウンカウンタ［設定値］）　 × １３

ＣＣ（アップダウンカウンタ［計数値］） × １４

ＤＷ（データレジスタ） × １５ ４αの範囲

⑥－１ 日立 HIDIC-S10αシリーズ　 ○：可能　　×：不可能

TYPE 　　 　備　　　考

ＤＴ（データレジスタ） 　× ０

Ｘ（外部入力） 　× １ ワード時ＷＸ、リードオンリー

Ｙ（外部出力） 　○ ２ ワード時ＷＹ

Ｒ（内部リレー） 　○ ３ ワード時ＷＲ、特殊リレー含む

Ｌ（リンクリレー） 　○ ４ ワード時ＷＬ

ＬＤ（リンクレジスタ） 　× ５

ＦＬ（ファイルレジスタ） 　× ６

ＳＶ（タイマ／カウンタ［設定値］） 　× ７

ＥＶ（タイマ／カウンタ［経過値］） 　× ８

Ｔ（タイマ［接点］） 　× ９ リードオンリー

Ｃ（カウンタ［接点］） 　× １０ リードオンリー

⑦ 松下電工 FPシリーズ　 ○：可能　　×：不可能

◆操作可能なリレー・レジスタ名称一覧

各メモリの設定範囲は、

シーケンサの機種によって異なります。

お使いのシーケンサの使用できる範囲

で設定してください。

TYPEはマクロで間接メモリを指定する

ときに使用します。

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）



メモリ　 ビット書込　

メモリ　 ビット書込　

TYPE 　　 備　　　考

Ｄ（データレジスタ） × ０

Ｒ（リンクレジスタ） × １

Ｂ（ファイルレジスタ） × ２

Ｎ（現在値レジスタ） × ３

Ｘ（入力リレー） ○ ４ ワード時　ＷＸ

Ｙ（出力リレー） ○ ５ ワード時　ＷＹ

Ｍ（内部リレー） ○ ６ ワード時　ＷＭ

Ｋ（キープリレー） ○ ７ ワード時　ＷＫ

Ｌ（リンクリレー） ○ ８ ワード時　ＷＬ

Ｔ（タイマ） ○ ９ ワード時　ＷＴ

Ｃ（カウンタ） ○         10 ワード時　ＷＣ

⑧ トヨプック TOYOPUCシリーズ ○：可能　　×：不可能

TYPE 　　 備　　　考

Ｍ（補助リレー） × ０ ワード時　ＷＭ

Ｋ（キープリレー） × １ ワード時　ＷＫ

Ｂ（入出力リレー） × ２ ワード時　ＷＢ

Ｗ30（ファイルメモリ） × ３ 属性 SI

Ｗ31（ファイルメモリ） × ４ 属性 SI

Ｗ32（ファイルメモリ） × ５ 属性 SI

Ｗ33（ファイルメモリ） × ６ 属性 SI

Ｗ34（ファイルメモリ） × ７ 属性 SI

Ｗ35（ファイルメモリ） × ８ 属性 SI

Ｌ（リンクリレー） × ９ ワード時　ＷＬ

ＷＦ（特殊リレー） ×         10

ＴＳ（タイマ[設定値0.01]） ×         11 ＊１

ＴＲ（タイマ[現在値0.01]） ×         12 ＊１

Ｗ９（タイマ[現在値0.1]） ×         13 ＊１

ＣＳ（カウンタ[設定値]） ×         14 ＊１

ＣＲ（カウンタ[現在値]） ×         15 ＊１

ＢＤ（データメモリ） ×         16 ＊１

Ｓ（ステップリレー） ×         17 ＊２

⑨－１ 富士電機　MICREX-Fシリーズ ○：可能　　×：不可能

＊１　数値形式がダブルワードの設定が可能な項目（データ表示の数値表示、グラフ、サンプリング）は

　　　 ダブルワードのデータとして処理します。

　　　 また、ビットあるいはワードタイプの項目は下位16ビットのワードとして処理します。

       入力時　上位16ビットは無視、出力時　上位16ビットは常に「０」を書き込みます。

＊２  ステップリレーはバイトデバイスのため下記の処理を行います。

       入力時　上位8ビットを「０」とし、出力時　下位8ビットを書き込みます。

メモリ内のビットの重みが逆になります。スイッチ、ランプデータを取り扱う場合は注意してください。

   OPC-H 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

    FUJI

15

0  1 2 3 4 5 6 7 8 9  A  B  C  D  E  F

⑨－２ 富士電機　FERX-PCリンクユニット

メモリ ビット書込トヨタ仕様 TYPE 　　備　　　考

Ｄ（データレジスタ） 　Ｄ × ０

Ｗ（リンクレジスタ） Ｒ × １

Ｍ（内部リレー） Ｍ ○ ２ ワード時　ＷＭ

Ｌ（ラッチリレー） Ｋ ○ ３ ワード時　ＷＬ (ＷＫ)

Ｘ（入力リレー） Ｘ ○ ４ ワード時　ＷＸ

Ｙ（出力リレー） Ｙ ○ ５ ワード時　ＷＹ

Ｒ（ファイルレジスタ） Ｗ × ６

ＴＮ（タイマ[現在値]） ＴＮ 　　× ７

ＣＮ（カウンタ[現在値]） ＣＮ × ８

Ｔ（タイマ[接点]） Ｔ ○ ９

Ｃ（カウンタ[接点]） Ｃ ○ 10

Ｓ（ステップリレー） なし × 11

○：可能　　×：不可能

各メモリの設定範囲は、

シーケンサの機種によって異なります。

お使いのシーケンサの使用できる範囲

で設定してください。

TYPEはマクロで間接メモリを指定する

ときに使用します。

◆操作可能なリレー・レジスタ名称一覧

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）



⑨－３ 富士電機　FERX-PC CPUポート

TYPE 　　 備　　　考

Ｄ（データレジスタ） × ０

Ｗ（リンクレジスタ） × １

Ｍ（内部リレー） ○ ２ ワード時 ＷＭ

Ｌ（ラッチリレー） ○ ３ ワード時 ＷＬ

Ｘ（入力リレー） ○ ４ ワード時 ＷＸ

Ｙ（出力リレー） ○ ５ ワード時 ＷＹ

Ｒ（ファイルレジスタ） × ６

ＴＮ（タイマ [現在値] ） × ７

ＣＮ（カウンタ [現在値] ） × ８

Ｔ（タイマ [接点] ） ○ ９

Ｃ（カウンタ [接点] ） ○         10

⑨－４ 富士電機　トヨタ仕様（NJコンピュータリンク）
○：可能　　×：不可能

ビット書込　

ビット書込　トヨタ仕様メモリ

メモリ

ビット書込　メモリ

TYPE 　　 備　　　考

Ｄ（データレジスタ） 　Ｄ × ０

Ｗ（リンクレジスタ） Ｒ × １

Ｍ（内部リレー） Ｍ ○ ２ ワード時　ＷＭ

Ｌ（ラッチリレー） Ｋ ○ ３ ワード時　ＷＬ (ＷＫ )

Ｘ（入力リレー） Ｘ ○ ４ ワード時　ＷＸ　リードオンリー

Ｙ（出力リレー） Ｙ ○ ５ ワード時　ＷＹ

Ｒ（ファイルレジスタ） Ｗ × ６

ＴＮ（タイマ [現在値] ） ＴＮ × ７

ＣＮ（カウンタ [現在値] ） ＣＮ × ８

Ｔ（タイマ [接点] ） Ｔ ○ ９

Ｃ（カウンタ [接点] ） Ｃ ○        10

Ｓ（ステップリレー） なし ×        11

○：可能　　×：不可能

TYPE 　　 備　　　考

Ｒ（ワードデバイス　） × ０

Ｉ（入力リレー） 　 × １

Ｑ（出力リレー） 　 × ２

Ｍ（内部リレー） 　 × ３

Ｓ（ステージ） 　× ４

ＧＩ（全局伝送リレー） 　× ５

ＧＱ（特定局伝送リレー） 　× ６

Ｔ（タイマ [接点] ） 　× ７

Ｃ（カウンタ [接点] ） 　× ８

⑩－１光洋電子 SU/SGシリーズ
○：可能　　×：不可能

◆操作可能なリレー・レジスタ名称一覧

各メモリの設定範囲は、

シーケンサの機種によって異なります。

お使いのシーケンサの使用できる範囲

で設定してください。

TYPEはマクロで間接メモリを指定する

ときに使用します。

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）



⑪ Ａ・Ｂ  PLC-5／SLC500シリーズ

ビット書込　メモリ

ビット書込　メモリ

ビット書込　メモリ

ビット書込　メモリ

ビット書込　メモリ

TYPE 　　 　備　　　考

Ｎ（整数） × ０

Ｂ（ビット） × １

ＴＰ（タイマ [現在値] ） × ２

ＴＡ（タイマ [設定値] ） × ３

ＣＰ（カウンタ [現在値] ） × ４

ＣＡ（カウンタ [設定値] ） × ５

Ｉ（入力） × ６

Ｏ（出力） × ７

Ｓ（ステータス） × ８

○：可能　　×：不可能

⑫  GEファナック

TYPE 　　 　備　　　考

Ｒ（レジスタテーブル） × ０

Ｉ（入力テーブル） × １

Ｑ（出力テーブル） 　　× ２

○：可能　　×：不可能

⑬ 東芝  PROSEC Tシリーズ

TYPE 　　 　備　　　考

Ｄ（データレジスタ） × ０

Ｘ（入力レジスタ） × １ ワード時　ＸＷ

Ｙ（出力レジスタ） × ２ ワード時　ＹＷ

Ｒ（補助レジスタ） × ５ ワード時　ＲＷ

Ｌ（リンクリレーレジスタ） × ６ ワード時　ＬＷ

Ｗ（リンクレジスタ） × ７

Ｆ（ファイルレジスタ） × ８

ＴＮ（タイマ [現在値] ） × ９ リードオンリー

ＣＮ（カウンタ [現在値] ） ×         10 リードオンリー

ＴＳ（タイマ [接点] ） ×         11 リードオンリー

ＣＳ（カウンタ [接点] ） ×         12 リードオンリー

○：可能　　×：不可能

⑭－１  SIEMENS S5-90U, 95U, 100Uシリーズ

TYPE 　　 　備　　　考

ＤＢ（データレジスタ） 　× ０

Ｉ（入力リレー） 　 × １ ワード時 ＩＷ リードオンリー

Ｑ（出力リレー） 　× ２ ワード時 ＱＷ リードオンリー

Ｆ（内部リレー） 　× ３ ワード時 ＦＷ リードオンリー

Ｔ（タイマ [現在値] ） 　× ４ リードオンリー

Ｃ（カウンタ [現在値] ） 　× ５ リードオンリー

ＡＳ（絶対アドレス） 　× ６

○：可能　　×：不可能

⑭－２  SIEMENS S5-115U, 135U, 155Uシリーズ

TYPE 　　 　備　　　考

ＤＢ（データレジスタ） × ０

Ｉ（入力リレー） × １ ワード時 ＩＷ

Ｑ（出力リレー） × ２ ワード時 ＱＷ

Ｆ（内部リレー） × ３ ワード時 ＦＷ

Ｔ（タイマ [現在値] ） × ４

Ｃ（カウンタ [現在値] ） × ５

ＡＳ（絶対アドレス） × ６

○：可能　　×：不可能

◆操作可能なリレー・レジスタ名称一覧

各メモリの設定範囲は、

シーケンサの機種によって異なります。

お使いのシーケンサの使用できる範囲

で設定してください。

TYPEはマクロで間接メモリを指定する

ときに使用します。

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）



⑭－３  SIEMENS TI545, TI555シリーズ

TYPE 　　 　備　　　考

Ｖ　　　　　　　　　　 × ０

ＷＸ　　　　　　 × １

ＷＹ　　　　　　 × ２

○：可能　　×：不可能

⑮ 神鋼電機  SELMARTシリーズ

TYPE 　　 　備　　　考

Ｄ（データレジスタ）　 × ０

○：可能　　×：不可能

※SELMARTの対応メモリはＤレジスタだけです。他のメモリは使用できません。画面作成ツール

　「パネルデザイナⅡ」上では設定できますが、使用不可ですのでご注意ください。

⑯ サムソン  SPCシリーズ

TYPE 　　 　備　　　考

Ｒ 　 × ０

Ｌ 　 × １

Ｍ 　 × ２

Ｋ 　 × ３

Ｆ 　 × ４

Ｗ 　 × ５

○：可能　　×：不可能

⑰ キーエンス  KZシリーズ

TYPE 　　 　備　　　考

ＤＭ（データメモリ）　 × ０

ＣＨ（入出力リレー）　 × １

○：可能　　×：不可能

⑱－１  LG K10, K60, K200シリーズ

TYPE 　　 　備　　　考

Ｄ（データレジスタ） × ０

Ｍ × １

Ｐ（入力／出力） × ２ 入力：リードオンリー

Ｋ（キープリレー） × ３

ＴＣ（タイマ [現在値] ） × ４ リードオンリー

ＣＣ（カウンタ [現在値] ） × ５ リードオンリー

ＴＳ（タイマ [設定値] ） × ６ リードオンリー

ＣＳ（カウンタ [設定値] ） × ７ リードオンリー

○：可能　　×：不可能

⑱－２  LG K10, K60, K200シリーズ

TYPE 　　 　備　　　考

Ｐ（入力／出力） × ０ 入力：リードオンリー

Ｍ（リレー） × １

Ｌ（リンク） × ２

Ｋ（キープリレー） × ３

Ｆ × ４ リードオンリー

Ｔ（タイマ [現在値] ） × ５

Ｃ（カウンタ [現在値] ） × ６

Ｄ（データレジスタ） × ７

○：可能　　×：不可能

◆操作可能なリレー・レジスタ名称一覧

各メモリの設定範囲は、

シーケンサの機種によって異なります。

お使いのシーケンサの使用できる範囲

で設定してください。

TYPEはマクロで間接メモリを指定する

ときに使用します。

ビット書込　メモリ

ビット書込　メモリ

ビット書込　メモリ

ビット書込　メモリ

ビット書込　メモリ

ビット書込　メモリ

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）



⑲  FANUC POWER MATEシリーズ

ビット書込メモリ TYPE 　　 　備　　　考

Ｄ（データレジスタ） ○ ０

Ｘ（入力リレー） ○ １ ワード時 ＷＸ

Ｙ（出力リレー） ○ ２ ワード時 ＷＹ

Ｒ（内部リレー） ○ ３ ワード時 ＷＲ

Ｋ（キープリレー） ○ ４ ワード時 ＷＫ

Ｔ（タイマ） × ５

Ｃ（カウンタ） × ６

○：可能　　×：不可能

◆操作可能なリレー・レジスタ名称一覧

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）

各メモリの設定範囲は、

シーケンサの機種によって異なります。

お使いのシーケンサの使用できる範囲

で設定してください。

TYPEはマクロで間接メモリを指定する

ときに使用します。



（３）外部機器インターフェイス機能

【ホスト通信インターフェイス機能】
ホストコンピュータ

通信方式 ： ＲＳ－４２２Ａ準拠　４線式マルチドロップ接続

　　　　　 ＲＳ－４８５　準拠　２線式マルチドロップ接続

　　　　　 ＲＳ－２３２Ｃ準拠　ポイントトゥポイント接続

　（いずれか注文時選択）

プロトコル ： ＲＫＣ標準プロトコル

ホスト通信インターフェイスを用意しております。

また、ＲＳ－４２２ＡもしくはＲＳ－４８５を選択した場合、オペレーションパネルを

ホストコンピュータ以下に最大３２台まで接続が可能です。

（オプション）

コントロールユニット

最大８ユニットまで接続可能

コントロールユニットを最大８ユニットまで接続し、モニタ・運転

操作することができます。通信方式はＲＳ－４２２Ａのみとなります

通信方式 ： ＲＳ－４２２Ａ準拠　４線式マルチドロップ接続

　　　　　

プロトコル ： ＲＫＣ標準プロトコル

最大　台まで接続可能32

（２）コントロールユニットインターフェイス機能

OPC-H

OPC-H

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）



（４）警報機能

【警報表示出力機能】

コントロールユニットに警報が発生した場合、指定されたメッセージを表示し、

オペレーションパネル画面に警報状態を表示します。

警報の内容は以下のとおりです。

　　・温度警報

　　　　ＴＩＯモジュールから出力される制御関連の警報です。

　　・ＡＩ警報

　　　　ＡＩモジュールから出力されるアナログ入力関連の警報です。

　　・シーケンス警報

　　　　シーケンサまたは外部接点から入力された信号を警報とします。

　　・システム警報

　　　　本システムにおいて、エラーが発生したときに警報表示します。

警報メッセージの表示文字内容は、自由に編集する事が可能です。

また、オペレーションパネルのＳＵＢ１，２出力にそれぞれの警報を割り付け設定し、

出力可能です。

【警報記録機能】

ＡＬＭ１発生

ＣＨ１２ユニット１

シーケンス警報発生

発生回数：１回

発生時刻：６月１２日
１２：２０

発生時刻：６月１０日
１０：１５

警報が発生したときの情報を最大２０件まで記録します。

・記録可能な内容

　　①警報の種別

　　②ユニット番号

　　③チャネル番号および名称

　　④警報の項目

　　⑤前回発生日時

　　⑥発生回数

２０件以上発生したとき、“古いデータから削除”または“記録の停止”のいずれかを

選択指定できます。

（バーンアウト警報発生時）

【プリンタインターフェイス機能】

プリンタ

プリンタに次の様な印字が可能です。

　　・ワンタッチで表示画面を直接ハードコピー（PRINT SCREEN KEY）

　　・測定値、設定値等の特定データの印字

　　・一定時刻、一定間隔での必要なデータの印字

　　・警報発生時の印字

さらに印字書式を画面作成ツールで容易に作成でき、好みのレイアウトで帳票を作成

できます。

接続対応プリンタ ： NEC　HPR-201H系またはエプソン　ESC/P系　

インターフェイス ： セントロニクスインターフェイス準拠　

バーンアウトが発生しました

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）



オプションのメモリカードユニットを増設すると、運転時の設定データ（工程ファイル）、

全設定値バックアップデータ等についてメモリカードに保存できます。

設定変更、工程変更をカード単位で円滑に行うことができ、作業の効率化につながります。

（５）メモリーカード機能 （オプション）

!
使用しているチャネル数によって、

メモリ可能なファイル数に

限りがでてくる場合があります。

メモリカードユニット
     EMU-01

メモリカード
MEM-01/02/03/04

（保存可能項目）

　　・工程ファイル・・・PID定数、温度設定値、警報設定値等

　　・AI設定・・・・・・AI警報設定値、単位

　　・拡張警報設定・・・拡張警報設定値　　

　　・TI設定・・・・・・TI警報設定値、TI PVバイアス設定値

　　・PC設定値 ・・・・シーケンサのデバイスデータ(1～256ch)の設定値　　　

　　・メモ設定・・・・・工程ファイルメモ欄の設定　　　　

　　・全設定値バックアップ・・・・OPC-Hに関する全ての設定値のバックアップ

機　能
オペレーションパネル（OPC-H）



●機能紹介
（１）コントロールユニットインターフェイス機能

（２）外部機器インターフェイス機能

（３）警報機能

タッチパネル方式のＯＰＣの安価型オペレーションパネルです。チャネル・ユニットの名称についても自由に設定が可能です。

3.1.3　ＯＰＭ

ホスト通信インターフェイス機能

（１）コントロールユニットインターフェイス機能

【ホスト通信インターフェイス機能】

ホストコンピュータ

通信方式 ： ＲＳ－４２２Ａ準拠　４線式マルチドロップ接続

　　　　　 ＲＳ－４８５　準拠　２線式マルチドロップ接続

　　　　　 ＲＳ－２３２Ｃ準拠　ポイントトゥポイント接続

　（いずれか注文時選択）

プロトコル ： ＲＫＣ標準プロトコル

ＦＡ化への発展性も可能なように、ホスト通信インターフェイスを用意しております。

また、ＲＳ－４２２ＡもしくはＲＳ－４８５を選択した場合、オペレーションパネルを

ホストコンピュータ以下に最大１６台まで接続が可能です。

（オプション）

SR Mini HG 

コントロールユニット

最大８ユニットまで接続可能

コントロールユニットを最大８ユニットまで接続し、モニタ・運転

操作することができます。（通信方式はＲＳ－４２２Ａのみとなります）

通信方式 ： ＲＳ－４２２Ａ準拠　４線式マルチドロップ接続

プロトコル ： ＲＫＣ標準プロトコル

最大　台まで接続可能16

（２）外部機器インターフェイス機能

OPM-CL4
OPM-HL4 （DINサイズ）

※本文中の説明においてオペレーションパネルの絵がOPM-CL4タイプになっておりますが、OPM-HL4タイプについても同等の機能となります

機　能
オペレーションパネル（OPM）



（３）警報機能

【警報表示出力機能】

コントロールユニットに警報が発生した場合、警報メッセージ覧に警報内容を表示し、その部分を押すと

どのチャネルに警報が発生しているか、すばやく確認できます。

（昇温完了時に於いてもメッセージが表示されます）

　表示項目：温調警報１／２、ＡＩ警報１／２、ＬＢＡ、拡張警報、ＴＩＢＯ、ＴＩ警報１／２、全ユニット昇温完了、

                 モニタユニット昇温完了、ＢＯ、ＨＢＡ　　　　　　

また、上記警報メッセージ内容を半角３０文字（全角１５文字）までの範囲で設定変更できます。

さらにコントロールユニットにおける、第１警報（ＡＬＭ１）、第２警報（ＡＬＭ２）、バーンアウト警報、

ヒータ断線警報、昇温完了（全ユニット）、ループ断線警報、ＴＩ第１警報（ＡＬＭ１）、ＴＩ第２警報（ＡＬＭ２）、

ＴＩバーンアウト警報の中からオペレーションパネルＳＵＢ１，ＳＵＢ２出力に任意に指定して出力可能です。

（４）スクリーンセイバー機能

パネル上のスイッチ操作を終了してから設定した時間を経過すると、画面表示・ＬＣＤバックライトがＯＦＦする機能です。

（スクリーンセイバー開始まで１～９９分の範囲で設定可能）

（５）タイマ機能
コントロールユニットごとに制御開始／停止時間を設定できます。

（設定可能項目）

　・指定日にタイマ実行

　・指定曜日にタイマ実行

　・毎日タイマ実行

　・タイマ不使用

また、開始→停止（または停止→開始）の設定時間は３ブロック（３種類）まで設定が可能で、何れかのパターン

から選択できます。メモリエリア番号についても同時に選択設定可能です。

機　能
オペレーションパネル（OPM）



導入例

シーケンサ

SR Mini HG コントロールユニット

シーケンス制御入出力 温度／プロセス制御入出力

プリンタ

・ホストコンピュータによる

　複数の装置管理

・プリンタの接続による、

　日報自動作成、異常発生時

　自動印字による品質管理

ホストコンピュータ

（管理室）

メニュー正常運転中 温調画面

ホストコンピュータとの接続

には、通信プログラムの作成

が必要となります。

・オペレーションパネルを使用した

　操作パネル

　温度、カウント値等のデータ表示、

　絵やグラフ等のグラフィック表示、

　操作スイッチを同時に表示。

ＲＳ－４２２Ａ
コントロールユニットとオペ

レーションパネル間の通信は

RS-422Aのみとなります。

各コントローラの接続はプログラムレス

ＲＳ－４２２Ａ
ＲＳ－４８５

（OPC-H）



3.2　電源・ＣＰＵモジュール

●機能紹介 （１）通信機能

　　　　　　コントロールユニットインターフェイス機能
　　　　　　（RKC標準通信）
　　　　　　外部機器インターフェイス機能
　　　　　（MODBUSプロトコル通信）
　　　　　（ラダー通信）

（２）デジタル出力機能

　　　　　　各種警報出力機能

コントロールユニットへの電源供給、データの管理、およびホストコンピュータ等とのインターフェイスを

行うモジュールで、コントロールユニット１台に、必ず１台使用します。

(a)ＡＣ１００～１２０Ｖ

(b)ＡＣ２００～２４０Ｖ

(c)ＤＣ２４Ｖ

（注文時指定）

(a)リレー接点出力

(b)オープンコレクタ出力

（注文時指定）

リレー接点出力

（異常時オープン）

モジュール型名

３点

１点

入力種類

入力点数

機　能

出力種類

出力点数

機　能

電源機能

出力種類

出力点数

電源電圧

H-PCP-A

(a)ＲＳ－４２２Ａ　４線式マルチドロップ接続

(b)ＲＳ－２３２Ｃ　ポイントトゥポイント接続

（注文時指定）

(a)マルチメモリエリア切換入力

(b)制御開始／停止切換入力

(c)警報インターロック解除入力

２点４点

(a)温度警報出力（第一，第二警報）

(b)ＡＩ警報出力（第一，第二警報）

(c)ヒータ断線警報出力

(d)バーンアウト警報出力

(e)ループ断線警報出力

(f)昇温完了出力　　　　　（注文時指定）

ＤＣ２４Ｖ入力

H-PCP-B

通信方式

通信機能

フェイル

出力

デジタル

入力

デジタル

出力

■モジュール構成

（３）デジタル入力機能

　　　　　　マルチメモリエリア切換機能
　　　　　　制御開始／停止切換機能
　　　　　　警報インターロック解除切換機能

(RKC標準通信)

(ラダー通信)

(MODBUS
　プロトコル通信)

R

R

R

R

機　能
電源・ＣＰＵモジュール



（１）通信機能

コントロールユニット１台に、最大１０モジュールの機能モジュールが接続できます

（機能モジュールに電源／ＣＰＵモジュールは含みません）

最大３２０チャネルのコントロールシステムが構築可能です。

【周辺機器とのインタフェース（ＲＫＣ標準通信）】

　ホストコンピュータ、またはオペレーションパネルと接続し、運転操作、運転モニタや生産ラインの運転管理を

　行います。

オペレーションパネル（ＯＰＣ）

（ＲＳ－４２２Ａのみ）

ＲＳ－４２２Ａ

ＲＳ－２３２Ｃ

（注文時指定）

電源／ＣＰＵモジュール

【コントロールユニットとのインタフェース（ＲＫＣ標準通信）】

　　電源／ＣＰＵモジュール１台で、機能モジュールを最大１０モジュールまで接続できます。

　　さらにマルチドロップ接続で、最大８台のコントロールユニットを接続できます。

　　　

●ＲＳ－４２２Ａの場合のみマルチドロップ接続にて

   最大１６台のコントロールユニットの接続が可能です。

（オペレーションパネルに接続した場合最大８台まで）
　

最大１６台接続可能

最大１０モジュール

接続可能

ホストコンピュータ

オペレーションパネルにも

オプションとして上位通信

機能を付加することができ

ます。

オペレーションパネルを含

めたＦＡ化へのトータルシ

ステム構築に役立てます。

第３章

オペレーションパネル参照

モジュールの種類により、

コントロールユニット１台

に（ＰＣＰモジュール以下

に）接続できるモジュール

の数に制限があります。

第6章

基本ルール参照

（最大２０チャネル）

（最大３２０チャネル）

ＲＳ－４２２Ａ

ＰＣＰモジュールの通信

仕様にＲＳ－２３２Ｃを

選択した場合、コントロ

ールユニットのマルチド

ロップ接続はできません。

（１モジュール／２チャネル仕様のモジュールを使用した場合）

RKC標準通信（ポーリング／セレクティング方式）、MODBUSプロトコル通信および、ラダー通信（無手順方式）の

3種類について用意しております。 MODBUSプロトコル通信・

ラダー通信は特注品扱い

となります

オペレーションパネル（ＯＰＭ）

（ＲＳ－４２２Ａのみ）

ＲＳ－４２２Ａ

!

!

機　能
電源・ＣＰＵモジュール



【周辺機器とのインタフェース（ラダー通信）】

シーケンサ

ラダー通信

ＲＳ－４２２Ａ

ＲＳ－２３２Ｃ

（注文時指定）

他社ディスプレイパネル

ＲＳ－４２２Ａ

ＲＳ－２３２Ｃ等

各機器との接続にはプロ

グラムを作成する必要が

あります。

電源／ＣＰＵモジュール

シーケンサと他社製ディスプレイパネルを組み合わせて使用している場合、使用しているシーケンサに対応した計算機リンク

モジュール等を増設すると、当社SR Mini HGコントロールユニットと他社製シーケンサとの接続が容易に実現でき、他社製

ディスプレイパネルによりSR Mini HGコントロールユニットのモニタ・操作が可能となります。 

　・ラダー通信は、対シーケンサの無手順通信ユニットまたはＣＰＵモジュールと接続し、シーケンサ側からのラダー

　　プログラムのみで SR Miniとのデータリンクが可能です。 

　・ラダー通信では通信項目をパラメータ番号で認識します。

　・データは小数点無しのＢＣＤ形式で交換を行います。よって、シーケンサ側からの操作はデータの移動とフラグ操作

　　のみで簡単に扱えます。

　・ラダー通信で扱うデータはＳＴＸ(０２)、ＣＲ(０Ｄ)、ＬＦ(０Ａ)とＢＣＤデータ(０～９)のみです。

　・温度調節管理点数は、１ユニットあたり最大２０ｃｈまで扱えます。（１６ユニットまで接続可能）

●通信データの構造

バイト数

ＢＣＤ行数

内　　容
アドレス 　　パラメータ　

００
Ｒ ＋　　読出／書込　　　

ＣＲＳＴＸ

１ １ ２

２ ２ ２２２４ ４

２ ２ １

１ １

１

ＬＦ番号 番号　　　　　 Ｗ　－　　データ(数)

　（１）ＳＴＸ

　　　　　ＳＴＸ（０２）固定とします。

　（２）アドレス番号

　　　　　００～１５の範囲で指定します。

　（３）パラメータ番号

　　　　　パラメータマップの４桁の番号となります。

　（４）００

　　　　　００固定とします。

　（５）Ｒ／Ｗ（読み出し／書き込み／一括読み出し）

　　　　　０：読み出し

　　　　　１：書き込み

　　　　　２：一括読み出し

　　　　

（６）＋／－（正／負）

　　　　０：＋（正）のデータ

　　　　１：－（負）のデータ

（７）読み出し／書き込みデータ（数）

　　　　・シーケンサ送信データ

　　　　　　書き込み時：小数点を除いたＢＣＤ４桁の設定データ

　　　　　　読み出し時：読み出しデータ数

　　　 　・SR Mini送信データ

　　　　　　　書き込み時：書き込まれた１データ

　　　　　　　読み出し時：指定された数の読み出しデータ

ラダー通信を使用する場合、

データビット長は、必ず

８ビットに設定してください。

７ビットを選択した場合、

正確な送受信が得られない

場合があります。

ＤＯ－Ｃモジュール（イベン

ト出力機能）とラダー通信仕

様のＰＣＰモジュールの併用

使用はできません。

ラダー通信仕様をご希望の

場合、ご注文時の指定と

なります

機　能
電源・ＣＰＵモジュール

!

!

!



　

読み出しの種類には、警報

状態読み出し、チャネル毎

の情報読み出しがあります。

ワードデータの読み出し／

書き込みのみ、上位または

下位バイトからについての

優先順位を選択できます。

●パラメータマップ

種類　　　　　　　 UNITデータ　　CH1データ　　 CH2データ　　　　 CH19データ　　CH20データ　　CH21データ　　　　 CH40データ
　　　　　　　　　 00** 　　　　　01** 　　　　  02** 　　　　　　 19** 　　　　　20** 　　　　　21** 　　　　　　　40**
LEVELⅠ 　**00　　RUN/STOP    温度測定値
　　　　　 **01    メモリエリア No CT1測定値 
　　　　　 **02    加熱出力値警報状態
　　　　　 **03 冷却出力値昇温完了状態
　　　　　 **04 警報状態

　　　　　 **05 温度設定値

　　　　　 **06 警１設定値

　　　　　 **07 警２設定値

　　　　　 **08　　　　　　　　　 HBA1設定値

温度測定値
CT1測定値 
加熱出力値
冷却出力値
警報状態
温度設定値
警１設定値
警２設定値
HBA1設定値

温度測定値
CT1測定値 
加熱出力値
冷却出力値
警報状態
温度設定値
警１設定値
警２設定値
HBA1設定値

温度測定値
CT1測定値 
加熱出力値
冷却出力値
警報状態
温度設定値
警１設定値
警２設定値
HBA1設定値

LEVELⅡ　 **10 加熱比例帯
　　　　　 **11　　バイト反転　　　 冷却比例帯
　　　　　 **12 積分時間
　　　　　 **13 微分時間
　　　　　 **14 PID／AT
　　　　　 **15 A／M切換
　　　　　 **16 マニュアル 出力
　　　　　 **17 PVバイアス
　　　　　 **18 運転モード

加熱比例帯
冷却比例帯
積分時間
微分時間
PID／AT
A／M切換
マニュアル 出力
PVバイアス
運転モード

加熱比例帯
冷却比例帯
積分時間
微分時間
PID／AT
A／M切換
マニュアル 出力
PVバイアス
運転モード

加熱比例帯
冷却比例帯
積分時間
微分時間
PID／AT
A／M切換
マニュアル 出力
PVバイアス
運転モード

LEVELⅢ　  **20 昇温完了範囲
　　　　　 **21 昇温完了範囲
　　　　　 **22 加熱出力周期
　　　　　 **23 冷却出力周期
　　　　　 **24 CH情報

昇温完了範囲
昇温完了範囲
加熱出力周期
冷却出力周期
CH情報

昇温完了範囲
昇温完了範囲
加熱出力周期
冷却出力周期
CH情報

昇温完了範囲
昇温完了範囲
加熱出力周期
冷却出力周期
CH情報

ＣＴ２　　 **30　　　　　　　　　 CT2測定値
測定/設定  **31　　　　　　　　　 HBA2設定値
　　　　　 **32 動作CH設定

ＴＩ       **40 TI測定値
測定/設定  **41 TI警報状態
　　　　　 **42 TI警報状態
　　　　　 **43 TIバーンアウト
　　　　　 **44 警報設定
　　　　　 **45 警報設定
　　　　　 **46

TI
TI
TIPVバイアス　

　　　　　 **47 TI運転モード　
          **48 未使用

未使用

　　　　　 **49 未使用

TI測定値
TI警報状態
TI警報状態
TIバーンアウト
警報設定
警報設定
TI
TI
TIPVバイアス　
TI運転モード　
未使用
未使用

TI測定値
TI警報状態
TI警報状態
TIバーンアウト
警報設定
警報設定
TI
TI
TIPVバイアス　
TI運転モード　
未使用
未使用

TI測定値
TI警報状態
TI警報状態
TIバーンアウト
警報設定
警報設定
TI
TI
TIPVバイアス　
TI運転モード　
未使用
未使用

TI測定値
TI警報状態
TI警報状態
TIバーンアウト
警報設定
警報設定
TI
TI
TIPVバイアス　
TI運転モード　
未使用
未使用

TI測定値
TI警報状態
TI警報状態
TIバーンアウト
警報設定
警報設定
TI
TI
TIPVバイアス　
TI運転モード　
未使用
未使用

ＡＩ　　　 **50 AI測定値
測定/設定  **51 AI警報状態1
　　　　　 **52 AI警報状態2

1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

1
2

　　　　　 **53 AI警報設定1
　　　　　 **54 AI警報設定

AI測定値
AI警報状態
AI警報状態
AI警報設定
AI警報設定

AI測定値
AI警報状態
AI警報状態
AI警報設定
AI警報設定

AI測定値
AI警報状態
AI警報状態
AI警報設定
AI警報設定

AI測定値
AI警報状態
AI警報状態
AI警報設定
AI警報設定

AI測定値
AI警報状態
AI警報状態
AI警報設定
AI警報設定2

1
2
1
2

1
2
1
2

1
2
1
2

1
2
1
2

1
2
1
2

ＡＯ設定　 **60 AO設定値 AO設定値 AO設定値 AO設定値 AO設定値 AO設定値

…
…
…
…

…

…
…

…
…

…
…
…
…

…

…
…

…

…
…

…
…
…

…

…

…

…

未使用…

CT2測定値
HBA2設定値
動作CH設定

未使用…

CT2測定値
HBA2設定値
動作CH設定

未使用…

CT2測定値
HBA2設定値
動作CH設定

未使用…

CT2測定値
HBA2設定値
動作CH設定

未使用…
CT2測定値
HBA2設定値
動作CH設定

未使用…

未使用… 未使用… 未使用…未使用…

未使用…

未使用… 未使用… 未使用… 未使用… 未使用… 未使用…未使用…

…

…

…

…

…
…

…

…
…

…
…
…

…

…
…

…

…
…

…

…
…

…

…

…

…

…
…

…

…
…

…
…
…

…

…
…

…

…

…
…

ラダー通信にて、DO-C（イベント出力）、DI-B（イベント入力）、TIO-K（位置比例制御）、CIO（カスケード制御）各モジュールのデータを

扱うことはできません。これらのモジュールを使用する場合はRKC標準通信を使用してください。

!

機　能
電源・ＣＰＵモジュール



（２）デジタル出力機能

【温度警報出力】

温度／プロセス測定値および、ＡＩ測定値が警報範囲内に達したとき、それぞれの警報状態をデジタル出力として

取り出すことができます。

【ループ断線警報出力】
制御ループ内に異常が発生したとき、ループ断線警報をデジタル出力として取り出すことができます。

【昇温完了出力】
温度測定値、プロセス測定値が設定した温度範囲内に達したとき（昇温が完了したとき）、昇温完了出力をデジタル

出力として取り出すことができます。

【ヒータ断線警報出力】

※電源・ＣＰＵモジュールからの警報出力については、コントローラ内のいずれかのチャネルが警報範囲内に達した

　場合に出力されます。チャネル別に出力させたい場合は、ＤＯモジュールを使用してください。

　昇温完了出力については、昇温完了判定されているチャネル全てが設定した温度範囲内に達したときに初めて出力

　されます。

【ＡＩ警報出力】
温度警報：

　ＴＩＯモジュールに搭載

　されている警報機能

【バーンアウト警報出力】
温度センサが断線不良となったとき、バーンアウト警報をデジタル出力として取り出すことができます。

◆上限偏差警報

◆上下限偏差警報

◆上限入力値警報

◆待機付き上限偏差警報

◆待機付き上限入力値警報

◆待機付き上下限偏差警報

◆下限偏差警報

◆範囲内警報

◆下限入力値警報

◆待機付き下限偏差警報

◆待機付き下限入力値警報

（温度警報出力の種類）

特殊警報機能

◆上限入力値警報

◆待機付き上限入力値警報

（ＡＩ警報出力の種類）

◆下限入力値警報

◆待機付き下限入力値警報

◆再待機付き上限偏差警報

◆再待機付き上下限偏差警報
◆再待機付き下限偏差警報

ＡＩ警報：

　ＡＩモジュールに搭載

　されている警報機能

警報領域

警報設定値

高

低
（上限入力値警報）

測定値

ＣＴ

ヒータ

電流検出器（ＣＴ）にて検出されたヒータ電流値がヒータ断線警報に達したとき、ヒータ断線警報をデジタル出力

として取り出すことができます。

警報発生

断線

断線ヒータ

操作器

センサ
警報発生

断線

警報発生

昇温完了

設定値　２００℃

測定値　２００℃

警報発生

センサ 断線

機　能
電源・ＣＰＵモジュール



（３）デジタル入力機能

【マルチメモリエリア切換入力】
あらかじめメモリエリアに設定項目を記憶させておきますと、本器デジタル入力を使用してメモリエリア番号を切り

換えることにより、容易に設定変更を行うことができます。

【制御の開始／停止切換入力】

【警報インターロック解除入力】

外部接点を利用して制御の開始／停止の切換を行うことができます。

警報がインターロックされているとき、外部接点を利用してインターロック状態を解除させることができます。

　　　〈１〉

温度設定値（ＳＶ）

制御定数（Ｐ，Ｉ，Ｄ…）

警報設定値

〈８〉

マルチメモリエリア

…

　

機　能
電源・ＣＰＵモジュール



ＣＯＭ

１

２

４

ＣＯＭ

ＤＩ１

ＤＩ２

ＤＩ３

マルチメモリエリア

　　　　　切換入力

（８メモリエリア）

ＤＩ１：マルチメモリエリア切換

　　　　　（２メモリエリア）

ＤＩ２：警報インターロック解除

ＤＩ３：制御開始／停止切換

●デジタル入力の機能割り付けは、次の①，②タイプいずれかの選択となります。

〈①タイプ〉 〈②タイプ〉

●ＰＣＰモジュール各タイプにおけるデジタル入出力の形態は以下のようになります。

　デジタル出力（ＤＯ１～４）については、それぞれに各デジタル出力の機能内容を自由に割り付けることができます。

　（注文時指定）

ＤＯ１

ＤＯ２

ＤＯ３

ＤＯ４

ＤＯ１

ＤＯ２

ＤＩ

ＰＣＰ－Ａタイプ ＰＣＰ－Ｂタイプ

※②タイプにおける接点

　切換時の動作

(制御の開始／停止切換 )

　接点閉：制御開始

　接点開：制御停止

(警報インターロック解除 )

　接点閉：解除実行

(マルチメモリエリア切換）

　接点閉：エリア２

　接点開：エリア１

DC24V DC24V

デジタル入力の操作には、

外部電源（ DC24V）が必要

となります。

機　能
電源・ＣＰＵモジュール



導入例

ＰＣＰ－Ａ
　モジュール

ヒータ断線総合警報出力

温度警報総合出力

昇温完了出力

ＴＩＯ－Ｂ
　モジュール ＣＴ－Ａ

　モジュール

ＰＣＰ－Ａモジュールを使用して、ヒータ

断線警報と温度警報の全チャネル総合警報

出力、および、昇温完了出力を警報モニタ

やＯＫモニタ、装置保護回路またはシーケ

ンサへの入力等に利用する。

ＯＫモニタ

シーケンサの入力部へ

警報モニタ

ホストコンピュータオペレーションパネル

他のラインへ

オペレーションパネルまたは、ホストコン

ピュータに接続し、表示操作を行う。
ＲＳ－４２２Ａ

コントロールユニットを

複数台接続させる場合は、

ＰＣＰモジュールの通信

仕様にＲＳ－４２２Ａを

選択してください。

ＰＣＰ－Ｂモジュールを使用して、ヒータ

断線警報と温度警報の全チャネル総合警報

を警報発生時出力させ、装置保護回路、

警報モニタまたはシーケンサへの入力等に

接続する。

外部接点またはシーケンサ出力等を使用し

て、メモリエリア切換、制御開始／停止を

切り換える。

ＰＣＰ－Ｂ
　モジュール ＴＩＯ－Ｂ

　モジュール ＣＴ－Ａ

　モジュール

（ライン１）

（ライン２）

ヒータ断線総合警報出力

温度警報総合出力

メモリエリア切換、制御開始／停止入力

装置保護回路、警報モニタ

シーケンサの入力部へ

外部接点、シーケンサ出力部から

装置保護回路

・ＲＫＣ標準通信

機　能
電源・ＣＰＵモジュール



導入例
・ラダー通信

シーケンサ

ラダー通信

他社ディスプレイパネル

ＲＳ－４２２Ａ

ＲＳ－２３２Ｃ等

ラダー通信仕様
ＰＣＰモジュール

モニタ・設定可能な項目に

ついては3-28頁のパラメータ

マップを参照してください。

現在使用しているシーケンサに計算機リンクモジュール等を増設し、

ラダー通信仕様のＰＣＰモジュールにＡＩモジュールで構成した

コントロールユニットを接続する。

アナログ入力信号のモニタシステムを低コストにて実現が可能。

アナログ信号

ＡＩモジュール

機　能
電源・ＣＰＵモジュール



3.3　制御モジュール

●機能紹介 （１）各種入出力機能

（２）制御動作機能

（３）警報機能

（４）オプション機能

　　　　　　電流検出器入力機能

　　　　　　警報出力機能

温度制御、プロセス制御を行うモジュールです。制御点数は、モジュール１台あたり最大２点まで可能で、

必要に応じた制御点数分のモジュールを電源・ＣＰＵモジュールに接続して使用します。

■モジュール構成

(a)リレー接点出力

(b)オープンコレクタ出力

(c)SSR駆動用電圧パルス出力

(d)トライアック出力

(e)電圧連続出力

(f)電流出力

(注文時指定)

(a)二位置制御

(b)AT付きＰＩＤ制御

温度制御モジュール

１チャネル

マルチレンジ方式 (注文時指定)

ＴＩＯ－Ｂ

１点

１点

※電流検出器入力

　電流検出器入力機能はオプション選択となります。注文時にご指定ください。

　電流検出器入力機能の仕様は以下の通りです。

入力種類 電流検出器（ＣＴ）

 (a) ＣＴＬ－６－Ｐ－Ｎ（０～３０Ａ用）

 (b) ＣＴＬ－１２－Ｓ５６－１０Ｌ－Ｎ（０～１００Ａ用）

　（注文時指定）

モジュール型名

制御点数

入力種類

入力範囲

測定精度

入
力

制御方式

制御出力

電流検出器入力　※

警報出力　　　　※

(a)熱電対入力

(b)測温抵抗体入力

(注文時指定)

０．３％

２チャネル １チャネル

※レンジスパンに
　対する精度です。

AT付き加熱冷却ＰＩＤ制御

(注文時指定)
(注文時指定)

ＴＩＯ－Ａ ＴＩＯ－Ｃ

モジュール種別

制
御
動
作

ＴＩＯ－Ｄ

２チャネル

１点 ２点

２チャネル

ＴＩＯ－Ｐ

◆ヒータ容量が３０Ａ以下の場合は、電流検出感度等を考慮するため、０～３０Ａ用の

　電流検出器（ＣＴＬ－６－Ｐ－Ｎ）の使用をおすすめします。

サンプリング周期 ０．５秒

ＴＩＯ－Ｋ

１チャネル

コントロールモータ駆動用

速度型ＰＩＤ制御
AT付きＰＩＤ制御

(ファジィ機能付き)

R

R

機　能
制御モジュール



ＴＩＯ－Ｒ

(a)熱電対入力

(b)測温抵抗体入力

(注文時指定)

(a)リレー接点出力

(b)オープンコレクタ出力

(c)　SSR駆動用電圧パルス出力

(d)トライアック出力

(e)電圧連続出力

(f)電流出力

(a)二位置制御

(b)　AT付きPID制御 　AT付きPID制御
　AT付きPID制御　AT付き

　AT付き加熱／

(注文時指定)

マルチレンジ方式 (注文時指定)

(a)直流電圧連続入力

(b)直流電流入力

(注文時指定)

※警報出力

　警報出力機能はオプション選択となります。注文時にご指定ください。

　警報出力機能の仕様は以下の通りです。

出力種類

機　能

リレー接点出力

(a)警報出力（第１警報：ＡＬＭ１）

(b)警報出力（第２警報：ＡＬＭ２）

(c)ＨＢＡ：ヒータ断線警報出力

(d)ＬＢＡ：ループ断線警報出力

（いずれか選択）

ＴＩＯ－Ｅ ＴＩＯ－Ｆ

０．１％

１チャネル １チャネル

高精度温度制御モジュール

１点

ＴＩＯ－Ｇ

(ファジィ機能付き)

(a)二位置制御

(b)

(注文時指定)

１点

加熱／冷却温度制御モジュール（ＴＩＯ－Ｄ）と、カスケード制御モジュール（ＣＩＯ－Ａ）については、２つのモジュールが連結した

ダブルタイプのモジュールとなります。その他のモジュールについては外観、寸法ともに同一となります。

ＴＩＯ－Ｄモジュール その他のモジュール

ＴＩＯ－Ｄモジュール、ＣＩＯ－Ａモジュールが混在した

コントロールユニットを構成すると、接続できる

モジュールの数に制限が出てきますのでご注意ください。

加熱冷却
  PID制御

２チャネル

ＴＩＯ－Ｈ ＴＩＯ－Ｊ

１チャネル ２チャネル １チャネル

(a)

(a)

熱電対入力

(b)測温抵抗体入力

(注文時指定)

測温抵抗体入力

０．２秒 ０．１秒０．１秒０．１秒０．２秒０．１秒

０．１％ ０．２％

(a)熱電対入力

(b)測温抵抗体入力

(注文時指定)

ＣＩＯ－Ａモジュール

１チャネル

ＣＩＯ－Ａ

加熱冷却

PIDカスケード制御

（注文時指定）

(a)熱電対入力
(b)測温抵抗体入力
(c)直流電圧連続入力
(d)直流電流入力
(注文時指定)

０．１秒

１点

!

機　能
制御モジュール



（１）各種入出力機能

【入力機能】
　入力は、温度制御モジュール、高精度温度制御モジュールには温度センサ入力・直流電圧連続／電流入力に対応

　しています。ご使用になる入力の種類に応じてお選びください。

●温度センサ入力

　　　温度センサは、以下の熱電対や測温抵抗体に対応しています。

　　　　熱電対入力　　：Ｋ，Ｊ，Ｒ，Ｓ，Ｂ，Ｅ，Ｔ，Ｎ，Ｗ５Ｒｅ／Ｗ２６Ｒｅ，ＰＬⅡ，Ｕ，Ｌ

　　　　測温抵抗体入力：Ｐｔ１００，ＪＰｔ１００

　　　※温度センサ入力用モジュールは、以下のモジュールです。

　　　　　ＴＩＯ－Ａモジュール　　ＴＩＯ－Ｂモジュール　　ＴＩＯ－Ｃモジュール　　ＴＩＯ－Ｄモジュール

　　　　　ＴＩＯ－Ｐモジュール　　ＴＩＯ－Ｒモジュール　　ＴＩＯ－Ｅモジュール　　ＴＩＯ－Ｆモジュール

　　　　　ＴＩＯ－Ｇモジュール　　ＴＩＯ－Ｋモジュール　　ＣＩＯ－Ａモジュール

●直流電圧連続／電流入力

　　　以下のレンジに対応してます。

　　　　直流電圧連続入力：ＤＣ　０～１０ｍＶ　ＤＣ　０～１００ｍＶ　ＤＣ　０～１Ｖ　ＤＣ　０～５Ｖ

　　　　　　　　　　　　　ＤＣ　０～１０Ｖ　　ＤＣ　１～５Ｖ

　　　　　　　　　　　　　ＤＣ　－１０～＋１０ｍＶ　　ＤＣ　－１００～＋１００ｍＶ　　ＤＣ　－１～＋１Ｖ

　　　　直流電流入力　　　：ＤＣ　０～２０ｍＡ　ＤＣ　４～２０ｍＡ

　　　※直流電圧連続／電流入力用モジュールは、以下のモジュールです。

　　　　　ＴＩＯ－Ｈモジュール　　ＴＩＯ－Ｊモジュール　　ＣＩＯ－Ａモジュール

●入力サンプリング周期

　　　温度制御モジュール　　　：０．５秒／１チャネル

　　　高精度温度制御モジュール：０．１秒／１チャネル

　　　

●測定精度

温度制御モジュール

熱電対入力／測温抵抗体入力　：０．３％　of　スパン

高精度温度制御モジュール

熱電対入力／測温抵抗体入力　：０．１％　of　スパン

【出力機能】

　制御出力は、次の中からお選びください。

　　リレー接点出力　　ＳＳＲ駆動用電圧パルス出力　　オープンコレクタ出力　　トライアック出力　　電圧連続出力　　　電流出力

　　電圧連続／電流出力の種類は以下の内容です

　　　　電圧連続出力：ＤＣ　０～１Ｖ　ＤＣ　０～５Ｖ　ＤＣ　０～１０Ｖ　ＤＣ　１～５Ｖ

　　　　直流電流出力：ＤＣ　０～２０ｍＡ　ＤＣ　４～２０ｍＡ

１モジュール／２チャネル

仕様モジュールは、各チャネ

ルに違った入力の種類は選択

できません。

１モジュール／２チャネル

仕様モジュールは、各チャネ

ルに違った出力の種類は選択

できません。

（モジュールのタイプにより異なるものがあります）

（モジュールのタイプにより異なるものがあります）

機　能
制御モジュール



（２）制御動作機能

【制御方式】　　　　　　　　　　　　　
　　オーバーシュートや外乱に強いブリリアントＰＩＤ制御方式を標準装備しております。（ＴＩＯ－Ｋモジュールを除く）

【制御動作】
　　一般的な温度／プロセス制御用のＰＩＤ制御動作のほか、制御対象と熱源との間に時間的遅れがある場合に

　　有効なカスケード制御動作、およびコントロールモータ駆動用の位置比例制御動作を選択できます。

　　オーバーシュート／アンダーシュートをさらに抑制するファジー機能付きのモジュールについても用意しております。

【オート／マニュアル機能】　　　　　　　
　　操作出力量（ＭＶ）を演算された出力量（オート）ではなく、任意に設定した出力量（マニュアル）でも出力可能です。

【バランスレスバンプレス機能】　　　　
　　オート／マニュアル切換などによる操作出力量（ＭＶ）の急変を抑制します。

【温度警報】　　　　　　　　　　　　　
　　温度警報は、コントローラ内部通信上にて、１チャネルあたり２種類の警報（第１警報：ＡＬＭ１，第２警報：ＡＬＭ２）が

標準で搭載されています。警報の種類は以下の内容となります。

上限偏差警報　　　下限偏差警報　　　上下限偏差警報　　　範囲内警報　　　上限入力値警報　　　下限入力値警報

待機付き上限偏差警報　　　待機付き下限偏差警報　　　待機付き上下限偏差警報

再待機付き上限偏差警報　　　再待機付き下限偏差警報　　　再待機付き上下限偏差警報

　　※温度警報出力は、以下のモジュールから出力可能です。

　　　（チャネル別温度警報出力）　　　　　　　

　　　　温度制御モジュールの警報接点出力部（オプション）　　　　　　　　　　　

　　　　デジタル出力モジュール

　　　（温度警報共通出力）

　　　　電源／ＣＰＵモジュールのデジタル出力部

（３）警報機能

内部通信で標準装備されてい

るため、オペレーションパネル、

またはホストコンピュータ上

にてモニタが可能です。

警報領域

警報設定値

高

低
（上限入力値警報）

測定値

警報発生

機　能
制御モジュール



（４）オプション機能

【電流検出器入力】
　当社電流検出器（ＣＴ）よりヒータ電流を検出し、ヒータ断線時にヒータ断線警報と判断します。

　電流検出器入力機能は、以下のモジュールに付加できます。

　　　ＴＩＯ－Ａモジュール　　ＴＩＯ－Ｃモジュール

　　　ＴＩＯ－Ｄモジュール　　ＴＩＯ－Ｐモジュール

※ヒータ断線警報出力は、以下のモジュールからも出力させることができます。

　（チャネル別ヒータ断線警報出力）　　　　　　　

　　温度制御モジュールの警報接点出力部（オプション）　　　　　　　　　　　

　　デジタル出力モジュール

　　

　（ヒータ断線警報共通出力）

　　電源／ＣＰＵモジュールのデジタル出力部

警報出力は、そのモジュールの温度警報（第１警報，第２警報）、ヒータ断線警報、またはループ断線警報から、

いずれか一点だけ出力することができます。（注文時指定）　出力仕様はリレー接点出力のみとなります。

　※警報出力機能は、以下のモジュールに付加できます。

　　　ＴＩＯ－Ａモジュール 　ＴＩＯ－Ｅモジュール　ＴＩＯ－Ｈモジュール

　　　（ヒータ断線警報はＴＩＯ－Ａモジュールのみ指定可能）

以下にあげる電流検出器入力機能および警報出力機能は、オプション選択です。注文時ご指定ください。

電流検出器入力機能は、

制御出力(加熱側)が電流

電圧連続出力の場合、指定

することができません。

【警報出力】

ＣＴ

ヒータ断線警報発生

ループ断線警報発生

リレー接点出力

ヒータ断線

ＣＴ

ヒータ断線警報発生

温度警報発生

温度異常

リレー接点出力

リレー接点出力

ヒータ断線

操作器故障

センサ断線

ヒータ断線

！

機　能
制御モジュール



導入例

ＳＳＲ

ＳＳＲ

熱電対

熱電対

プレートヒータ

カップリングロール

（インダクションヒータ）

延伸機装置温度制御（製糸工程）

カップリングロールとプレートヒータを１組として

１台のＴＩＯ－Ｂモジュールにて制御し、制御する

ライン数分のモジュールを連結する。

制御点数がコントロールユニット１台では

足りない場合は、コントロールユニットを

マルチドロップ接続させ増設する。

次のコントローラへ

ＴＩＯ－Ｂモジュール

（ＴＩＯ－Ｂモジュール）

機　能
制御モジュール



導入例（CIO-Aモジュール）

ＣＩＯ－Ａモジュール

マスタ入力

スレーブ入力

ＳＣＲ

カスケードON／OFF

オート／マニュアル
デジタル入力

左図の様に、熱源（ヒータ）と温度を安定させたい部分（Ａ）

との間に大きな時間的遅れがある場合に、安定させたい

部分（Ａ）の温度をマスタ調節計にて測定し、修正信号とし

て（Ｂ）部を制御しているスレーブ調節計に送り、この修正

信号によりスレーブ調節計の設定値を変化させ、温度を

安定させたい部分（Ａ）の温度変動を最小限に抑える様に

制御する。

Ａ

Ｂ

ヒータ

機　能
制御モジュール



3.4 デジタル入力モジュール

●機能紹介 （１）デジタル入力機能

　　　　　　マルチメモリエリア切換機能

　　　　　　制御開始／停止切換機能

　　　　　　警報インターロック解除入力機能

　　　　　　デジタルイベント入力機能

デジタル入力モジュールは、外部からの接点等を利用してコントロールユニットの運転状態（マルチメモリエリア、

制御の開始／停止等）の切換、イベント入力を利用したオペレーションパネルへの各種表示を行うモジュールです。

■モジュール構成

モジュール名称 デジタル入力モジュール

モジュール型名
ＤＩ－Ａモジュール

入力仕様 ＤＣ２４Ｖ　電圧入力

入力点数 ８点

(a)マルチメモリエリア切換

(b)制御の開始／停止切換入力

(c)警報インターロック解除入力

機　能

デ
ジ
タ
ル
入
力

デジタルイベント入力モジュール

ＤＣ２４Ｖ　電圧入力

８点

(a)デジタルイベント入力

ＤＩ－Ｂモジュール

（１）デジタル入力機能（ＤＩ－Ａモジュール）

【マルチメモリエリア切換機能】
　あらかじめメモリエリアに設定項目を記憶させておき

　ますと、本器デジタル入力を使用してメモリエリア番

　号を切り換えることにより、容易に設定変更を行うこ

　とができます。

【制御開始／停止切換機能】
　外部接点を利用して、制御の開始／停止切換の操作

　が可能です。

【警報インターロック解除入力機能】
　警報がインターロックされているとき、外部接点を

　利用してインターロック状態を解除させることがで

　きます。

１

２

４

エリア選択端子

メモリエリア

切換入力端子

解除入力端子

１
＋－

設定入力端子

ＢＣＤコード

２

３

４

５

６

７

８

ＳＥＴ

＋－

ＤＩ－Ａモジュール

制御の開始／停止

警報インターロック

ＤＣ２４Ｖ

ＤＣ２４Ｖ

デジタル入力の９番端子と，

１０番端子は未使用端子と

なります。

ＤＩモジュールは、ＤＣ２４Ｖ

の外部電源が必要となります。

接点を閉じてから本器の動

作が実際に切り換わるまで、

使用するコントロールユ

ニットのチャネル数によ

り若干の時間を要します。

シーケンサ等と連動させて

使用する場合は注意してく

ださい。

R

R

R

R

！

機　能
デジタル入力モジュール



　　　〈１〉
温度設定値（ＳＶ）
制御定数（Ｐ，Ｉ，Ｄ…）
警報設定値…

〈８〉

マルチメモリエリア

エリア番号に相当する端子を選択したあとは、

５番端子（メモリエリア選択入力）を閉じてエリアを確定します。

（接点閉：開始、接点開：停止）

（接点閉：解除）

×：接点閉

－：接点開

１

２

３

４

５

６

７

８

　－　－　－

×　－　－

－　×　－

×　×　－

－　－　×

×　－　×

－　×　×

×　×　×

１
エリアＮｏ．

ＢＣＤ　コード

メモリエリア設定入力端子の

無いタイプも製作可能です。

注文時に特注番号Ｚ－１８６を、

連結するＰＣＰモジュールに

指定してください。

２ ４

制御の開始／停止切換入力

警報インターロック解除入力

制御の開始／停止切換

警報インターロック解除マルチメモリエリア切換

【論理入力機能】
　４点単位でイベント入力を論理で組み、イベント入力モジュール１台あたり最大８種類についての論理結果

　（論理出力）を、通信上でモニタリング、またはイベント出力モジュールから出力できます。

　イベント入力モジュールの入力を、イベント出力モジュールのあるチャネルに割り付けて出力も可能です。

外部接点入力

オペレーションパネルに表示

させる文字等はあらかじめ

画面作成ツールにて作成して

おきます。

ＤＩ－Ｂモジュール

　外部からの接点を利用してオペレーションパネルにあらかじめ設定しておいたメッセージの表示が可能です。

論理入力１．１

（２）デジタルイベント入力機能（ＤＩ－Ｂモジュール）

論理入力１．２

論理入力１．３

論理入力１．４

入力反転選択

論理出力１
遅延
タイマ

論理入力８．１

論理入力８．２

論理入力８．３

論理入力８．４

入力反転選択

論理出力８
遅延
タイマ

論理回路種類

論理回路種類

　・それぞれの論理入力に、デジタルイベント入力モジュールのチャネル番号を割り付けます。

　・論理出力を再度別の論理部の入力に割り付けることもできます。

ＰＣＰモジュール

・
・
・
・
・

デジタル入力

・
・
・
・
・
・

（論理部１）

（論理部８）

論理出力モニタ

デジタル入力モニタ

他のイベント入力

イベント出力モジュール

外部通信

モジュール情報

イベント入力モジュール

論理入力最大３２点

８点

加工終
了

機　能
デジタル入力モジュール



導入例

デジタル入力モジュール（ＤＩ－Ａ）

ＤＩ－Ａモジュール１台

エリア切換機（別売）

制
御
開
始
／
停
止

警
報
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
解
除

ＤＩ－Ａモジュールを接続することにより、

コントローラのメモリエリアの変更、制御

開始／停止、警報インターロックの解除が

可能となり、外部機器と連動させることが

可能。

（または外部スイッチ、

　シーケンサの出力を利用）

接点を閉じてから本器の動

作が実際に切り換わるまで、

使用するコントロールユ

ニットのチャネル数によ

り若干の時間を要します。

シーケンサ等と連動させて

使用する場合は注意してく

ださい。

ＤＣ２４Ｖ

デジタル入力モジュール（ＤＩ－Ｂ）

各装置Ａ～Ｅがあり、それぞれ装置ごとの異常および装置全体（ライン）の異常について検知するために、

各装置ごとのＦＡＩＬ、ＡＬＭ、ＥＲＲＯＲの各デジタル出力をそれぞれのイベント入力モジュールに入力

させ、これらの論理出力（通信データ）によりオペレーションパネルまたは外部機器を操作する。

また、イベント出力モジュール（ＤＯ－Ｃ）を利用して、異常表示用モニタやシーケンサ等を操作することも可能。

ＤＩ－Ｂモジュール

異常表示用モニタ

オペレーションパネル

ＤＯ－Ｃモジュール

FAIL
ALMERROR

DI1 ～ DI15 ： イベント入力モジュールのチャネル番号

L1_1～L7_4 ： 論理入力

L_OUT 1～ 7： 論理出力

L1_1　(DI1 装置Ａの ALM)
L1_2　(DI2 装置Ａの FAIL)
L1_3　(DI3 装置Ａの ERROR)
L1_4  ( なし )

L_OUT 1　(装置Ａの異常)

L2_1　(DI4 装置Ｂの ALM)
L2_2　(DI5 装置Ｂの FAIL)
L2_3　(DI6 装置Ｂの ERROR)
L2_4  ( なし )

L_OUT 2　(装置Ｂの異常)

L3_1　(DI7 装置Ｃの ALM)
L3_2　(DI8 装置Ｃの FAIL)
L3_3　(DI9 装置Ｃの ERROR)
L3_4  ( なし )

L_OUT 3　(装置Ｃの異常)

L4_1　(DI10 装置Ｄの ALM)
L4_2　(DI11 装置Ｄの FAIL)
L4_3　(DI12 装置Ｄの ERROR)
L4_4  ( なし )

L_OUT 4　(装置Ｄの異常)

L5_1　(DI13 装置Ｅの ALM)
L5_2　(DI14 装置Ｅの FAIL)
L5_3　(DI15 装置Ｅの ERROR)
L5_4  ( なし )

L_OUT 5　(装置Ｅの異常)

L6_1　(L_OUT 1 装置Ａの異常)
L6_2　(L_OUT 2 装置Ｂの異常)
L6_3　(L_OUT 3 装置Ｃの異常)
L6_4  (L_OUT 4 装置Ｄの異常)

L_OUT 6　(装置Ａ～Ｄの異常)

L7_1　(L_OUT 5 装置Ｅの異常)
L7_2　(L_OUT 6 装置Ａ～Ｄの異常)
L7_3　( なし )
L7_4  ( なし )

L_OUT 7　(装置Ａ～Ｅの異常)

装置Ａ 装置Ｂ 装置Ｃ 装置Ｄ 装置Ｅ

……

オペレーションパネルに表示さ

せる文字等はあらかじめ画面作

成ツールにて作成しておきます。

シーケンサ

外部機器へ

機　能
デジタル入力モジュール



3.5  デジタル出力モジュール

●機能紹介 （１）デジタル出力機能

　　　　　　各種警報出力機能

（２）イベント出力機能

　　　　　　拡張警報機能

　　　　　　状態出力機能

　　　　　　データ比較出力機能

デジタル入力モジュールは、各種警報についてチャネル別に出力させるとき、イベント出力として装置を制御させる場合に使用します。

■モジュール構成
モジュール名称 デジタル出力モジュール

モジュール型名 ＤＯ－Ａモジュール

出力仕様

出力点数 ８点

(a)リレー接点出力
（４点／１コモン）

(b)オープンコレクタ出力

（全点共通コモン）

(注文時指定 )

機　能

（警報出力機能）

デ
ジ
タ
ル
出
力

４点

ＤＯ－Ｂモジュール

リレー接点出力

（全点独立コモン）

a接点×４

(a)温度警報出力（第一警報、第二警報）

(b)ＡＩ警報出力（第一警報、第二警報）

(c)ヒータ断線警報出力

(d)バーンアウト警報出力

(e)ループ断線警報出力（いずれか選択）

モジュール名称 デジタルイベント出力モジュール

モジュール型名 ＤＯ－Ｃモジュール

出力仕様

出力点数 ８点

(a)オープンコレクタ出力（全点共通コモン）

デ
ジ
タ
ル
出
力

機
能
（
イ
ベ
ン
ト
出
力
機
能
）

(a)温度警報出力（第一警報、第二警報）

(b)設定値（ＳＶ値）警報出力

(c)ＡＩ警報出力（第一警報、第二警報）

(d)ＴＩ警報出力（第一警報、第二警報）

拡張警報出力機能

(a)温度警報状態出力（第一警報、第二警報）

(b)ＡＩ警報状態出力（第一警報、第二警報）

(c)ヒータ断線警報状態出力

(d)バーンアウト警報状態出力

(e)ループ断線警報状態出力

(f)ＰＩＤ／ＡＴ状態出力

(g)ＴＩ警報状態出力（第一警報、第二警報）

(h)ＴＩバーンアウト警報状態出力

(I)イベントＤＩ論理出力

状態出力機能

データ比較出力機能 (a)温度制御における

　　　ＰＶとＰＶの比較

　　　ＳＶとＳＶの比較

(b)ＴＩにおける

　　　ＰＶとＰＶの比較

(c)ＡＩにおける

　　　ＰＶとＰＶの比較

ＤＯ－Ｄモジュール

オープンコレクタ出力
（コネクタ式）

VCC：2点（8点／コモン）

GND：2点（8点／コモン）

16点

R

R

R

R

機　能
デジタル出力モジュール



【各種警報出力機能】

　●温度警報出力（ＴＩＯモジュール測定値に対する警報）
　　　ＴＩＯモジュールの測定値（ＰＶ）が警報設定範囲内のとき、測定値警報が出力します。

　　　測定値警報出力は、チャネル毎に第一警報および第二警報を出力します。

　●ＡＩ警報出力（ＡＩモジュール測定値に対する警報）
　　　ＡＩモジュールの測定値（ＰＶ）が警報設定範囲内のとき、測定値警報が出力します。

　　　ＡＩ警報出力は、チャネル毎に第一警報および第二警報を出力します。

　●ヒータ断線警報（ＨＢＡ）出力
　　　電流検出器入力で検出したヒータ電流が、ヒータ断線警報設定範囲内の時、ヒータ断線警報として

　　　出力します。ヒータ断線警報出力は、チャネル毎に出力します。

　●バーンアウト（ＢＯ）警報出力
　　　入力（センサ）が断線したとき、または入力値が入力スケーリング範囲を大きく超えたとき、警報

　　　として出力します。バーンアウト警報出力は、チャネル毎に出力します。

　●ループ断線警報（ＬＢＡ）出力
　　　制御ループ内に異常が発生した場合に警報として出力します。ループ断線警報出力は、チャネル毎に

　　　出力します。

各チャネル・各警報独立出力

ＤＯモジュール

（１）デジタル警報出力機能（ＤＯ－Ａ・Ｂモジュール）

ＣＴ

ヒータ

断線 断線ヒータ

操作器

センサ 断線

センサ 断線

温度異常

ＴＩＯ測定値警報

ＡＩモジュール入力値異常

ＡＩ警報

ヒータ断線警報 バーンアウト警報 ループ断線警報

ループ断線警報機能は、

制御ループの中での異常

を判断しますが、異常箇

所について限定すること

はできません。発生時は

順次、制御系各部の確認

を行ってください。

機　能
デジタル出力モジュール



　　　　　　　

オープンコレクタ出力

タイプは外部電源

（ＤＣ２４Ｖ）が必要と

なります。

◆出力のタイプ

リレー接点出力タイプには、１モジュールあたり８点出力タイプ（４チャネル／１コモン）と、

４チャネルタイプ（全チャネル独立コモン）の２種類があります。コモンラインが存在すると

不都合な場合は４チャネルタイプを選定してください。　オープンコレクタ出力タイプは

全チャネル共通コモン8点出力(DO-A)、8点共通コモン出力×2の16点出力(DO-D)となります。

　

　

　

４チャネル／１コモン

８点出力タイプ

ＤＯ－Ａ－Ｍ

全チャネル独立コモン

４点出力タイプ

ＤＯ－Ｂ－Ｍ

８チャネルコモン×２

１６点出力タイプ

（コネクタ式）

ＤＯ－Ｄ－Ｄ
リレー接点出力タイプ

オープンコレクタ出力タイプ

DC24V

◆警報出力形態

各種の警報出力は、ＤＯモジュール出力端子部を４チャネル単位（DO-A/B）８チャネル単位（DO-D）で、　

それぞれの警報種類別にブロック分けして出力されます。また出力する警報の種類は、ブロックごとに

自由に割り付けることができます。

温度警報

ＡＩ警報

ヒータ断線警報

バーンアウト警報

ループ断線警報

ＤＯ－Ａ ＤＯ－Ｂ

温度警報

CH1～4

ヒータ断線警報

CH1～4

温度警報

CH5～8

LBA警報

CH1～4

AI警報

CH1～4

温度警報

CH9～12

各ブロックに警報の種類を割り付けます

（割付設定例）

警報出力の対象となるＴＩＯ、ＡＩモジュールの

チャネル番号は、左端のＤＯモジュールから順番

に割り付けられたブロックの端子上部から自動的

に決定されます。

ＤＯモジュール

全チャネルコモン

８点出力タイプ

ＤＯ－Ａ－Ｄ

DC24V DC24V

ＤＯ－Ｄ

４点

４点

４点 ８点８点

機　能
デジタル出力モジュール



ラダー通信仕様の PCP

モジュールに DO-Cモジュ

ールを接続することはでき

ません。

　イベント出力機能は、従来の温度測定値警報、ＡＩ警報と異なる独自の警報出力や、ＴＩモジュールの温度警報、

　コントロールユニットの動作状態の出力、さらにある条件下にのみ出力する比較結果出力について、モジュール

　１台あたり最大８点まで出力が可能です。

　コントロールユニットの入力値や動作がある条件を満たしたときにデジタル出力が得られますので、シーケンサ

　等と組み合わせ、装置の制御を行う場合に便利です。

　【拡張警報出力機能】
　　　拡張警報は、従来の温度・プロセス測定値やＡＩ警報と同じ項目で、これらとは別の独自の警報設定出力と

　　　なります。よって、警報の設定値については従来の警報とは別に専用の警報出力を設けることができます。

　　　また、設定値（ＳＶ）に対する警報やＴＩモジュールで発生した警報についても出力が可能です。

　　　警報の種類、動作等については、従来の警報と同様です。

（２）イベント出力機能（ＤＯ－Ｃモジュール）

温度測定値警報

（ＴＩＯモジュールで発生した温度警報）

ＡＩ警報

（ＡＩモジュールで発生した警報）

ＴＩ警報

（ＴＩモジュールで発生した温度警報）

偏差 上限

下限

上下限

範囲内

入力値 上限
下限

設定値 上限
下限

入力値 上限
下限

入力値 上限
下限

・設定範囲：入力レンジ範囲内

・警報遅延タイマ設定：0から255回（0.5秒／回）

・警報動作すき間設定：入力レンジの0.00～10.00％

【状態出力機能】
　　　拡張警報以外の、従来の警報出力の状態出力にくわえ、コントロールユニットの動作状態について出力

　　　する機能です。

温度制御状態

（ＴＩＯモジュール）

ＡＩ状態

（ＡＩモジュール）

ALM1

ALM2

バーンアウト

ヒータ断線

ループ断線

PID／AT

ALM1

ALM2

ＴＩ状態

（ＴＩモジュール）

ALM1

ALM2

DO-A／Bモジュールから出

力される従来の警報出力と

は別の警報出力となります。

また、従来の警報出力を

DO-Cモジュールから

出力できません。

TIモジュールに関連する警

報は DO-Cモジュールのみ

出力が可能です。

警報動作すき間と遅延タイ

マについては共通設定とな

ります。

！

！

！

！

機　能
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【データ比較出力機能】

　ＴＩＯモジュールにおける制御設定値（ＳＶ）と測定値（ＰＶ）、ＴＩモジュールにおける測定値（ＰＶ）および

　ＡＩ（アナログ入力）測定値について、同じグループ内の内容について、比較した結果を出力する機能です。

ＴＩＯ（制御入出力）　　　　　　　        ＳＶとＳＶの比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　        ＰＶとＰＶの比較

ＴＩ　（温度入力）　　　　　　　　          ＰＶとＰＶの比較

ＡＩ（アナログ入力）　　　　　　　         ＰＶとＰＶの比較

●出力と比較の関係

（データ①）－（データ②）≦０の時、出力ＯＮ

　
つまり、

　　もし（データ①）より（データ②）が小さければ出力はＯＦＦ

　　もし（データ①）より（データ②）が大きければもしくは等しければ出力はＯＮ

　比較する対象をＰＶまたはＳＶのどちらにするかを機能選択設定で指定し、比較するチャネル番号を

データ①、データ②それぞれに指定します。（次頁イベント出力機能表参照）

・比較時の動作すきま設定が可能です

　　　　　　　　　　設定範囲：入力レンジの０．００～１０．００％

ＡＩ（アナログ入力）、ＴＩ

（温度入力）については

設定値（ＳＶ）を持たない

ため、測定値（ＰＶ）

のみの比較となります。

比較時の動作すきま

設定については、

全チャネル共通設定

となります。

　◎ＤＯ－Ｃモジュールの出力端子形態は、ＤＯ－Ａモジュールと同様に、１モジュールあたり８点（全点共通コモン）

のオープンコレクタ出力となります。

!

機　能
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モード設定対応ＣＨ設定
機能選択設定

　　　　　機能名称

温度偏差警報 ０：上限１～２０ＣＨ

１：下限

２：上下限

３：範囲内

４：上限　（待機有り）

５：下限　（待機有り）

６：上下限（待機有り）

７：範囲内

８：上限　（再待機有り）

９：下限　（再待機有り）

１０：上下限（再待機有り）

温度入力値警報 １～２０ＣＨ ０：上限

１：下限

２：上限　（待機有り）

３：下限　（待機有り）

温度設定値警報 １～２０ＣＨ

１～２０ＣＨ

１～２０ＣＨ

０：上限

１：下限

ＡＩ入力値警報 ０：上限１～４０ＣＨ

１：下限

２：上限　（待機有り）

３：下限　（待機有り）

ＴＩ入力値警報 ０：上限１～４０ＣＨ

１～４０ＣＨ

１～４０ＣＨ

１～２０ＣＨ

１～２０ＣＨ

１～４０ＣＨ

１～４０ＣＨ

１：下限

２：上限　（待機有り）

３：下限　（待機有り）

対応ＣＨ設定機能選択設定 モード設定　

機能名称 （データ①設定） （データ②設定）※

温度測定値比較

温度設定値比較

ＡＩ測定値比較

ＴＩ測定値比較

対応ＣＨ設定
機能選択設定 モード設定

　　　　　機能名称

無し（マニュアルモード）

温度警報１(ＡＬＭ１)状態 １～２０ＣＨ

－ －

－

－

０

１

２

３

４

５

６

７

８

１７

１８

１９

２２

１０

１１

１２

１３

２０

１４

１５

１６

２１

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－温度警報２(ＡＬＭ２)状態

AI温度警報１(ＡＬＭ１)状態

AI温度警報２(ＡＬＭ２)状態

１～２０ＣＨ

１～２０ＣＨ

１～２０ＣＨ

１～４０ＣＨ

１～４０ＣＨ

１～４０ＣＨ

１～４０ＣＨ

１～４０ＣＨ

１～２０ＣＨ

１～８ＣＨ

１ＣＨ

バーンアウト状態

ヒータ断線状態

ループ断線状態

AI温度警報１(ＡＬＭ２)状態

AI温度警報１(ＡＬＭ１)状態

PID/AT切換

ＴＩバーンアウト状態

イベントＤＩ論理出力状態

　　　

■イベント出力機能表

（拡張警報出力機能）

（状態出力機能）

（データ比較出力機能）

警報動作すきまと警報遅延

タイマについては共通設定

となります。

※比較するチャネル番号の設定となります

比較時の動作すきま設定

については、全チャネル

共通設定となります。

機　能
デジタル出力モジュール



８点温度制御

ＴＩＯ－Ｂモジュール４台

各
チ
ャ
ネ
ル
独
立
上
限
警
報

各
チ
ャ
ネ
ル
独
立
ル
ー
プ
断
線
警
報

ＤＯ－Ａモジュール２台

ＴＩＯ－Ｂモジュール４台を使用した８点の制御システムの場合、

オープンコレクタ出力タイプのＤＯ－Ａモジュール２台追加して、

各チャネル独立に温度警報とループ断線警報を出力可能。

（デジタル出力モジュール（ＤＯ－Ａモジュールの場合）

導入例

（オープンコレクタ出力タイプ）

機　能
デジタル出力モジュール



導入例

恒温槽の制御を行う場合、温度に限定した場合、制御を行う条件は、温度設定値・乾球モニタ・湿球モニタがそれぞれ０～１００℃、

かつ乾球≧湿球であり、この時初めて加湿ヒータが制御される。

これらの条件をイベント出力としてシーケンサに入力し、恒温槽の加湿ヒータの有効／無効を切り換える。

ＤＯ－Ｃモジュール

イベント出力

恒温恒湿室

Ｅ
Ｖ
Ｅ
１

Ｅ
Ｖ
Ｅ
２

Ｅ
Ｖ
Ｅ
３

Ｅ
Ｖ
Ｅ
４

Ｅ
Ｖ
Ｅ
５

Ｅ
Ｖ
Ｅ
６

Ｅ
Ｖ
Ｅ
７

ＳＶ値下限警報

ＰＶ値下限警報

ＰＶ値下限警報 ＰＶ値上限警報

ＰＶ値上限警報

ＳＶ値上限警報

温度設定値

乾球モニタ

湿球モニタ

ＥＶＥ１ ＥＶＥ２

ＥＶＥ４

ＥＶＥ６ＥＶＥ５

ＥＶＥ３

ＰＶ値データ比較 ＥＶＥ７：乾球≧湿球　

加湿ヒータ制御　有効／無効

シーケンサ

（イベント出力用デジタル出力モジュール（ＤＯ－Ｃモジュールの場合）

機　能
デジタル出力モジュール



3.6　アナログ入力モジュール

●機能紹介 （１）アナログ入力機能

　　　　　　警報機能

　　　　　　スケーリング機能

　　　　　　キャリブレーション機能

アナログ入力モジュールは、外部からのアナログ信号（電流／電圧連続信号）を利用して、測定値、電流値等、

生産ラインのモニタとして使用します。

また、アナログ出力モジュールと組み合わせ、モータ回転数のオープンループ制御等に使用できます。

■モジュール構成

モジュール名称 アナログ入力モジュール

モジュール型名 ＡＩ－Ａモジュール

入力仕様

入力点数 ４点（チャネル間非絶縁）

(a)ＡＩ警報（第１警報，第２警報）

(b)ＡＩキャリブレーション機能

(c)スケーリング機能

機　能

ア
ナ
ロ
グ
入
力

(a)直流電圧連続入力

　　ＤＣ　０～　１０ｍＶ　　　　ＤＣ　－１０～＋１０ｍＶ

　　ＤＣ　０～　１００ｍＶ　　　ＤＣ  －１００～＋１００ｍＶ

　　ＤＣ　０～　１Ｖ　　　　　　 ＤＣ  －１～＋１Ｖ

　　ＤＣ　０～　５Ｖ　　　　　　 ＤＣ  １～　５Ｖ

　　ＤＣ  －５～＋５Ｖ

　　ＤＣ  ０～　１０Ｖ　　　　　 ＤＣ　－１０～＋１０Ｖ

(b)直流電流入力

　　ＤＣ  ０～２０ｍＡ　　　　　 ＤＣ４～２０ｍＡ

（注文時指定）

入力分解能 １／１００００

ＡＩ－Ｂモジュール

２点（チャネル間絶縁）

R

R

R

R

機　能
アナログ入力モジュール



（１）アナログ入力機能

【ＡＩ警報機能】
　ＡＩモジュールにより取り込んだ入力値に対して、１チャネルあたり２種類の警報（第１警報，第２警報）が

　コントローラ内部通信上にて標準で搭載されています。

　警報の種類は以下の内容となります。

　　・上限入力値ＡＩ警報　　・下限入力値ＡＩ警報

　　※ＡＩ警報出力は、以下のモジュールから出力できます。

　　　（チャネル別ＡＩ警報出力）　　　　　　　

　　　　デジタル出力モジュール

　　　（ＡＩ警報共通出力）

　　　　電源／ＣＰＵモジュールのデジタル出力部

ＡＩ警報は、ＴＩＯモジュール

に搭載されている温度測定値

警報とは別の項目となります。

ＡＩ警報領域

ＡＩ警報設定値

高

低
（上限入力値ＡＩ警報）

ＡＩモジュール入力値

ＡＩ警報発生

【スケーリング機能】
　ＡＩモジュールにより取り込んだ入力値に対し、表示の範囲指定（スケーリング）を決めることができます。

　様々な機器からの出力信号を、好みのスケールにて表示可能です。

【入力キャリブレーション機能】
　ＡＩモジュールにより取り込んだ入力値が、検出器等の誤差により実際の数値と異なる場合、ゼロ点及び、

　フルスケール点にて強制的に表示を補正（キャリブレーション）することにより、実際の数値と表示を一致

　させる機能です。

　シャント抵抗や、カレントトランス等の検出器、装置の外部出力信号等に「ずれ」がある場合に使用します。

ＡＩ入力レベル

表
示
値

希望する表示

実際の表示

0

1000

実際の表示

希望する表示最小 最大

rpm.

rpm.

最小 最大

6rpm. 985rpm.

最小 最大

0rpm. 1000rpm.

（例）モータ回転数の表示

キャリブレーション実施キャリブレーション実施

!

機　能
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導入例

シーケンサまたは

ラインコントローラ

デジタル入出力

アナログ信号 アナログ信号 アナログ信号

生産ライン

ラインコンピュータ

上位コンピュータ

現存のシステムのラインコントローラまたはシーケンサに、ＡＩモジュールにて構成したSR Mini HG

コントロールユニットのアナログ入力データを通信にて割り込ませることにより、低コストにてアナログ

信号の総合監視が可能。（シーケンサとリンクさせるためのプログラムが必要となります）

生産ラインもしくは工場各部における
アナログ信号の総合監視

………

………
各部
電源電圧値等

●アナログ出力モジュールとアナログ入力モジュールの組み合わせ例

ＡＯモジュール
ＡＯモジュールよりモータドライバへ

ある回転数に相当する電圧信号を入力

する。モータドライバからの外部出力

信号をＡＩモジュールに入力し回転数

をモニタする。

実際の回転数を確認しながら、回転数

の設定が可能。

ＡＩモジュール

回転数設定 (0～10V等)

(0～10V等)モータ回転数

ＡＯ設定値

ＡＩモニタ

オペレーションパネル

または

コンピュータへ

通
信

機　能
アナログ入力モジュール

MITSUBISHI MITSUBISHIMITSUBISHI



3.7  アナログ出力モジュール

●機能紹介 （１）アナログ出力機能

　　　　　　ＡＯ表示スケーリング機能

　　　　　　出力キャリブレーション機能

　　　　　　ズーム機能

　　　　　　出力変化率リミッタ機能

アナログ出力モジュールは、コントロールユニットの測定値、設定値等に対応したアナログ信号を出力し、

生産ライン状態の記録、外部機器へのリモート設定等に使用できます。

また、アナログ入力モジュールと組み合わせ、モータ回転数のオープンループ制御等に使用できます。

■モジュール構成

モジュール名称 アナログ出力モジュール

モジュール型名 ＡＯ－Ａモジュール

出力仕様

出力点数 ２点（チャネル間絶縁）

機　能

ア
ナ
ロ
グ
出
力

(a)直流電圧連続出力
　　ＤＣ　０～１Ｖ　　　　　　ＤＣ　０～５Ｖ
　　ＤＣ　１～５Ｖ　　　　　　ＤＣ ０～１０Ｖ

(b)直流電流入力
　　ＤＣ　０～２０ｍＡ　　　　ＤＣ４～２０ｍＡ

（注文時指定）

(a)スケーリング機能

(b)ＡＯ表示スケーリング機能

(c)出力キャリブレーション機能

(d)ズーム機能

(e)出力変化率リミッタ機能

出力分解能 １２ビット以上

ＡＯ－Ｂモジュール

４点（チャネル間非絶縁）

R

R

R

R

機　能
アナログ出力モジュール



（１）アナログ出力機能

【ＡＯ表示スケーリング機能】
　ＡＯモジュールから出力されるアナログ出力を表示上で１～５Ｖや４～２０ｍＡ等に合わせることができます。

　例えば、４～２０ｍＡ出力仕様のＡＯモジュールを使用していて、画面表示は０～４００（℃）としたい場合、

　　　　ＡＯ表示スケール上限：４００

　　　　ＡＯ表示スケール下限：　　０

　と設定することにより、４ｍＡ出力時に０（℃）、２０ｍＡ出力時に４００（℃）と表示されます。

ゼロ点補正をかけると、フル

スケール側についても同量に

補正がかかります。

フルスケール補正については

フルスケール側のみ補正され

ます。

【ズーム機能】
　出力する対象データに対して、上限・下限側にそれぞれ０～１００％の範囲で設定できます。

　例えば、温度０～４００（℃）の測定値に対して

　　上限ズーム＝５０％

　　下限ズーム＝４０％

　とした時、１６０（℃）～２００（℃）間で０～１００％の出力となります。

【出力変化率リミッタ機能】
　アナログ出力の出力変化に対して遅延を行います。

【出力キャリブレーション機能】

　ＡＯモジュールの出力値に対して、外部接続機器の実際の動作等にずれが発生してしまう場合、ＡＯ表示はその

　ままに、ＡＯモジュールの出力信号をゼロ点および、フルスケール点にて強制的に補正してしまう機能です。

　例えば、１～５Ｖ出力仕様のＡＯモジュールを使用してモータの回転を設定したいときに、実際の回転数がＡＯ

　モジュールの出力値に対して０．１Ｖ低い電圧にて回転してしまう場合、ゼロ点に＋２．５％の補正を行うと、

　ＡＯモジュールの出力が１．１～５．１Ｖの出力値に補正され、実際のモータ回転数とＡＯ表示を一致させるこ

　とができます。

　ＡＯモジュールは、コントロールユニットに関する各種信号をアナログ信号として出力させることができます。

　　（出力可能な項目）

温度測定値

温度設定値

温度偏差値

加熱制御出力値

冷却制御出力値

ＡＩモジュール入力値

ＴＩモジュール入力値

ＴＩＯ－Ｋモジュール開度入力

１～２０ＣＨ

１～２０ＣＨ

１～２０ＣＨ

１～２０ＣＨ

１～２０ＣＨ

１～４０ＣＨ

１～４０ＣＨ

１～１０ＣＨ

温度偏差値：
　温度設定値と温度測定値の偏差

コントロールユニット単位

で出力が可能となります。

マルチドロップ接続時、他

のコントロールユニットの

各項目を出力させることは

できません。

！

機　能
アナログ出力モジュール



導入例

記録計

ＡＯモジュール

０～５Ｖ等

測定値出力仕様に設定したＡＯモジュールを接続し、

全チャネルの測定値について記録計に入力する。

（図例は、８チャネルシステムのため、ＡＯモジュールを２台接続）

測定値出力

●アナログ出力モジュールとアナログ入力モジュールの組み合わせ例

ＡＯモジュール
ＡＯモジュールよりモータドライバへ

ある回転数に相当する電圧信号を入力

する。モータドライバからの外部出力

信号をＡＩモジュールに入力し回転数

をモニタする。

実際の回転数を確認しながら、回転数

の設定が可能。

ＡＩモジュール

回転数設定(0～10V等)

モータ回転数(0～10V等)

ＡＯ設定値

ＡＩモニタ

オペレーションパネル

または

コンピュータへ

通
信

機　能
アナログ出力モジュール



3.8  電流検出器入力モジュール

●機能紹介
（１）電流検出器入力機能

　　　　　　ヒータ断線警報機能

電流検出器入力モジュールは、ＴＩＯモジュールを組み合わせることにより、電流検出器（ＣＴ）を使用して、

ヒータ断線の有無を検知するモジュールです。

電流検出器を複数組み合わせることにより、単相ヒータ、三相ヒータのどちらでも使用可能です。

■モジュール構成

モジュール名称 電流検出器入力モジュール

モジュール型名 ＣＴ－Ａモジュール

入力仕様

入力点数 ６点（２点／コモン）

ヒータ断線警報用電流検出検出入力機　能

電
流
検
出
器
入
力

電流検出器（ＣＴ）：別売り

(a)ＣＴＬ－６Ｐ－Ｎ（０～３０Ａ用）

(b)ＣＴＬ－１２Ｓ－Ｓ５６－１０Ｌ－Ｎ（０～１００Ａ用）

（注文時指定）

R

R

機　能
電流検出器入力モジュール



（１）電流検出器入力機能

【ヒータ断線警報機能】
　ＴＩＯモジュールと組み合わせることにより、各チャネルにおけるヒータ断線の有無について検出できます。

ＴＩＯモジュールの制御出力が、

電流／電圧連続出力の場合は、

ヒータ断線警報機能を使用する

ことはできません。

ＣＴ

ヒータ断線

ＣＴモジュール

ヒータ電流の検出

ヒータ断線警報

ＴＩＯモジュール

単相結線ヒータ 三相結線ヒータ

ＣＴ

ＣＴ ＣＴ

電流検出器（ＣＴ）は、１台のＣＴモジュールにつき６点まで入力することができ、それぞれに対応するＴＩＯ

モジュールのチャネルを自由に割り付けることができます。

また、指定するチャネル番号は、重複して割り付けることができますので、電流検出器（ＣＴ）を複数組み合わせ

ることにより、三相結線ヒータ等にも対応が可能です。

機　能
電流検出器入力モジュール



導入例

機　能
電流検出器入力モジュール

ＣＴモジュール

ヒータ電流の検出

ＴＩＯモジュール

三相結線ヒータ

ＣＴ

各ヒータへ

単相結線ヒータ

三相結線ヒータの場合２個以上、単相結線ヒータの場合１個のＣＴをヒータラインに設け、それぞれのＣＴをゾーン

（チャネル）ごとに割り付ける。

（上図例ではＣＴモジュールの５入力分は不使用となります）

１チャネル ２チャネル ３チャネル ４チャネル ５チャネル ６チャネル ７チャネル ８チャネル

左図例では、各チャネルごとに

ヒータ断線警報を出力として取

り出すことはできません。

必要な場合は、ＤＯモジュール

を増設します。

ただし、内部通信上においては

モニタすることができます。

ヒータ断線
総合警報出力



3.9　温度入力モジュール

●機能紹介 （１）温度入力機能
　　　　　　温度警報機能

温度入力モジュールは、熱電対または測温抵抗体のセンサ入力をモニタリングするためのモジュールです。

２点の警報を標準で装備しておりますので、ＰＣＰモジュールのデジタル出力、またはイベントＤＯモジュールを

利用して警報出力が可能です。

■モジュール構成

モジュール名称 温度入力モジュール

モジュール型名 ＴＩ－Ａモジュール

入力仕様 測温抵抗体入力

ＴＩ警報（第１、第２警報）機　能

温
度
入
力

ＴＩ－Ｂモジュール

熱電対入力

入力点数 ４点（チャネル間非絶縁） ２点（チャネル間絶縁）

入力種類／レンジ ＴＩＯモジュールと共通

サンプリング周期 ０．５秒 ０．１秒

測定精度 ±０.１％ of スパン±１digit±０.３％ of スパン±１digit

，測温抵抗体入力

ＴＩ－Ｃモジュール

熱電対入力

４点（チャネル間絶縁）

０．５秒

±０.３％ of スパン±１digit

R

R

機　能
温度入力モジュール



（１）温度入力機能

【ＴＩ警報機能】
　ＴＩモジュールにより取り込んだ入力値に対して、１チャネルあたり２種類の警報（第１警報，第２警報）が

　コントローラ内部通信上にて標準で搭載されています。

　警報の種類は以下の内容となります。

　　・上限入力値ＴＩ警報　　　　 　・下限入力値ＴＩ警報

　　・待機付上限入力値ＴＩ警報　・待機付下限入力値ＴＩ警報

　　※ＴＩ警報出力は、以下のモジュールから出力可能です。

　　　（チャネル別ＴＩ警報出力）　　　　　　　

　　　　イベントデジタル出力モジュール（ＤＯ－Ｃモジュール）

　　　

　　　（ＴＩ警報共通出力）

　　　　電源／ＣＰＵモジュールのデジタル出力部

　　　　

ＴＩ警報は、ＴＩＯモジュール

に搭載されている温度測定値

警報とは別の項目となります。

ＴＩ警報領域

ＴＩ警報設定値

高

低
（上限入力値ＴＩ警報）

ＴＩモジュール入力値

ＴＩ警報発生

機　能
温度入力モジュール



導入例

シーケンサまたは

ラインコントローラ

デジタル入出力

温度センサ 温度センサ 温度センサ

生産ライン

ラインコンピュータ

上位コンピュータ

現存のシステムのラインコントローラまたはシーケンサに、ＴＩモジュールにて構成したSR Mini HG

コントロールユニットの温度入力データを通信にて割り込ませることにより、低コストにて温度信号の

総合監視が可能。（シーケンサとリンクさせるためのプログラムが必要となります）

生産ラインもしくは工場各部における
温度入力信号の総合監視

………

………

機　能
温度入力モジュール



3.10　通信アクセサリモジュール

●機能紹介 （１）通信レベル変換機能

通信アクセサリモジュールには、ＲＳ－２３２ＣとＲＳ－４２２Ａ・ＲＳ－４８５の通信レベルを変換する

ＣＯＭモジュールを用意しております。SR Mini SYSTEMに限らず、一般的な通信レベル変換器として

使用できます。

ＡＣ１００～２４０Ｖのフリー電源、また、電源端子部はヨーロピアン端子を採用し、配線作業の手間を省きました。

■モジュール構成

モジュール名称 通信レベル変換モジュール

モジュール型名 ＣＯＭ－Ａ

変換可能通信レベル

ＲＳ－２３２Ｃ←→

　　　ＲＳ－４２２Ａ変換

ＲＳ－４２２Ａ：

　　　４線式半２重方式

ＣＯＭモジュール　　　

ＲＳ－２３２Ｃ←→

　　　ＲＳ－４８５変換

ＲＳ－４８５　：

　　　２線式半２重方式

ＣＯＭ－Ｂ

機　能
通信アクセサリモジュール



（１）通信レベル変換機能：ＣＯＭモジュール
　ホストコンピュータとコントロールユニット又はオペレーションパネルの通信仕様が異なる場合の信号変換を行います。

ホストコンピュータ

RS-232C

RS-422A

RS-422A

RS-422A

コントロールユニット

ＣＯＭ－Ａモジュール

オペレーションパネルとコン

トロールユニット間の通信レ

ベルは、ＲＳ－４２２Ａのみ

となります。

機　能
通信アクセサリモジュール



●モジュラーコネクタ信号内容

ＣＯＭモジュール

CS

未使用

RD

SG

SD

未使用

未使用

TA

TB

SG

RB

RA

CS

未使用

RD

SG

SD

未使用

未使用内
部
で
接
続
さ
れ
て
い
ま
す

T/R(A)

T/R(B)

SG

未使用

未使用

ＣＯＭ－Ａモジュール ＣＯＭ－Ｂモジュール

ＲＳ－２３２ＣＲＳ－２３２Ｃ

ＲＳ－４８５ＲＳ－４２２Ａ

COM.PORT1 COM.PORT1

COM.PORT2 COM.PORT2

機　能
通信アクセサリモジュール



3.11　画面作成ツール（パネルデザイナⅡ）

●機能紹介 （１）画面作成ツール
　　　　　　画面編集機能
　　　　　　編集画面データ転送機能

■画面作成ツール構成

ツール名称 パネルデザイナⅡ

ツール型名 RSL4

メディア

サイズ ３．５インチ

フ
ロ
ッ
ピ
ー
構
成

１．２Ｍ／１．４Ｍ

画面作成ツール（パネルデザイナⅡ）は、オペレーションパネル「ＯＰＣ－Ｈ」専用の表示画面のグラフィック、

キャラクタの編集機能を持ったツールです。

この画面作成ツールにより、画面の作成が、パソコン（ＰＣ－９８シリーズもしくはＤＯＳ／Ｖシリーズ）を使用し、

プログラムレスで容易に行えます。

　作成画面
　　　・表示画面
　　　　（文字表示、数字表示、グラフィック表示、テンキーパッド表示、グラフ表示　等）
　　　・タッチパネルのタッチスイッチ
　　　・プリンタ印字項目の設定等

取扱説明書

ＯＳ  Windows95/98/NT 4.0

種類 ＃１：システムファイル（ＰＣ－９８用）
＃２：システムファイル（ＤＯＳ／Ｖ用）
＃３：標準画面／パーツファイル（ＰＣ－９８用）
＃４：標準画面／パーツファイル（ＤＯＳ／Ｖ用）

パネルデザイナⅡ

機　能
画面作成ツール



　　●パーソナルコンピュータ　　

＊Windows95/98/NT4.0が快適に動作する環境のマシンを使用してください。

Intel486もしくはPentium または100%互換のプロセッサ

16MB以上のRAM　（32MB以上推奨）

　　●MS-DOSをご使用の場合、以下のデバイスドライバが必要です

　　　◎

　　　◎

　　　◎

15MB以上の空き容量のあるハードディスク　　　◎

解像度640×480以上のディスプレイ　（800×600以上推奨）　　　◎

NEC PC-9801/9021使用の場合

　　　　　・マウスドライバ（MS-DOS純正 MOUSE.SYS）　CONFIG.SYSに組み込みます。

　　　　　・EMSドライバ　（EMM386.EXE等）

　　　◎ DOS/Vパソコンを使用の場合

　　　　　・マウスドライバ（MOUSE.COM）

　　　　　・EMSドライバ　（EMM386.EXE等）

　　●プリンタ

　　　◎モノクロ印刷の場合

　　　　　・NEC 製　PCPR-201系

　　　　　・EPSON製　ESC/P24-J84対応機種

　　　　　　または互換機。

　　　◎カラー印刷の場合

　　　　　・NEC製　PCPR-201系

　　　　　・EPSON製　ESC/P24-J84C対応機種

　　　　　　または互換機。

　　●マウス

　　　必ず使用します。

DOS/Vマシンでシリアルバスマウスを使用の場合は、マウスポートを指定します。

※ PC-9801/9821シリーズは、

　日本電気株式会社（NEC）

　の登録商標です。

※ MS-DOSおよび
　

Windowsは、

　マイクロソフト社の登録商標　です。

※ Intel および Pentiumは
　　インテル社の登録商標　です。

使用機器とソフトウエア

機　能
画面作成ツール



（１）画面作成ツール作業手順
機動

新規編集 ファイルを開く

（PLC：シーケンサタイプ）ダイアログ （編集ファイル名指定）ダイアログ

三菱
OMRON
シャープ
日立
松下
横河
安川

新規ファイルオープン

GE
東芝
シーメンス
神鋼
サムソン
キーエ
LG

AnA/AnN/AnU

ＰＬＣタイプ 編集ファイル名を指定

C:¥PD2¥

□オンライン編集をする

OPCH　　　［三菱ＡｎＡ　　］：［97/05/21 13:21］
AAA       ［　　　　　　　］：［97/07/10 15:10］

<.>       ［　　　　　　　］：［97/07/08 10:04
］<..>      ［　　　　　　　］：［97/07/08 10:04
］

　　 ＰＬＣタイプ

　　 通信パラメータ

バッファリングエリア設定

その他の設定

ファンクションスイッチ設定

メモリ一括変更

帳票ページ作成

 PLC<－>SRMデータ転送設定

編集作業を開始

ファイル名を指定して（ファイルを開く）
ボタンをクリック

新規ファイルオープン

（システム設定）アイコン

各アイコンを使用して画面作成を行います

編集作業終了

（PLCタイプ）

（通信パラメータ）

（その他の設定）

（上書き保存） （名前を変えて保存）

「無題ファイル保存」の
（問い合わせ）ダイアログ

（いいえ） （はい）

（セーブするファイル名を指定）

C:¥PD2¥AAA

セーブするファイル名を指定

C:¥PD2¥

OPCH　　　［三菱ＡｎＡ　　］：［97/05/21 13:21］
AAA       ［　　　　　　　］：［97/07/10 15:10］
<.>       ［　　　　　　　］：［97/07/08 10:04］
<..>      ［　　　　　　　］：［97/07/08 10:04］

実　行 取　消ファイルコメント ..パスワード ..

（セーブするファイル名を指定）

（アプリケーションの終了）

（確認）ダイアログ （確認）ダイアログ

元の画面にもどる

保存して終了

（アプリケーションの終了）

「無題ファイル保存」の
（問い合わせ）ダイアログ

（上書き保存） （名前を変えて保存）

「上書き保存」の
（問い合わせ）ダイアログ

（いいえ） （はい）

（セーブするファイル名を指定）

（アプリケーションの終了）

（確認）ダイアログ （確認）ダイアログ

元の画面にもどる

保存して終了

（アプリケーションの終了）

問い合わせ

いいえは　い

［C：¥PD2¥AAA.PD2］に上書きしますか？?

問い合わせ

いいえは　い

?

確　認

確　認

ファイル書き込み完了

（いいえ）（はい）

保存して終了

新規ファイルの保存・終了の場合 既存ファイルの保存・終了の場合

「上書き保存」の
（問い合わせ）ダイアログ

（いいえ）（はい）

破棄して終了

ここで以下の項目を設定・確認

画面の作成が終了したら、専用ケーブルにてOPC-Hへ画面データを転送します。

i

確　認

確　認

ファイル書き込み完了i

C:¥PD2¥AAA

実　行 取　消

取　消

［無題］を保存しますか？

機　能
画面作成ツール



（２）画面作成ツールの機能

コンピュータの画面上にてOPC-H画面の編集を行います。表示色は１６色の中から選択できます。

（主な編集機能）

　◆作画機能

　　　・直線、矩形、円、文字列、ペイント等

　　　・パターン／タイル／外字編集等

　◆画面オーバーラップ（重ね合わせ）機能

　　　・ノーマル／コール／マルチオーバーラップ等

　◆スイッチ作成機能

　◆ランプ作成機能

　◆データ表示機能

　　　・数値／文字列／登録メッセージ表示作成等

　

　◆メッセージ作成機能

　　　・タッチパネル／シーケンサリレーによるメッセージ表示作成等

　◆文字・数値入力機能

　　　・タッチパネル上での文字・数値の入力

　　　・文字・数値テンキーパッドの表示作成等

　◆グラフ作成機能

　　　・バーグラフ／円グラフ／パネルメータ／トレンドグラフ表示作成等

　　　

　◆グラフィック表示機能

　　　・タッチパネル／シーケンサリレーによるグラフィック表示作成等

　

　◆サンプリング設定機能

　　　・トレンド／データ／ビット／リレーサンプリング

　◆マクロ設定機能

　◆カレンダ機能

　◆パーツ編集機能

　　　・オーバーラップ編集

　　　・スイッチ／ランプパーツ編集

　　　・データ表示編集

　　　・入力キーパーツ編集

　　　・グラフ表示パーツ編集

　　　・カレンダパーツ編集

　　　・表示領域パーツ編集

　　　・データサンプリング表示領域パーツ編集

　◆カスタムパーツ・ファイル管理機能

　　　・カスタムパーツの設定・登録

　　　・ファイルのコピー／ブロックコピー・削除

　　　・メッセージ→TEXT／TEXT→メッセージ変換

　◆帳票作成機能

　◆作成データ転送／印刷機能

　　　・画面データ転送

　　　・シーケンサプロトコルファイル転送

　　　・オンライン編集機能（オンライン編集用自動切換器を使用）

【画面編集機能】

機　能
画面作成ツール



温調モニタ画面作成例

（３）画面作成例

97/12/25 　　 12:01CVD温調モニタ

名　称 1Aチャンバ 1Bチャンバ 2Aチャンバ 1Bチャンバ Mチャンバ1Mチャンバ2Mチャンバ3Mチャンバ4

+3.0℃

-3.0℃

情　報

測定値

設定値

正常運転中

1A

1B

2A

1B

M1M2

M3M4

メニュー

トレンドグラフ

温調設定 警報モニタ

600.0

600.0

600.0

600.7

600.0

599.3

600.0

600.0

400.0

400.5

400.0

400.0

400.0

398.5

400.0

400.0

温度下降

稼働中

稼働中

稼働中

ヒータ
負荷率

100

0
60

100

0
20

100

0
95

100

0
50

100

0
20

100

0
100

100

0
50

100

0
89

機　能
画面作成ツール



4.1  オペレーションパネル

4.1.1　OPC-H

4.1.2　OPM

4.2  電源／ＣＰＵモジュール

4.3  温度制御モジュール

4.4  高精度温度制御モジュール

4.5  高精度温度制御モジュール（電流電圧連続入力）

4.6  カスケード制御モジュール

4.7  カスケード制御モジュール（電流電圧連続入力）

4.8  温度入力モジュール

4.9  高精度温度入力モジュール

4.10  位置比例温度制御モジュール

4.11  デジタル出力モジュール

4.12  デジタルイベント出力モジュール

4.13  デジタル入力モジュール

4.14  デジタルイベント入力モジュール

4.15  アナログ出力モジュール

4.16  アナログ入力モジュール

4.17  電流検出器入力モジュール

4.18  一般仕様



4.1　オペレーションパネル

項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

ＴＦＴドットマトリックス型カラー液晶（ＬＣＤ）表示器

６４０（Ｗ）×４８０（Ｈ）ドット

２１１（Ｗ）×１５８（Ｈ）ｍｍ

１６色

冷陰極管２灯式

前面タッチパネルによる調整

８０文字×２４行（半角）

４０文字×２４行（全角）

ＡＮＫ１５８字、漢字（ＪＩＳ第一水準）２９６５字

非漢字４５３字含む

1/4角文字（８×８ドット）
半角文字（８×１６ドット）
全角文字（１６×１６ドット）
４、９、１６倍角文字（縦、横比の変更可能）

直線、円、円弧、扇形、四角、塗りつぶし等

コントロールユニットの測定値、設定値、シーケンスデータ、および各種スイッチを表示

タッチパネルによる対話型設定

・コントロールユニットの設定値
・モード切換の設定
・イニシャルの設定
・その他

表示エリア内（透明）　：最大９６０個（４０×２４）可能
表示エリア外（ダイレクトキー、隠しキー）：７個

表示エリア内（透明）　：画面切換、データ設定、モード切換等
表示エリア外（ダイレクトキー）：ディスプレイ表示ＯＮ／ＯＦＦ、プリントスクリーン

表示方式

ドット数

表示エリア

表示色

ＬＣＤバックライト

コントラスト調整

表示文字数

文字の種類

文字サイズ

図形描画

表示内容

表
　
　
　
　
　
示
　
　
　
　
　
　
器

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

設定方式

設定内容

スイッチ数

スイッチの種類

設
　
　
　
　
　
定

オープンコレクタ出力
　出力点数：２点
　定格：ＤＣ２４Ｖ　５０ｍＡ　残留電圧１．７Ｖ

デ
ジ
タ
ル
出
力

デジタル出力（SUB1,2出力） SUB1：第一警報
SUB2：第二警報

10.4インチ

プリントスクリーン

　　（PRINT SCREEN）ランプ
緑色ＬＥＤ　：　プリントスクリーン実行時点灯

4.1.1　ＯＰＣ－Ｈ

西暦、月、日、曜日、時、分の表示

イニシャル設定画面にて時刻を合わせる

最大日差±４秒

表　示

設定方法

精　度

カ
レ
ン
ダ
機
能

電源投入時の管理選択選択項目設
定
値
管
理
選
択
機
能

設定方法 イニシャル設定画面にて設定

フェイル出力（FAIL出力）

電源（ＰＯＷＥＲ）ランプ／
警報（ＳＵＢ１，２）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

緑色／赤色２色発光ＬＥＤ
　緑色点灯　：　電源投入時点灯
　赤色点灯　：　警報時点灯（ＳＵＢ１／ＳＵＢ２のＯＲ）

赤色ＬＥＤ　：　オペレーションパネル異常時点灯

オープンコレクタ出力
　出力点数：２点
　定格：ＤＣ２４Ｖ　５０ｍＡ　残留電圧１．７Ｖ

ス
ク
リ
ー
ン
セ
イ
バ
ー
機
能

適応画面 全画面

設定項目 スクリーンセイバーの有無　：有／無選択

スクリーンセイバー開始時間：１～９９分

タ
イ
マ
機
能

動作 タイマ時間にて制御開始／停止及びメモリエリア№の設定を行う。

画面による設定

①タイマ機能　　：不使用、指定日、毎週、毎日から選択

②月日 　　：月日を設定（指定日の時有効）

③曜日 　　：曜日を設定（毎週の時有効）

④ブロック 　　：３種類の設定時間から選択

⑤開始／停止時刻：時分、有効 (ON)／無効 (OFF)を設定

⑥タイマブロック：各ユニットのブロック№、メモリエリア№を選択

設定方法

設定項目

仕　様
オペレーションパネル（ＯＰＣ）



・温調警報
・ＡＩ警報
・システム警報
a)自己診断結果
b)通信エラー
　　c)プリンタエラー等

警報種類

警
報
機
能

出力点数：最大２点（SUB1,2のデジタル出力に警報種類を任意に割付可能）警報出力

警報記録機能 警報発生時の項目／年月日・時分／発生回数を記録
・記憶可能項目
　a)種別
　b)ユニット番号
　c)チャネル
　d)名称
　e)警報項目
　f)発生日時
　g)発生回数
・発生項目の記録数：最大２０項目
・発生回数の記録数：１～２５５回
　２０項目以上発生したときの処理を
　　a)古いデータ順に削除
　　b)記録の停止

運転モニタ画面を自動的にスキャンする

イニシャル設定画面にて設定

・スキャン時間：１０～９９９９ｓｅｃ
・スキャンの有／無選択
・スキャンタイプの選択（ユニット切換／項目切換）

適応画面

設定方法

設定項目

画
面
ス
キ
ャ
ン
機
能

項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

ＥＩＡ規格　ＲＳ－４２２Ａ準拠
　　　　　　

ＡＮＳＩ－Ｘ３．２８サブカテゴリ２．５　Ｂ１準拠

ＲＳ－４２２Ａ：４線式マルチドロップ接続

調歩同期方式

２４００ｂｐｓ，４８００ｂｐｓ，９６００ｂｐｓ、１９２００ｂｐｓ、

スタートビット：１
データビット　：７または８
パリティビット：無または有（奇数または偶数）
ストップビット：１または２

８ユニット

通信規格

プロトコル

通信方式

同期方式

通信速度

データ形式

最大接続台数

コ
　
ン
　
ト
　
ロ
　
ー
　
ラ
　
通
　
信
　

いずれか選択

通信コード ＪＩＳ（ＡＳＣＩＩ）７ビットコード

ＥＩＡ規格　ＲＳ－２３２Ｃ準拠
ＥＩＡ規格　ＲＳ－４２２Ａ準拠
ＥＩＡ規格　ＲＳ－４８５準拠

①シーケンサデータ：シーケンサメーカ各社に対応した専用プロトコル
②その他のデータ：ANSI-X3.28サブカテゴリ2.5 B1準拠

ＲＳ－２３２Ｃ：ポイントトゥポイント接続
ＲＳ－４２２Ａ：４線式マルチドロップ接続
ＲＳ－４８５　：２線式マルチドロップ接続

調歩同期方式

2400bps, 4800bps, 9600bps, 19200bps

スタートビット：１
データビット　：７または８
パリティビット：無または有（奇数または偶数）
ストップビット：１または２

ＪＩＳ（ＡＳＣＩＩ）コード

通信規格

プロトコル

通信方式

同期方式

通信速度

データ形式

通信コード

注文時指定

いずれか選択

ホ
　
　
ス
　
　
ト
　
　
通
　
　
信
　

シ
　
ー
　
ケ
　
ン
　
サ
　
通
　
信
　

ＥＩＡ規格　ＲＳ－２３２Ｃ準拠
ＥＩＡ規格　ＲＳ－４２２Ａ準拠

通信規格 注文時指定

シーケンサメーカ各社に対応した専用プロトコルプロトコル

ＲＳ－２３２Ｃ：ポイントトゥポイント接続
ＲＳ－４２２Ａ：４線式マルチドロップ接続

通信方式

調歩同期方式同期方式

２４００ｂｐｓ，４８００ｂｐｓ，９６００ｂｐｓ、１９２００ｂｐｓ、通信速度

スタートビット：１
データビット　：７または８
パリティビット：無または有（奇数または偶数）
ストップビット：１または２

データ形式

ＪＩＳ（ＡＳＣＩＩ）コード通信コード

接続可能なシーケンサ 機能オペレーションパネルの項参照

仕　様
オペレーションパネル（ＯＰＣ）



セントロニクスインターフェイス準拠
ＰＣ－ＰＲ２０１系またはＥＳＣ／Ｐ系

a)帳票種類：固定フォーマット（SR Mini用）・・・８種類
b)ページ数：最大２５６ページ／１帳票
c)印字内容：モニター値、設定値、警報記録等
d)印字方法：①キー入力

　　　　　　②定間隔印字・・・設定された時間間隔ごとに指定された帳票を印字する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・時間設定点数：１点
　　　　　　　　・時間設定　　：１～２４０分（１分単位）

　　　　　　③定時刻印字・・・指定された時刻に指定された帳票を印字する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・時間設定点数：８点
　　　　　　　　・時間設定　　：０時００分～２３時５９分（１分単位）

インターフェイス

帳票印字機能

プ
　
リ
　
ン
　
タ
　

プリントスクリーン機能 表示中の画面をプリンタに印字する

メ
　
モ
　
リ
　
カ
　
ー
　
ド

メモリ対象 工程ファイルデータ

ファイル数 工程ファイルデータ：最大８０ファイル

全設定値データ　：１ファイル

＊工程ファイルデータ、全設定値データのファイル保存時は別々のメモリカードを使用

メモリカード種類 ＪＥＩＤＡ４．１準拠
　・ＳＲＡＭ　　　：６４Ｋ～１Ｍバイト
※リチウム電池によるバックアップ
※「カード属性情報（デバイス情報タプル，デバイスサイズ）あり」のもののみ使用可能

ファイル操作 ・一括操作
・一括設定
・ファイルコピー
・ファイル削除
・データ閲覧
・属性変更
・ファイル名称設定

・ＲＯＭ、ＲＡＭチェック
・カレンダタイマのデータチェック
・電源監視
・ウオッチドッグタイマ
・ウオッチドッグタイマ
　　ＦＡＩＬランプ点灯、その他の表示全て消灯
その他の項目はエラーメッセージ表示

チェック項目

異常時の表示

リチウム電池によるバックアップ

約１０年（非通電時の積算時間）
※ただし、製品の保管期間、保管環境および使用環境条件による。

データ保護

電池寿命

停
電
時
の
デ
ー
タ
保
護

そ
の
他

自
己
診
断
機
能

消費電力 最大５０ＶＡ

重　量

外形寸法

３０００ｇ

３２８（Ｗ）×２４０（Ｈ）×９７（Ｄ）ｍｍ

電源電圧 ＡＣ８５～２６４Ｖ（５０／６０Ｈｚ共用）電源電圧変動含む
（定格ＡＣ１００～２４０Ｖ）

項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

仕　様
オペレーションパネル（ＯＰＣ）



■外観図

■外形寸法図

電源端子
AC 100～240V

未使用

L

N

■電源端子説明図

！
外部機器接続用コネクタを接続する

場合は、コネクタおよびケーブルの

接続分寸法を考慮してください。

本体の設置においては結線作業等を

考慮してください。

160以上

（単位：㎜）

313.5

328.0

2
4
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2
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7
.3

317

2
2
9

＋1
－0

＋
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0

パネルカット寸法

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨ ⑩

⑪⑫⑬⑭⑮

正 面 図

裏 面 図

　　 名　　　　称　　　　 　　　　 　内　　　　容

① 　ＳＵＢ出力表示ランプ オペレーションパネル通電時緑色 LED点灯

（緑色／赤色 LED）                SUB1または SUB2出力時のみ赤色LED点灯

② フェイル出力表示ランプ 　　オペレーションパネル異常時点灯

　 （赤色 LED）

③ 表示器／タッチパネル　　　　 各データの表示および設定部

④ プリントスクリーンスイッチ プリントスクリーンの実行

⑤ ディスプレイ表示 ディスプレイ表示／非表示切換スイッチ

         ON／OFFスイッチ 　　

⑥ 端子台１（ＴＢ１） アース(接地)、電源を接続用

⑦ デジタル入出力用コネクタ         FAIL、SUB1、SUB2出力用

（ＣＮ６）

⑧ シーケンサ用 　　　　　　　　シーケンサのマルチドロップ接続時用

　　　終端抵抗ON／OFFスイッチ

⑨ シーケンサ・ 　　　　　　　　シーケンサ接続用及び、画面データ転送用
　　画面データ転送用コネクタ

（ＣＮ１）

⑩ 端子台２（ＴＢ２） 各種DI/DO、およびシーケンサ接続用

⑪ プリンタ用コネクタ（ＣＮ２）　　 セントロニクスインターフェース 準拠のプリンタと接続用

⑫ コントロールユニット用 コントロールユニット接続用

　　　モジュラーコネクタ（ＣＮ３）

⑬ コントロールユニット用 コントロールユニット と接続するときのケーブル の長さ

終端抵抗 ON／OFFスイッチ によって必要に応じて ON/OFFする

⑭ メモリカードユニット接続用 メモリカードユニット用

　 コネクタ（ＣＮ４）

⑮ ホスト通信用コネクタ（ＣＮ７） ホストコンピュータ接続用

                                         (RS232C,422A,485いずれか指定 )

※⑭，⑮はいずれか１つしか選択できません．

仕　様
オペレーションパネル（ＯＰＣ）



4.1.2　ＯＰＭ
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

ＳＴＮドットマトリックス型液晶表示器（透過型）

３２０（Ｗ）×２４０（Ｈ）ドット

白黒：１１５（Ｗ）×８７（Ｈ）ｍｍ　　ブルー：１２２（Ｗ）×９２（Ｈ）ｍｍ

白黒、ブルー

冷陰極管（ＣＦＬ）

前面タッチパネルによる調整

２０文字×１２行（全角）

漢字（ＪＩＳ第一水準）
英数字、ひらがな、カタカナ、記号
半角文字（８×１６ドット）
全角文字（１６×１６ドット）
４、９、１６倍角文字（縦、横比の変更可能）

バーグラフ、タッチスイッチ枠、表示枠

コントロールユニットの測定値、設定値など、および各種スイッチを表示

緑色ＬＥＤ　：　電源投入時点灯

赤色ＬＥＤ　：　警報時点灯

赤色ＬＥＤ　：　オペレーションパネル異常時点灯

タッチパネルによる対話型設定

・コントロールユニットの設定値
・モード切換の設定
・イニシャルの設定
・その他

表示エリア内（透明）　：各表示画面により異なる
表示エリア外（不透明）：１個

表示エリア内（透明）　：画面切換、データ設定、モード切換等
表示エリア外（不透明）：ディスプレイ表示ＯＮ／ＯＦＦ

表示方式

ドット数

表示エリア

表示色

バックライト

コントラスト調整

表示文字数

文字の種類

文字サイズ

グラフィック表示

表示内容

表
　
　
　
　
　
示
　
　
　
　
　
　
器

電源（ＰＯＷＥＲ）ランプ

警報（ＳＵＢ１，２）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

設定方式

設定内容

スイッチ数

スイッチの種類

設
　
　
　
　
　
定

リレー接点出力
　出力点数：２点
　定格：ＡＣ２５０Ｖ　０．１Ａ
　電気的寿命：３０万回以上　定格負荷
　接点：１ａ接点

デ
ジ
タ
ル
出
力

デジタル出力

ＥＩＡ規格　ＲＳ－４２２Ａ準拠

ＡＮＳＩ－Ｘ３．２８サブカテゴリ２．５　Ｂ１準拠

ＲＳ－４２２Ａ：４線式マルチドロップ接続

調歩同期方式

２４００ｂｐｓ，４８００ｂｐｓ，９６００ｂｐｓ、１９２００ｂｐｓ、

スタートビット：１
データビット　：７または８
パリティビット：無または有（奇数または偶数）
　　　　　　　　８ｂｉｔの場合なし
ストップビット：１または２

８ユニット

通信規格

プロトコル

通信方式

同期方式

通信速度

データ形式

最大接続台数

コ
　
ン
　
ト
　
ロ
　
ー
　
ラ
　
通
　
信
　

いずれか選択

通信コード ＪＩＳ（ＡＳＣＩＩ）コード

FAIL：フェイル
SUB1：第一警報

SUB2：第二警報

ＥＩＡ規格　ＲＳ－２３２Ｃ準拠
ＥＩＡ規格　ＲＳ－４２２Ａ準拠
ＥＩＡ規格　ＲＳ－４８５準拠

ＡＮＳＩ－Ｘ３．２８サブカテゴリ２．５　Ｂ１準拠

ＲＳ－２３２Ｃ：ポイントトゥポイント接続
ＲＳ－４２２Ａ：４線式マルチドロップ接続
ＲＳ－４８５　：２線式マルチドロップ接続

調歩同期方式

２４００ｂｐｓ、４８００ｂｐｓ，９６００ｂｐｓ，１９２００ｂｐｓ

スタートビット：１
データビット　：７または８
パリティビット：無または有（奇数または偶数）
　　　　　　　　８ｂｉｔの場合なし
ストップビット：１または２

ＪＩＳ（ＡＳＣＩＩ）コード

通信規格

プロトコル

通信方式

同期方式

通信速度

データ形式

通信コード

注文時指定

いずれか選択

ホ
　
　
ス
　
　
ト
　
　
通
　
　
信
　

ＯＰＭ－ＣＬ２
ＯＰＭ－ＣＬ４

ＯＰＭ－ＨＬ４電源（ＰＯＷＥＲ）ランプ／
警報（ＳＵＢ１，２）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

緑色／赤色２色発光ＬＥＤ
　緑色点灯　：　電源投入時点灯
　赤色点灯　：　警報時点灯（ＳＵＢ１／ＳＵＢ２のＯＲ）

赤色ＬＥＤ　：　オペレーションパネル異常時点灯

・電源投入時の管理選択
・異常時（設定バックアップエラー）の管理選択

選択項目設
定
値
管
理
機
能 設定方法 イニシャル設定画面にて設定

仕　様
オペレーションパネル（ＯＰM）



項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

西暦、月、日、曜日、時、分の表示

イニシャル設定画面にて時刻を合わせる

最大日差±４秒

運転モニタ画面を自動的にスキャンする

イニシャル設定画面にて設定

・スキャン時間：１～９９９９秒
・スキャンの有／無選択
・スキャンタイプの選択（ユニット切換／項目切換）

リチウム電池によるバックアップ

約１０年（非通電時の積算時間）

※ただし、製品の保管期間、保管環境および使用環境条件による。

表　示

設定方法

精　度

カ
レ
ン
ダ
機
能

適応画面

設定方法

設定項目

画
面
ス
キ
ャ
ン
機
能

データ保護

電池寿命

停
電
時
の
デ
ー
タ
保
護

ＲＯＭチェック
ＲＡＭチェック
電源監視
ウオッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯
その他の表示は全て消灯（ＰＯＷＥＲランプは除く）
※ＲＡＭバックアップのチェックについては、ＬＣＤ表示器にエラーメッセージを表示。

出力点数　１点
出力方式　リレー接点出力
出力定格　ＡＣ２５０Ｖ　０．１Ａ以下（抵抗負荷）

コントロールユニットの通信の停止を監視

ＬＣＤ表示器にエラーメッセージを表示

チェック項目

異常時の表示

ＦＡＩＬ出力

自
己
診
断
機
能

チェック項目

異常時の表示

異
常
監
視
機
能

そ
の
他

消費電力 最大19.5VA

重　量

外形寸法

１６００ｇ

１９２（Ｗ）×１４４（Ｈ）×１１４（Ｄ）ｍｍ

電源電圧 ＡＣ９０～２６４Ｖ（５０／６０Ｈｚ共用）電源電圧変動含む
（定格ＡＣ１００～２４０Ｖ）

ＯＰＭ－ＣＬ２,４

ＯＰＭ－ＣＬ２,４

ＯＰＭ－ＨＬ４

ＯＰＭ－ＨＬ４

２１０（Ｗ）×１５８（Ｈ）×７１．７（Ｄ）ｍｍ

１４００ｇ

名
称
設
定
機
能

警報メッセージ設定 設定文字数　半角３０文字　

ユニット名称設定 設定文字数　半角１２文字

チャネル名称設定 設定文字数　半角５文字

ス
ク
リ
ー
ン
セ
イ
バ
ー
機
能

適応画面 全画面

設定項目 スクリーンセイバーの有無　：有／無選択
スクリーンセイバー開始時間：１～９９分

■外観図

①

⑤ ⑥

⑤

⑥

表示器／タッチパネル

ディスプレイ表示　ＯＮ／ＯＦＦスイッチ

警報（ＳＵＢ１，２）ランプ：赤色ＬＥＤ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ：赤色ＬＥＤ

電源（ＰＯＷＥＲ）ランプ：緑色ＬＥＤ

③②

④

①

①② ③ ④

表示器／タッチパネル

ディスプレイ表示　ＯＮ／ＯＦＦスイッチ

警報（ＳＵＢ１，２）ＬＥＤランプ：赤色発光

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ：赤色ＬＥＤ

電源（ＰＯＷＥＲ）ＬＥＤランプ：緑色発光

③

②

④

ＯＰＭ－ＣＬ２
ＯＰＭ－ＣＬ４ ＯＰＭ－ＨＬ４

POWER SUB 1 SUB 2 FAIL

① ② ③ ④

仕　様
オペレーションパネル（ＯＰM）
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■端子説明図

１１ １３ １５ １７ １９ ２１

２ ４ ６ １２ １４ １６ １８ ２０

電源端子

AC 100

ＳＧ Ｔ（Ａ） Ｒ（Ａ）Ｔ（Ｂ） Ｒ（Ｂ）

～240V
RS-422A

出力端子

コントローラ接続端子

SUB 1 SUB 2 FAIL

NO NO NO

アース端子

本体裏面図
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ホストコンピュータ用通信コネクタ
　（Ｄ－ＳＵＢ２５ｐｉｎ）

■外形寸法図

単位：ｍｍ

パネルカット
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 +1.1
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1
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ＯＰＭ－ＣＬ２

ＯＰＭ－ＣＬ４
ＯＰＭ－ＨＬ４

本体裏面図

ホストコンピュータ用通信コネクタ
　（Ｄ－ＳＵＢ９ｐｉｎ）

コントロールユニット接続用
モジュラーコネクタ

L

N３

２

電源端子AC 100～240V

出力端子

SUB 1

SUB 2

FAIL

NO

NO

NO

アース端子１

４

５

６

７

８

９

ＯＰＭ－ＣＬ２

ＯＰＭ－ＣＬ４

パネルカット

198.2
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　+0.5
199

7.1 71.7

1
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1
4
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.2

1
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2
.2

　

 +
1
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1
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ＯＰＭ－ＨＬ４

114

！ ！
ホストコンピュータ
接続用コネクタ

ホストコンピュータ
接続用コネクタ

外部機器接続用コネクタを接続する

場合は、コネクタおよびケーブルの

接続分寸法を考慮してください。

本体の設置においては結線作業等を

考慮してください。

外部機器接続用コネクタを接続する

場合は、コネクタおよびケーブルの

接続分寸法を考慮してください。

本体の設置においては結線作業等を

考慮してください。

(注意) CEマーキング適合品、UL/CSA認定品のOPM－CL2、OPM－CL4は、

         端子位置、コネクタ、外形寸法が異なります。（次ページ参照）

仕　様
オペレーションパネル（ＯＰM）



L N

●端子、コネクタ

４ ５ ６ ７ ８ ９１ ２ ３

電源端子

AC 100
～240V

出力端子

SUB 1 SUB 2 FAIL
NO

アース端子

本体裏面図

ホストコンピュータ用通信コネクタ
　（Ｄ－ＳＵＢ９ｐｉｎ）

単位：ｍｍ

パネルカット
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！

電源・警報出力端子の位置が変わります

ホスト接続がD-SUB 9ピンコネクタ式となります

コントロールユニットとの接続が
モジュラーコネクタ式となります

85
70

適合・認定品

標準品

CEマーキング適合品、UL/CSA認定品のオペレーションパネル（OPM－CL2、OPM－CL4）は、

端子位置、コネクタ等が下記の仕様となります。また、標準品についても下記の仕様となる予定です。

コントロールユニット接続用
モジュラーコネクタ

＋ －

２ ３

電源端子

24V

NO NO

…

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

本体裏面図

！

●標準品との相違箇所

●外径寸法

RR

RR

RR

仕　様
オペレーションパネル（ＯＰM）



4.2  電源・ＣＰＵモジュール
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

ＤＣ　５Ｖ　１．７Ａ（最大）
ＤＣ１２Ｖ　１．０Ａ（最大）

フの字垂下方式：５Ｖ

出力電圧／電流

過電流保護

電
源
出
力

基
　
本
　
機
　
能

データ管理機能

ユニット診断機能

自己診断　　　　チェック項目
　　　機能

　　　　　 　　　自己診断異常時の動作

データ保持機能

運転データ，システムデータ

機能モジュール構成チェック

ＲＯＭ／ＲＡＭチェック
ウォッチドッグタイマ
ＣＰＵ電源監視

すべてのモジュールの出力は、ハード的にＯＦＦ状態となる。

リチウム電池によりメモリ内容を保持
データ保持時間　：　約１０年（非通電時間積算値）

電源電圧 ＡＣ１００～１２０Ｖ
ＡＣ２００～２４０Ｖ
ＤＣ２４Ｖ

電源電圧変動範囲 ＡＣ　９０～１３２Ｖ　単相５０／６０Ｈｚ　±３Ｈｚ
ＡＣ１８０～２６４Ｖ　単相５０／６０Ｈｚ　±３Ｈｚ
ＤＣ２１．６～２６．４Ｖ

消費電力

突入電流

AC100～120V：最大４０ＶＡ、AC200～240V：最大50ＶＡ、DC24V：最大21Ｗ 1Ａ以下

３０Ａ以下

電
　
　
源
　
　
入
　
　
力

注文時指定

リレー接点出力
出力点数
定格

定格

電気的寿命
接点
動作

：1点
：DC30V　0.1A　　(AC250V　0.1Ａ　抵抗負荷）
：30万回以上　定格負荷 
：1a接点
：異常時オープン

フェイル出力

デ
　
ジ
　
タ
　
ル
　
出
　
力

リレー接点出力
出力点数

電気的寿命
接点

オープンコレクタ出力
出力点数
定格
最大負荷電流

：DC30V　0.1A　　(AC250V　0.1Ａ　抵抗負荷）
：4点（H-PCP-A），2点（H-PCP-B）

：4点（H-PCP-A），2点（H-PCP-B）

：30万回以上　定格負荷
：1a接点

：DC12/24V
：0.1A

デジタル出力 注文時選択機能

・温度警報（第１，第２警報）

・ＡＩ警報（第１，第２警報）

・ＴＩ警報（第１，第２警報）

・ヒータ断線警報

・バーンアウト警報

・ＬＢＡ警報

・昇温完了

通信インターフェイス

通信方式

プロトコル

同期方式

通信速度

データ形式

誤り制御

データの種類

ＥＩＡ規格　ＲＳ－４２２Ａ　準拠，ＥＩＡ規格　ＲＳ－２３２Ｃ　準拠

ＲＳ－４２２Ａ　４線式マルチドロップ接続

ＲＳ－２３２Ｃ　ポイントトゥポイント接続

ＡＮＳＩ Ｘ３．２８ サブカテゴリ２．５ Ｂ１ 準拠

調歩同期方式

2400ｂｐｓ 4800ｂｐｓ 9600ｂｐｓ 19200ｂｐｓ

：１
：７また８
：無または有　（奇数または偶数），８ｂｉｔの場合なし
：１

スタートビット
データビット
パリティビット　
ストップビット

垂直パリティ（パリティビット選択時），水平パリティ

ＪＩＳ（ＡＳＣＩＩ）７ビットコード

いずれか選択

ＲＫＣ
標準通信イ
　
ン
　
タ
　
ー
　
フ
　
ェ
　
イ
　
ス

デ
　
ジ
　
タ
　
ル
　
入
　
力

入力点数

定格入力電流

入力形式

入力インピーダンス

入力動作電圧

機能割付

３点（Ｈ－ＰＣＰ－Ｂ）

ＤＣ２４Ｖ　　入力範囲：DC21.6～DC26.4V

ソースタイプ

約３．６ｋΩ

ＯＮ電圧　：ＤＣ１８．５Ｖ

①メモリエリア切換（８メモリエリア）

ＯＦＦ電圧：ＤＣ　９．０Ｖ

②制御開始/停止 ・ 警報インターロック解除 ・ メモリエリア切換（２メモリエリア）
　
　

①，②いずれか選択

ＥＩＡ規格　ＲＳ－４２２Ａ　準拠，ＥＩＡ規格　ＲＳ－２３２Ｃ　準拠

ＲＳ－４２２Ａ　４線式マルチドロップ接続
ＲＳ－２３２Ｃ　ポイントトゥポイント接続

ＭＯＤＢＵＳプロトコル

半二重調歩同期方式

2400ｂｐｓ，4800ｂｐｓ，9600ｂｐｓ，19200ｂｐｓ

データビット
パリティビット
ストップビット
エラーチェック

：８（バイナリーデータまたはビット対応のバイトデータ）
：奇数パリティ、偶数パリティ、パリティなし
：１
：ＣＲＣ－１６

ＲＴＵモード（Remote Terminal Unit）

通信インターフェイス

通信方式

プロトコル

同期方式

通信速度

データ形式

伝送モード

ＭＯＤＢＵＳ
プロトコル
通信

仕　様
電源・CPUモジュール



項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

第一警報

第二警報

昇温完了機能

シ
　
ス
　
テ
　
ム
　
設
　
定
　
項
　
目

昇温完了判定の有/無を

チャネル毎に選択可能

温
　
度
　
警
　
報

Ａ
　
Ｉ
　
警
　
報

注文時指定

コントロールユニット内

各モジュールの警報

動作は、ここで選択した

動作になります。

上限偏差警報
下限偏差警報
上下限偏差警報
範囲内警報
待機付き上限偏差警報
待機付き下限偏差警報
待機付き上下限偏差警報
上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報
再待機付き上限偏差警報
再待機付き下限偏差警報
再待機付き上下限偏差警報

上限偏差警報
下限偏差警報
上下限偏差警報
範囲内警報
待機付き上限偏差警報
待機付き下限偏差警報
待機付き上下限偏差警報
上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報
再待機付き上限偏差警報
再待機付き下限偏差警報
再待機付き上下限偏差警報

上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報

上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報

第一警報

第二警報

４８（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）　ｍｍ

３２０ｇ

外形寸法

重　量

そ
の
他

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

通信動作（ＴＸ）ランプ
　　　　（ＲＸ）ランプ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

緑色ＬＥＤ　：　電源／ＣＰＵモジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ　：　電源／ＣＰＵモジュール異常時点灯

黄色ＬＥＤ　：　送信時点灯
黄色ＬＥＤ　：　受信時点灯

ラダー
　　通信

いずれか選択

ＥＩＡ規格　ＲＳ－４２２Ａ　準拠
ＥＩＡ規格　ＲＳ－２３２Ｃ　準拠

ＲＳ－４２２Ａ　４線式マルチドロップ接続
ＲＳ－２３２Ｃ　ポイントトゥポイント接続

無手順方式

調歩同期方式

スタートビット　：　１
データビット　　：　８
パリティビット　：　無
ストップビット　：　１

テキスト：ＢＣＤコード
制御コード：STX［02H］,CR［0DH］,LF［0AH］
　　　　　 ［　］内のコードは１６進表現

１２８バイト以内

温度測定値
温度設定値
各種警報状態の確認及び設定

通信インターフェイス

通信方式

プロトコル

同期方式

通信速度

データ形式

データの種類

ブロック長

通信内容

完了判定　：　±１～±１０℃
　　※主設定値に対する値
昇温完了ソーク時間　：　０～３６０分

上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報

上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報

Ｔ
　
Ｉ
　
警
　
報

第一警報

第二警報

２４００ｂｐｓ，４８００ｂｐｓ，９６００ｂｐｓ、１９２００ｂｐｓ、

仕　様
電源・CPUモジュール



   OUT１

NO

NO

NO

NO

　９　

　８

　７

１０

   OUT３

NO

１

２

３

４

　５
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   OUT４
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ACDC� AC24V
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１２ １２

１４
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１３

１２

１３ １３

OUT1

OUT2

OUT3

OUT4

FAIL

NO

電源端子

アース端子

未使用

ＦＡＩＬ出力

デジタル出力

■端子説明図
ＰＣＰ－Ａ

200- 240V 100- 120V

＋

－
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R
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  OUT１

NO

NO
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　８

　７

１０

１

２

３

４

　５

　６
  OUT２

NO

NO

OUT1

OUT2

FAIL

NO

ＦＡＩＬ

　　出力

デジタル

　　出力

PCP
RX

TX

FAIL

RUN

COM PORT 1

COM PORT 2 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

15

14

13

12

11

C
O
M
 P
O
R
T
 1

C
O
M
 P
O
R
T
 2

DI３

デジタル

　　入力

DI

■外観図

送信動作（ＴＸ）ランプ

　　　：黄色ＬＥＤ

ユニットアドレス設定スイッチ

受信動作（ＲＸ）ランプ

　　　：黄色ＬＥＤ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

　　　　　：赤色ＬＥＤ

動作（ＲＵＮ）ランプ

　　　：緑色ＬＥＤ

RX

TX

FAIL

RUN

PCP

モジュラーコネクタ　１

（ホストコンピュータまたは

　オペレーションパネル接続用）

モジュラーコネクタ　２

（拡張リンク用）

■外形寸法図

単位：ｍｍ

９
６

４
８

４７．５ １００

DI２

DI１

DC24V

１５未使用

未使用１１

電源端子

１４
アース端子

DC�24V AC100／200V

端子カバー

端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。

2mm

モジュール本体

９
９
.
５

   OUT１

　９　

　８

　７

１０

   OUT３

３

４

　５

　６
   OUT２

   OUT４

＋

－

＋

＋

＋

－

－

－

  OUT１

３

４

　５

　６
  OUT２

＋

－

＋

－

！

未使用１１

ACDC AC24V
１２ １２

１４

１５

１３

１２

１３ １３
電源端子

アース端子

未使用

200- 240V 100- 120V

＋

－

１５未使用

未使用１１

電源端子

１４

アース端子

DC�24V AC100／200V

未使用１１

！

Ｒ（Ａ）

Ｒ（Ｂ）

Ｔ（Ｂ）
Ｔ（Ａ）

ＳＧ

シールド

COM PORT 説明図

ＲＳ－４２２Ａの場合

未使用
ＳＤ

ＲＤ
ＳＧ

シールド

ＲＳ－２３２Ｃの場合

未使用

(COM PORT 1のみ)

仕　様
電源・CPUモジュール



4.3　温度制御モジュール（TIO-A,B,C,D,P）
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

１または２チャネル　　　　※チャネル間および入力－出力間絶縁

熱電対入力　　　：　Ｋ，Ｊ，Ｒ，Ｓ，Ｂ，Ｅ，Ｔ，Ｎ，ＰＬⅡ，　　　　　　Ｗ５Ｒｅ／Ｗ２６Ｒｅ，Ｕ，Ｌ

測温抵抗体入力　：　ＪＰｔ１００，Ｐｔ１００

入力レンジ参照　　　　　　　６－１８頁　入力とレンジコード表参照

１または０．１℃

０．５秒　

約０．３５μＶ／Ω　

１ＭΩ以上

入力点数

入力種類

入力範囲

分解能

サンプリング周期

外部抵抗の影響

入力インピーダンス

入力フィルタ

ＰＶバイアス

入力断線時

入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

測定精度

冷接点温度補償誤差

性
　
　
　
　
能

制御方式

制御演算周期

その他機能

制
御
動
作

主設定

加熱側比例帯

設
　
　
定
　
　
範
　
　
囲

注文時指定

注文時指定

熱電対入力のみ

約０．２５ｍＡ

２０Ω以下　

１次遅れデジタルフィルタ
時定数　１～１００秒で設定可能
※０秒に設定するとフィルタはＯＦＦ

－５．００～＋５．００％　of　　スパン　

アップスケール

±０．３％ of スパン± 1ｄｉｇｉｔ

※ただし、熱電対Ｂ入力の０～３９９℃は精度保証範囲外
　

±１．０℃以内（０～５０℃の範囲）

ただし、入力値が
　　　　－１００℃～－１５０℃では±２．０℃以内
　　　　－１５０℃～－２００℃では±３．０℃以内

二位置制御
ブリリアントＰＩＤ制御
※ＰＩ制御も可能

０．５秒　

・オーバーシュート防止機能付き（ＲＦＢリミッタ方式）
・エンハンストオートチューニング機能付き（ＴＩＯ－Ｃ、Ｄタイプを除く）
・ファジィ機能付き（ＴＩＯ－Ｐタイプのみ）

入力範囲と同じ

センサー電流

許容入力導線抵抗の影響

測温抵抗体入力のみ

測温抵抗体入力のみ

熱電対入力のみ

０．１％～１０００．０％　 of　スパン

１～３６００秒

１～３６００秒

※微分時間　０秒：ＰＩ制御

－１０．０～＋１０．０％　 of　スパン

Ｓｌｏｗ，Ｍｅｄｉｕｍ，Ｆａｓｔの３段階で設定可能

１～１００秒

冷却側比例帯

積分時間

微分時間

制御応答パラメータ

時間比例の周期

熱電対入力のみ

二位置制御は、
TIO-A,Bのみ

定　　格
電気的寿命
接　　点
周　　期

リレー接点出力

TIO-C,Dのみ

オーバーラップ／デッドバンド

TIO-C,Dは、
加熱／冷却個別設定

TIO-C,Dのみ

０．１％～１０００．０％　 of　スパン

電流連続出力

電圧連続出力

トライアック出力

オープンコレクタ出力

制
　
　
　
　
御
　
　
　
　
出
　
　
　
　
力

注文時指定
（出力のマイナス端子の共通
接続はDC 1～5Vのみ可能）

出力電流
分　解　能
許容負荷抵抗
出力インピーダンス

注文時指定
（出力のマイナス端子の共通
接続はできません）

電圧パルス出力 出力電圧
許容負荷抵抗
周　　期

出力電圧

分解能

許容負荷抵抗

出力インピーダンス

容　　量
ゼロクロス方式

トランジスタシンク出力
負荷電圧
最大負荷電流
ＯＦＦ時漏れ電流
ＯＮ時最大電圧降下

0.7V以下（負荷電流10mA時）

：0.5A（周囲温度40℃のとき）

：AC250V　3A（抵抗負荷）
：30万回以上　定格負荷
：1a接点
：1～100秒　可変

：DC0～20mA　　DC4～20mA
：9bit以上
：500Ω以下
：5MΩ以上

：DC0-12V
：600Ω以上
：1～100秒　可変

：DC0～1V　　DC0～5V　　DC0～10V　　DC1～5V

：9bit以上

：1KΩ以上

：0.1Ω以下

：DC12～24V
：100mA
：0.1mA以下
：2.4V以下（負荷電流100mA時）

２チャネル仕様の出力のマイ
ナス端子は、内部にてコモン
接続されています。

仕　様
温度制御モジュール



警報出力

上限偏差警報
下限偏差警報
上下限偏差警報
範囲内警報
待機付き上限偏差警報
待機付き下限偏差警報
待機付き上下限偏差警報
上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報
再待機付き上限偏差警報
再待機付き下限偏差警報
再待機付き上下限偏差警報

項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

警報動作

温
　
　
度
　
　
警
　
　
報
　
　
機
　
　
能

上限偏差警報　：－スパン～＋スパン
下限偏差警報　：－スパン～＋スパン
上下限偏差警報：０～スパン
範囲内警報　　：０～スパン
待機付き上限偏差警報　：－スパン～＋スパン
待機付き下限偏差警報　：－スパン～＋スパン
待機付き上下限偏差警報：０～スパン
上限入力値警報：入力範囲と同じ
下限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き上限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き下限入力値警報：入力範囲と同じ

入力分解能と同じ

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

設定範囲

注文時指定

（電源／ CPUモジュールで

　動作指定）

設定分解能

警
　
報
　
出
　
力

リレー接点出力 ：ＡＣ２５０Ｖ　ＤＣ２４Ｖ　２Ａ（抵抗負荷）
：３０万回以上　定格負荷
：１ａ接点
：ＤＣ５Ｖ　１ｍＡ

定格負荷
電気的寿命
接　点
最小開閉電圧電流

注文時指定　　（オプション）

ＴＩＯ－Ａのみ指定可能。
ただし、ヒータ断線警報出力、
ループ断線警報出力は
タイプＡのみに指定可能。

出力点数 １点

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

チェック項目

自己診断異常時の動作

自
己
診
断
機
能

オート／マニュアル切換

設定範囲

バランスレスバンプレス

手
動
設
定
機
能

ＲＡＭチェック
調整データチェック
入力値チェック
ウォッチドッグタイマ
ＦＡＩＬランプ点灯
制御出力ＯＦＦ
リセット状態

温度制御を自動（オート）で行うか、または手動（マニュアル）で行うか選択可能

－５．０～１０５．０％

オート／マニュアル切換時、双方向バランスレスバンプレス

緑色ＬＥＤ：温度制御モジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ：温度制御モジュール異常時点灯

・通常
・警報のみ
・モニタのみ
・未使用

：温度制御実行可能
：モニタとして使用し、制御出力なし。　ただし警報動作は有効
：モニタとして使用し、制御出力および警報動作なし
：入出力機能なし

２４（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

４８（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

１２０ｇ

２４０ｇ

温調機能選択

外形寸法

重　量

そ
　
　
の
　
　
他

ＴＩＯ－Ａ ,Ｂ,Ｃ,Ｐ

ＴＩＯ－Ｄ

ＴＩＯ－Ａ ,Ｂ,Ｃ,Ｐ

ＴＩＯ－Ｄ

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

ひとつの制御ループにつき１点

０．０～１００．０Ａ

入力値の５％または±２Ａ（いずれか大きい方の値）

ＣＴＬ－６－Ｐ－Ｎ， ＣＴＬ－１２－Ｓ５６－１０Ｌ－Ｎ（注文時指定）
０～　３０Ａ： ＣＴＬ－６－Ｐ－Ｎ使用
０～１００Ａ： ＣＴＬ－１２－Ｓ５６－１０Ｌ－Ｎ使用

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

設定範囲

ヒータ電流測定精度

入力電流

入力点数

警報出力

ヒ
ー
タ
断
線
警
報
機
能

ＴＩＯ－Ａ,Ｃ,Ｄタイプに

オプション

ル
ー
プ
断
線
警
報

：１～７２００秒
：入力範囲と同じ

ＬＢＡ設定時間
ＬＢＡデッドバンド（ＬＢＤ）

（ＬＢＤ：オートチューニング終了後、積分値の２倍の値が自動設定）

警報出力

設定範囲

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

警報点数 ２点

ＴＩＯ－Ｃ ,Ｄタイプは除く。

仕　様
温度制御モジュール



■外観図
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前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。
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モジュール本体
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温度制御モジュール



■端子説明図
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4.4　高精度温度制御モジュール（TIO-E,F,G,R）
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

１または２チャネル　※入力－出力間絶縁（TIO-Fの入力間（入力1/2間）については非絶縁）

熱電対入力　　　：　Ｋ，Ｊ，Ｒ，Ｓ，Ｂ，Ｅ，Ｔ，Ｎ，ＰＬⅡ，Ｗ５Ｒｅ／Ｗ２６Ｒｅ，Ｕ，Ｌ　　　　　
　　　　　　　
測温抵抗体入力　：　ＪＰｔ１００，Ｐｔ１００

入力レンジ参照　　　　　　　６－１８頁　入力とレンジコード表参照

１または０．１℃　０．０１℃（ＴＩＯ－Ｅ　ＲＴＤ入力のみ）

ＴＩＯ－Ｅ，Ｇ，Ｒ： ０．１秒　　ＴＩＯ－Ｆ： ０．２秒

約０．３μＶ／Ω

１ＭΩ以上

入力点数

入力種類

入力範囲

分解能

サンプリング 周期

外部抵抗の影響

入力インピーダンス

入力フィルタ

ＰＶバイアス

入力断線時

入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

測定精度

冷接点温度補償誤差

性
　
　
　
　
能

制御方式

制御演算周期

その他機能

制
御
動
作

主設定

加熱側比例帯

設
　
　
定
　
　
範
　
　
囲

注文時指定

注文時指定

熱電対入力のみ

約０．３ｍＡ

１０Ω以下

１次遅れデジタルフィルタ
時定数　０．１～１００．０秒で設定可能
※０秒に設定するとフィルタはＯＦＦ

－５．００～＋５．００％　 of　スパン

アップスケール、ダウンスケール選択可能

ＴＩＯ－Ｅ，Ｇ，Ｒ：±０．1％ of スパン±1ｄｉｇｉｔ 
ＴＩＯ－Ｆ          ：±０．２％ of スパン±1ｄｉｇｉｔ 

※ただし、熱電対Ｂ入力の０～３９９℃は精度保証範囲外

±０．５℃以内（０～５０℃の範囲）

ただし、入力値が
　　　　－１００℃～－１５０℃では±２．０℃以内
　　　　－１５０℃～－２００℃では±３．０℃以内

二位置制御
ブリリアントＰＩＤ制御
※ＰＩ制御も可能

TIO-E,G,R ： 0.1秒　　TIO-F ： 0.2秒

・オーバーシュート防止機能付き（ＲＦＢリミッタ方式）

・エンハンストオートチューニング機能付き（ＴＩＯ－Ｇタイプを除く）
・ファジィ機能（ＴＩＯ－Ｒタイプのみ）

入力範囲と同じ

センサー電流

許容入力導線抵抗の影響

測温抵抗体入力のみ

測温抵抗体入力のみ

熱電対入力のみ

０．１％～１０００．０％　of　スパン

１～３６００秒

１～３６００秒
※微分時間　０秒：ＰＩ制御

－１０．０～＋１０．０％　 of　スパン

Ｓｌｏｗ，Ｍｅｄｉｕｍ，Ｆａｓｔの３段階で設定可能

１～１００秒

冷却側比例帯

積分時間

微分時間

制御応答パラメータ

時間比例の周期

熱電対入力のみ

二位置制御はTIO-E,F,Rのみ

リレー接点出力

TIO-Gのみ

オーバーラップ　　　　　　／デッドバンド

TIO-Gは、
加熱／冷却個別設定

TIO-Gのみ

０．１％～１０００．０％　of　スパン

電流連続出力

電圧連続出力

トライアック出力

オープンコレクタ出力

制
　
　
　
　
御
　
　
　
　
出
　
　
　
　
力

注文時指定

（出力のマイナス端子の共通
接続はDC 1～5Vのみ可能）

注文時指定

（出力のマイナス端子の共通
接続はできません）

電圧パルス出力

２チャネル仕様の出力の

マイナス端子は、内部にて
コモン接続されています。

仕　様
高精度温度制御モジュール

定　　格
電気的寿命
接　　点
周　　期

出力電流
分　解　能
許容負荷抵抗
出力インピーダンス

出力電圧
許容負荷抵抗
周　　期

出力電圧

分解能

許容負荷抵抗

出力インピーダンス

容　　量
ゼロクロス方式

トランジスタシンク出力
負荷電圧
最大負荷電流
ＯＦＦ時漏れ電流
ＯＮ時最大電圧降下

0.7V以下（負荷電流10mA時）

：0.5A（周囲温度40℃のとき）

：AC250V　3A（抵抗負荷）
：30万回以上　定格負荷
：1a接点
：1～100秒　可変

：DC0～20mA　　DC4～20mA
：11bit以上
：500Ω以下
：5MΩ以上

：DC0-12V
：600Ω以上
：1～100秒　可変

：DC0～1V　　DC0～5V　　DC0～10V　　DC1～5V

：11bit以上

：1KΩ以上

：0.1Ω以下

：DC12～24V
：100mA
：0.1mA以下
：2.4V以下（負荷電流100mA時）



２点

上限偏差警報
下限偏差警報
上下限偏差警報
範囲内警報
待機付き上限偏差警報
待機付き下限偏差警報
待機付き上下限偏差警報
上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報
再待機付き上限偏差警報
再待機付き下限偏差警報
再待機付き上下限偏差警報

項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

警報動作

温
　
　
度
　
　
警
　
　
報
　
　
機
　
　
能

上限偏差警報　：－スパン～＋スパン
下限偏差警報　：－スパン～＋スパン
上下限偏差警報：０～スパン
範囲内警報　　：０～スパン
待機付き上限偏差警報　：－スパン～＋スパン
待機付き下限偏差警報　：－スパン～＋スパン
待機付き上下限偏差警報：０～スパン
上限入力値警報：入力範囲と同じ
下限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き上限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き下限入力値警報：入力範囲と同じ

入力分解能と同じ

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

設定範囲

注文時指定
（電源／ CPUモジュールで

　動作指定）

設定分解能

注文時指定
　　（オプション）
ＴＩＯ－Ｅ,Ｒのみ指定可能。

警報出力

警
　
報
　
出
　
力

リレー接点出力

出力点数 １点

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

警報点数

チェック項目

自己診断異常時の動作

自
己
診
断
機
能

オート／マニュアル切換

設定範囲

バランスレスバンプレス

手
動
設
定
機
能

温調機能選択

外形寸法

重　量

そ
　
　
の
　
　
他

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

ル
ー
プ
断
線
警
報 警報出力

設定範囲

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

ＲＡＭチェック
調整データチェック
入力値チェック
ウォッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯
制御出力ＯＦＦ

温度制御を自動（オート）で行うか、または手動（マニュアル）で行うか選択可能

－５．０～１０５．０％

オート／マニュアル切換時、双方向バランスレスバンプレス

緑色ＬＥＤ：温度制御モジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ：温度制御モジュール異常時点灯

２４（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

１２０ｇ

（ＴＩＯ－Ｇを除く）

仕　様
高精度温度制御モジュール

：ＡＣ２５０Ｖ　ＤＣ２４Ｖ　２Ａ（抵抗負荷）
：３０万回以上　定格負荷
：１ａ接点
：ＤＣ５Ｖ　１ｍＡ

定格負荷
電気的寿命
接　点
最小開閉電圧電流

・通常
・警報のみ
・モニタのみ
・未使用

：温度制御実行可能
：モニタとして使用し、制御出力なし。　ただし警報動作は有効
：モニタとして使用し、制御出力および警報動作なし
：入出力機能なし

：１～７２００秒
：入力範囲と同じ

ＬＢＡ設定時間
ＬＢＡデッドバンド（ＬＢＤ）

（ＬＢＤ：オートチューニング終了後、積分値の２倍の値が自動設定）



■外観図
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端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。
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4.5　高精度制御モジュール（電流電圧連続入力）(TIO-H,J)
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

１または２チャネル　※入力－出力間絶縁（TIO-Jの入力間（入力1/2間）については非絶縁）

電圧入力：DC0～10mV,　DC0～100mV,　DC0～1V,　
               DC0～5V,　DC1～5V,  DC0～10V,　DC-5～5V,　DC-10～10V,  DC-1～1V
電流入力：DC0～20mA,  DC4～20mA　　

スパンの -5～+105％　
＊入力レンジ参照　　　　　　６－１８頁　入力とレンジコード表参照

１／１００００

ＴＩＯ－Ｈ：０．１秒　　ＴＩＯ－Ｊ：０．２秒

電圧入力：１ＭΩ以上

電流入力：２５０Ω

入力点数

入力種類

入力範囲

分解能

サンプリング周期

入力インピーダンス

アナログ入力フィルタ

入力断線時の動作

入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

測定精度

制御方式

制御演算周期

その他機能

制
御
動
作

主設定

加熱側比例帯

設
　
　
定
　
　
範
　
　
囲

注文時指定

カットＯＦＦ周波数：約１１．６Ｈｚ
立ち上がり時間　　：約３３ｍｓ

１次遅れデジタルフィルタ
時定数　０．１～１００．０秒で設定可能
※０秒に設定するとフィルタはＯＦＦ

ゼロ付近の値を示す

±０．１％ of スパン± 1ｄｉｇｉｔ

－９９９９～＋１００００
ただし、最大１００００スパンの範囲内でスケーリング可能

ノーマルモード：入力フィルタの項参照
コモンモード　：－１２０ｄＢ以上（５０／６０Ｈｚ）

二位置制御
ブリリアントＰＩＤ制御
※ＰＩ制御も可能

ＴＩＯ－Ｈ：０．１秒　　ＴＩＯ－Ｊ：０．２秒

・オーバーシュート防止機能付き（ＲＦＢリミッタ方式）
・エンハンストオートチューニング機能付き

スケーリング範囲と同じ

１～３６００秒

１～３６００秒
※微分時間　０秒：ＰＩ制御

Ｓｌｏｗ，Ｍｅｄｉｕｍ，Ｆａｓｔの３段階で設定可能

１～１００秒

積分時間

微分時間

制御応答パラメータ

時間比例の周期

リレー接点出力

０．１％～１０００．０％　 of　スパン

デジタル入力フィルタ

雑音除去比

入力スケーリング範囲

９０％  RESPONSE

併用可能

小数点位置３桁まで

可変可能

電流連続出力

電圧連続出力

トライアック出力

オープンコレクタ出力

制
　
　
　
　
御
　
　
　
　
出
　
　
　
　
力

注文時指定

（出力のマイナス端子の

共通接続は

DC 1～5Vのみ可能）

注文時指定

（出力のマイナス端子の
共通接続はできません）

電圧パルス出力

２チャネル仕様の出力の

マイナス端子は、内部にて

コモン接続されています。

仕　様
高精度温度制御モジュール（電流電圧連続入力）

定　　格
電気的寿命
接　　点
周　　期

出力電流
分　解　能
許容負荷抵抗
出力インピーダンス

出力電圧
許容負荷抵抗
周　　期

出力電圧

分解能

許容負荷抵抗

出力インピーダンス

容　　量
ゼロクロス方式

トランジスタシンク出力
負荷電圧
最大負荷電流
ＯＦＦ時漏れ電流
ＯＮ時最大電圧降下

0.7V以下（負荷電流10mA時）

：0.5A（周囲温度40℃のとき）

：AC250V　3A（抵抗負荷）
：30万回以上　定格負荷
：1a接点
：1～100秒　可変

：DC0～20mA　　DC4～20mA
：11bit以上
：500Ω以下
：5MΩ以上

：DC0-12V
：600Ω以上
：1～100秒　可変

：DC0～1V　　DC0～5V　　DC0～10V　　DC1～5V

：11bit以上

：1KΩ以上

：0.1Ω以下

：DC12～24V
：100mA
：0.1mA以下
：2.4V以下（負荷電流100mA時）



仕　様
高精度温度制御モジュール（電流電圧連続入力）

２点

上限偏差警報
下限偏差警報
上下限偏差警報
範囲内警報
待機付き上限偏差警報
待機付き下限偏差警報
待機付き上下限偏差警報
上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報
再待機付き上限偏差警報
再待機付き下限偏差警報
再待機付き上下限偏差警報

項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

警報点数

警報動作

　
警
　
　
報
　
　
機
　
　
能

上限偏差警報　：－スパン～＋スパン
下限偏差警報　：－スパン～＋スパン
上下限偏差警報：０～スパン
範囲内警報　　：０～スパン
待機付き上限偏差警報　：－スパン～＋スパン
待機付き下限偏差警報　：－スパン～＋スパン
待機付き上下限偏差警報：０～スパン
上限入力値警報：入力範囲と同じ
下限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き上限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き下限入力値警報：入力範囲と同じ

入力分解能と同じ

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

設定範囲

注文時指定

（電源／ CPUモジュールで

　動作指定）

設定分解能

注文時指定　　（オプション）

ＴＩＯ－Ｈのみ指定可能。

警報出力

警
　
報
　
出
　
力

リレー接点出力

出力点数 １点

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

チェック項目

自己診断異常時の動作

自
己
診
断
機
能

オート／マニュアル切換

設定範囲

バランスレスバンプレス

手
動
設
定
機
能

温調機能選択

外形寸法

重　量

そ
　
　
の
　
　
他

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

ＲＡＭチェック
調整データチェック
入力値チェック
ウォッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯
制御出力ＯＦＦ
リセット状態

温度制御を自動（オート）で行うか、または手動（マニュアル）で行うか選択可能

－５．０～１０５．０％

オート／マニュアル切換時、双方向バランスレスバンプレス

緑色ＬＥＤ：温度制御モジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ：温度制御モジュール異常時点灯

２４（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

１２０ｇ

：ＡＣ２５０Ｖ　ＤＣ２４Ｖ　２Ａ（抵抗負荷）
：３０万回以上　定格負荷
：１ａ接点
：ＤＣ５Ｖ　１ｍＡ

定格負荷
電気的寿命
接　点
最小開閉電圧電流

・通常
・警報のみ
・モニタのみ
・未使用

：温度制御実行可能
：モニタとして使用し、制御出力なし。　ただし警報動作は有効
：モニタとして使用し、制御出力および警報動作なし
：入出力機能なし
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仕　様
カスケード制御モジュール（温度入力）

4.6　カスケード制御モジュール（CIO-A/温度入力）
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

２点（マスタ入力、スレーブ入力）　※入力－出力間絶縁（測温抵抗体入力の入力間は非絶縁）

熱電対入力　　　：　Ｋ，Ｊ，Ｒ，Ｓ，Ｂ，Ｅ，Ｔ，Ｎ，ＰＬⅡ，Ｗ５Ｒｅ／Ｗ２６Ｒｅ，Ｕ，Ｌ　　　　　
　　　　　　　
測温抵抗体入力　：　ＪＰｔ１００，Ｐｔ１００

入力レンジ参照　　　　　　　６－１８頁　入力とレンジコード表参照

１または０．１℃

０．１秒　

約０．３μＶ／Ω　

１ＭΩ以上

入力点数

入力種類

入力範囲

分解能

サンプリング 周期

外部抵抗の影響

入力インピーダンス

入力フィルタ

ＰＶバイアス

入力断線時

入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

測定精度

冷接点温度補償誤差

性
　
　
　
　
能

制御方式

制御演算周期

その他機能

制
御
動
作

主設定

加熱側比例帯

設
　
　
定
　
　
範
　
　
囲

注文時指定

注文時指定

熱電対入力のみ

約０．３ｍＡ

１０Ω以下　

１次遅れデジタルフィルタ
時定数　０．１～１００．０秒で設定可能
※０秒に設定するとフィルタはＯＦＦ

－５．００～＋５．００％　 of　スパン

アップスケール

±０．１％ of スパン± 1ｄｉｇｉｔ

※ただし、熱電対Ｂ入力の０～３９９℃は精度保証範囲外　

±０．５℃以内（０～５０℃の範囲）

ただし、入力値が
　　　　－１００℃～－１５０℃では±２．０℃以内
　　　　－１５０℃～－２００℃では±３．０℃以内
ブリリアントＰＩＤ制御
※ＰＩ制御も可能
（スレーブチャネルは加熱／冷却制御可能）

０．１秒　

・オーバーシュート防止機能付き（ＲＦＢリミッタ方式）

・エンハンストオートチューニング機能付き

入力範囲と同じ

センサー電流

許容入力導線抵抗の影響

測温抵抗体入力のみ

測温抵抗体入力のみ

熱電対入力のみ

０．１％～１０００．０％　 of　スパン

１～３６００秒

１～１００秒

１～３６００秒

※微分時間　０秒：ＰＩ制御

－１０．０～＋１０．０％　 of　スパン

Ｓｌｏｗ，Ｍｅｄｉｕｍ，Ｆａｓｔの３段階で設定可能

冷却側比例帯

積分時間

微分時間

制御応答パラメータ

時間比例の周期

熱電対入力のみ

注文時指定

リレー接点出力

オーバーラップ
　　　　　　／デッドバンド

０．１％～１０００．０％　 of　スパン

電流連続出力

電圧連続出力

トライアック出力

オープンコレクタ出力

注文時指定

（出力のマイナス端子の共通
接続はDC 1～5Vのみ可能）

注文時指定

（出力のマイナス端子の共通
接続はできません）

電圧パルス出力

制
　
　
　
　
御
　
　
　
　
出
　
　
　
　
力

定　　格
電気的寿命
接　　点
周　　期

出力電流
分　解　能
許容負荷抵抗
出力インピーダンス

出力電圧
許容負荷抵抗
周　　期

出力電圧

分解能

許容負荷抵抗

出力インピーダンス

容　　量
ゼロクロス方式

トランジスタシンク出力
負荷電圧
最大負荷電流
ＯＦＦ時漏れ電流
ＯＮ時最大電圧降下

0.7V以下（負荷電流10mA時）

：0.5A（周囲温度40℃のとき）

：AC250V　3A（抵抗負荷）
：30万回以上　定格負荷
：1a接点
：1～100秒　可変

：DC0～20mA　　DC4～20mA
：11bit以上
：500Ω以下
：5MΩ以上

：DC0-12V
：600Ω以上
：1～100秒　可変

：DC0～1V　　DC0～5V　　DC0～10V　　DC1～5V

：11bit以上

：1KΩ以上

：0.1Ω以下

：DC12～24V
：100mA
：0.1mA以下
：2.4V以下（負荷電流100mA時）



警報出力

上限偏差警報
下限偏差警報
上下限偏差警報
範囲内警報
待機付き上限偏差警報
待機付き下限偏差警報
待機付き上下限偏差警報
上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報
再待機付き上限偏差警報
再待機付き下限偏差警報
再待機付き上下限偏差警報

項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

警報動作

温
　
　
度
　
　
警
　
　
報
　
　
機
　
　
能

上限偏差警報　：－スパン～＋スパン
下限偏差警報　：－スパン～＋スパン
上下限偏差警報：０～スパン
範囲内警報　　：０～スパン
待機付き上限偏差警報　：－スパン～＋スパン
待機付き下限偏差警報　：－スパン～＋スパン
待機付き上下限偏差警報：０～スパン
上限入力値警報：入力範囲と同じ
下限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き上限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き下限入力値警報：入力範囲と同じ

入力分解能と同じ

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

設定範囲

注文時指定

（電源／ CPUモジュールで

　動作指定）

注文時指定

（電源／ CPUモジュールで
　動作指定）

設定分解能

チェック項目

自己診断異常時の動作

自
己
診
断
機
能

オート／マニュアル切換

設定範囲

バランスレスバンプレス

手
動
設
定
機
能

ＲＡＭチェック
調整データチェック
入力値チェック
ウォッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯
制御出力ＯＦＦ
リセット状態

温度制御を自動（オート）で行うか、または手動（マニュアル）で行うか選択可能

－５．０～１０５．０％

オート／マニュアル切換時、双方向バランスレスバンプレス

緑色ＬＥＤ：温度制御モジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ：温度制御モジュール異常時点灯

４８（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

２６０ｇ

温調機能選択

外形寸法

重　量

そ
　
　
の
　
　
他

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

ル
ー
プ
断
線
警
報
警報出力

設定範囲

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

警報点数 ２点

使用／不使用の選択可能

デ
　
ジ
　
タ
　
ル
　
入
　
力

入力方式

入力点数

解放時の電圧

接点電流

絶縁方式

約３ｍＡ／点

ＤＣ１２Ｖ

２点

無電圧接点　　開時の抵抗値：５００ｋΩ以上　　閉時の抵抗値：１０Ω以下

フォトカプラ絶縁

外部接続 端子台

カ
　
ス
　
ケ
　
ー
　
ド
　
機
　
能

モニタ項目 カスケードモニタ：±入力範囲

通常設定値 カスケードバイアス：　
　　　　－９９．９９～１００．００　ｏｆ　入力スパン
カスケードゲイン：
　　　　－９．９９９～１０．０００　（無単位）
カスケード　ＯＮ／ＯＦＦ：
　　　　０：ＯＦＦ　１：ＯＮ　（通信またはデジタル入力により切換可能）

イニシャル設定値 カスケードデータ選択：０：出力値　　１：測定値　　２：ローカル設定値
� � 　３：設定値モニタ　　４：偏差（ローカル設定値－測定値）　

トラッキング機能：０：ＯＦＦ　１：ＯＮ

デジタル入力選択機能：０：機能ＯＦＦ
� � 　　１：カスケードＯＮ／ＯＦＦ
� � 　　２：マスタチャネルオート／マニュアル切換有効有効
� � 　　３：１、２ともに有効

　　　　
　　　　
　　　　
　　　　

機能 モード切替

仕　様
カスケード制御モジュール（温度入力）

・通常
・警報のみ
・モニタのみ
・未使用

：温度制御実行可能
：モニタとして使用し、制御出力なし。　ただし警報動作は有効
：モニタとして使用し、制御出力および警報動作なし
：入出力機能なし

：１～７２００秒
：入力範囲と同じ

ＬＢＡ設定時間
ＬＢＡデッドバンド（ＬＢＤ）

（ＬＢＤ：オートチューニング終了後、積分値の２倍の値が自動設定）



CIO

■外観図

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

　　　　　：赤色ＬＥＤ

動作（ＲＵＮ）ランプ

　　　：緑色ＬＥＤ
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■外形寸法図
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※１ モジュールの仕様によって出力される内容が以下の様になります。　

加熱冷却制御仕様加熱制御仕様

制御出力１

制御出力２

スレーブチャネルの加熱側制御出力

スレーブチャネルの冷却側制御出力

マスタチャネルの制御出力（分配出力）

スレーブチャネルの制御出力
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仕　様
カスケード制御モジュール（温度入力）

端子カバー

端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。
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4.7　カスケード制御モジュール（CIO-A/電流電圧連続入力）
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

１／１００００

０．１秒

電圧入力：１ＭΩ以上
電流入力：２５０Ω

入力点数

入力種類

入力範囲

分解能

サンプリング周期

入力インピーダンス

アナログ入力フィルタ

入力断線時の動作

測定精度

制御方式

制御演算周期

その他機能

主設定

比例帯

注文時指定

カットＯＦＦ周波数：約１１．６Ｈｚ

立ち上がり時間　　：約３３ｍｓ

１次遅れデジタルフィルタ
時定数　０．１～１００．０秒で設定可能
※０．０秒に設定するとフィルタはＯＦＦ

ゼロ付近の値を示す

±０．１％ of スパン± 1ｄｉｇｉｔ

－９９９９～＋１００００
ただし、最大１００００スパンの範囲内でスケーリング可能

ノーマルモード：入力フィルタの項参照
コモンモード　：－１２０ｄＢ以上（５０／６０Ｈｚ）

ブリリアントＰＩＤ制御
※ＰＩ制御も可能

（加熱冷却制御は不可）

０．１秒

・オーバーシュート防止機能付き（ＲＦＢリミッタ方式）
・エンハンストオートチューニング機能付き

スケーリング範囲と同じ

０．１～１０００．０％　of　スパン

１～３６００秒

１～３６００秒
※微分時間　０秒：ＰＩ制御

Ｓｌｏｗ，Ｍｅｄｉｕｍ，Ｆａｓｔの３段階で設定可能

１～１００秒

積分時間

微分時間

制御応答パラメータ

時間比例の周期

リレー接点出力

デジタル入力フィルタ

雑音除去比

入力スケーリング範囲

９０％ RESPONSE

併用可能

小数点位置１桁まで
可変可能

入力－ＣＰＵ間絶縁

電流連続出力

電圧連続出力

トライアック出力

オープンコレクタ出力

電圧パルス出力

２点（マスタ入力、スレーブ入力）　※入力－入力、入力－出力間絶縁

加熱／冷却制御は不可

電圧入力：DC0～10mV,　DC0～100mV,　DC0～1V,　
               DC0～5V,　DC1～5V,  DC0～10V,　DC-5～5V,　DC-10～10V,  DC-1～1V
電流入力：DC0～20mA,  DC4～20mA　　

入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

制
御
動
作

設
　
　
定
　
　
範
　
　
囲

スパンの -5～+105％　
＊入力レンジ参照　　　　　　６－１８頁　入力とレンジコード表参照

制
　
　
　
　
御
　
　
　
　
出
　
　
　
　
力

注文時指定

（出力のマイナス端子の

共通接続は

DC 1～5Vのみ可能）

注文時指定

（出力のマイナス端子の
共通接続はできません）

定　　格
電気的寿命
接　　点
周　　期

出力電流
分　解　能
許容負荷抵抗
出力インピーダンス

出力電圧
許容負荷抵抗
周　　期

出力電圧

分解能

許容負荷抵抗

出力インピーダンス

容　　量
ゼロクロス方式

トランジスタシンク出力
負荷電圧
最大負荷電流
ＯＦＦ時漏れ電流
ＯＮ時最大電圧降下

0.7V以下（負荷電流10mA時）

：0.5A（周囲温度40℃のとき）

：AC250V　3A（抵抗負荷）
：30万回以上　定格負荷
：1a接点
：1～100秒　可変

：DC0～20mA　　DC4～20mA
：11bit以上
：500Ω以下
：5MΩ以上

：DC0-12V
：600Ω以上
：1～100秒　可変

：DC0～1V　　DC0～5V　　DC0～10V　　DC1～5V

：11bit以上

：1KΩ以上

：0.1Ω以下

：DC12～24V
：100mA
：0.1mA以下
：2.4V以下（負荷電流100mA時）

仕　様
カスケード制御モジュール（電流電圧連続入力）



警報出力

上限偏差警報
下限偏差警報
上下限偏差警報
範囲内警報
待機付き上限偏差警報
待機付き下限偏差警報
待機付き上下限偏差警報
上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報
再待機付き上限偏差警報
再待機付き下限偏差警報
再待機付き上下限偏差警報

項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

警報動作

温
　
　
度
　
　
警
　
　
報
　
　
機
　
　
能

上限偏差警報　：－スパン～＋スパン
下限偏差警報　：－スパン～＋スパン
上下限偏差警報：０～スパン
範囲内警報　　：０～スパン
待機付き上限偏差警報　：－スパン～＋スパン
待機付き下限偏差警報　：－スパン～＋スパン
待機付き上下限偏差警報：０～スパン
上限入力値警報：入力範囲と同じ
下限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き上限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き下限入力値警報：入力範囲と同じ

入力分解能と同じ

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

設定範囲

注文時指定

（電源／ CPUモジュールで

　動作指定）

注文時指定

（電源／ CPUモジュールで

　動作指定）

設定分解能

チェック項目

自己診断異常時の動作

自
己
診
断
機
能

オート／マニュアル切換

設定範囲

バランスレスバンプレス

手
動
設
定
機
能

ＲＡＭチェック
調整データチェック
入力値チェック
ウォッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯
制御出力ＯＦＦ
リセット状態

温度制御を自動（オート）で行うか、または手動（マニュアル）で行うか選択可能

－５．０～１０５．０％

オート／マニュアル切換時、双方向バランスレスバンプレス

緑色ＬＥＤ：温度制御モジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ：温度制御モジュール異常時点灯

４８（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

２６０ｇ

温調機能選択

外形寸法

重　量

そ
　
　
の
　
　
他

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

ル
ー
プ
断
線
警
報
警報出力

設定範囲

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

警報点数 ２点

使用／不使用の選択可能

デ
　
ジ
　
タ
　
ル
　
入
　
力

入力方式

入力点数

解放時の電圧

接点電流

絶縁方式

約３ｍＡ／点

ＤＣ１２Ｖ

２点

無電圧接点　　開時の抵抗値：５００ｋΩ以上　　閉時の抵抗値：１０Ω以下

フォトカプラ絶縁

外部接続 端子台

カ
　
ス
　
ケ
　
ー
　
ド
　
機
　
能

モニタ項目 カスケードモニタ：±入力範囲

通常設定値 カスケードバイアス：　
　　　　－９９．９９～１００．００　ｏｆ　入力スパン
カスケードゲイン：
　　　　－９．９９９～１０．０００　（無単位）
カスケード　ＯＮ／ＯＦＦ：
　　　　０：ＯＦＦ　１：ＯＮ　（通信またはデジタル入力により切換可能）

イニシャル設定値 カスケードデータ選択：０：出力値　　１：測定値　　２：ローカル設定値
� � 　３：設定値モニタ　　４：偏差（ローカル設定値－測定値）　

トラッキング機能：０：ＯＦＦ　１：ＯＮ

デジタル入力選択機能：０：機能ＯＦＦ
� � 　　１：カスケードＯＮ／ＯＦＦ
� � 　　２：マスタチャネルオート／マニュアル切換有効有効
� � 　　３：１、２ともに有効

　　　　
　　　　
　　　　
　　　　

機能 モード切替

仕　様
カスケード制御モジュール（電流電圧連続入力）

・通常
・警報のみ
・モニタのみ
・未使用

：温度制御実行可能
：モニタとして使用し、制御出力なし。　ただし警報動作は有効
：モニタとして使用し、制御出力および警報動作なし
：入出力機能なし

：１～７２００秒
：入力範囲と同じ

ＬＢＡ設定時間
ＬＢＡデッドバンド（ＬＢＤ）

（ＬＢＤ：オートチューニング終了後、積分値の２倍の値が自動設定）



CIO

■外観図

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

　　　　　：赤色ＬＥＤ

動作（ＲＵＮ）ランプ

　　　：緑色ＬＥＤ

FAIL

RUN

■外形寸法図
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■端子説明図
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仕　様
カスケード制御モジュール（電流電圧連続入力）

端子カバー

端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。

2mm
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仕　様
温度入力モジュール

4.8　温度入力モジュール（TI-A,C）
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

４チャネル（チャネル間絶縁）　※ＴＩ－Ａモジュールは非絶縁入力点数 入力－ＣＰＵ間絶縁

警報出力

上限入力値警報

下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報

警報動作
Ｔ
　
Ｉ
　
警
　
報
　
機
　
能

上限入力値警報：入力範囲と同じ
下限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き上限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き下限入力値警報：入力範囲と同じ

入力分解能と同じ

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

設定範囲

各警報毎に動作選択可能

（電源／CPUモジュールで
　動作指定）

各チャネル毎に設定

設定分解能

警報点数 ２点

チェック項目

自己診断異常時の動作

自
己
診
断
機
能

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

ＲＡＭチェック
調整データチェック
入力値チェック
ウォッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯

リセット状態

緑色ＬＥＤ：温度入力モジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ：温度入力モジュール異常時点灯

通常使用状態

機能ＯＦＦ

２４（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

１４０ｇ

機
能
選
択

使用

未使用

外形寸法

重　量
そ
の
他

熱電対入力（ＴＩ－Ｃ）　　　：　Ｋ，Ｊ，Ｒ，Ｓ，Ｂ，Ｅ，Ｔ，Ｎ，ＰＬⅡ，Ｗ５Ｒｅ／Ｗ２６Ｒｅ，Ｕ，Ｌ

測温抵抗体入力（ＴＩ－Ａ）　：　ＪＰｔ１００，Ｐｔ１００

入力レンジ参照　　　　　　　６－１８頁　入力とレンジコード表参照

１または０．１℃

０．５秒　

約０．３μＶ／Ω　

１ＭΩ以上

入力種類

入力範囲

分解能

サンプリング周期

外部抵抗の影響

入力インピーダンス

入力フィルタ

ＰＶバイアス

入力断線時

入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

測定精度

冷接点温度補償誤差

性
　
　
　
　
能

注文時指定

注文時指定

熱電対入力のみ

センサー電流

許容入力導線抵抗の影響

測温抵抗体入力のみ

測温抵抗体入力のみ

熱電対入力のみ

熱電対入力のみ

約０．２５ｍＡ

２０Ω以下　

１次遅れデジタルフィルタ
時定数　１～１００秒で設定可能
※０秒に設定するとフィルタはＯＦＦ

－５．００～＋５．００％　 of　スパン

アップスケール

±０．３％ of スパン± 1ｄｉｇｉｔ

※ただし、熱電対Ｂ入力の０～３９９℃は精度保証範囲外

±１．０℃以内（０～５０℃の範囲）

ただし、入力値が
　　　　－１００℃～－１５０℃では±２．０℃以内
　　　　－１５０℃～－２００℃では±３．０℃以内



■外観図

RUN

FAIL
TI

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

　　　　　：赤色ＬＥＤ

動作（ＲＵＮ）ランプ

　　　：緑色ＬＥＤ

■外形寸法図

単位：ｍｍ

２
４

１００

■端子説明図
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端子カバー

端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。

2mm

モジュール本体

仕　様
温度入力モジュール

熱
電
対
入
力

熱
電
対
入
力

測
温
抵
抗
体
入
力

測
温
抵
抗
体
入
力



仕　様
高精度温度入力モジュール

4.9　高精度温度入力モジュール（TI-B）
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

２チャネル　　　　※チャネル間絶縁

熱電対入力　　　：　Ｋ，Ｊ，Ｒ，Ｓ，Ｂ，Ｅ，Ｔ，Ｎ，ＰＬⅡ，Ｗ５Ｒｅ／Ｗ２６Ｒｅ，Ｕ，Ｌ　　
　　　　　　　

入力レンジ参照　　　　　　　６－１８頁　入力とレンジコード表参照

１または０．１℃　０．０１℃

０．１秒

約０．３μＶ／Ω

１ＭΩ以上

入力点数

入力種類

入力範囲

分解能

サンプリング 周期

外部抵抗の影響

入力インピーダンス

入力フィルタ

ＰＶバイアス

入力断線時

測定精度

冷接点温度補償誤差

注文時指定

注文時指定

熱電対入力のみ

約０．３ｍＡ

１０Ω以下

１次遅れデジタルフィルタ
時定数　０．１～１００．０秒で設定可能
※０秒に設定するとフィルタはＯＦＦ

－５．００～＋５．００％　 of　スパン

アップスケール、ダウンスケール選択可能

±０．１％  of スパン ± 1ｄｉｇｉｔ

※ただし、熱電対Ｂ入力の０～３９９℃は

　精度保証範囲外

±０．５℃以内（０～５０℃の範囲）
ただし、入力値が
　　　　－１００℃～－１５０℃では±２．０℃以内
　　　　－１５０℃～－２００℃では±３．０℃以内

センサー電流

許容入力導線抵抗の影響

測温抵抗体入力のみ

測温抵抗体入力のみ

熱電対入力のみ

熱電対入力のみ

入力－ＣＰＵ間絶縁

測温抵抗体入力　：　ＪＰｔ１００，Ｐｔ１００

警報出力

上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報

警報動作

上限入力値警報：入力範囲と同じ
下限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き上限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き下限入力値警報：入力範囲と同じ

入力分解能と同じ

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

設定範囲

設定分解能

警報点数 ２点

チェック項目

自己診断異常時の動作

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

ＲＡＭチェック
調整データチェック
入力値チェック
ウォッチドッグタイマ
ＦＡＩＬランプ点灯

リセット状態

緑色ＬＥＤ：温度入力モジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ：温度入力モジュール異常時点灯

外形寸法

重　量

各警報毎に動作選択可能

（電源／CPUモジュールで
　動作指定）

各チャネル毎に設定

２４（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

１４０ｇ

使用

未使用

通常使用状態

未使用

Ｔ
　
Ｉ
　
警
　
報
　
機
　
能

自
己
診
断
機
能

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

機
能
選
択

そ
の
他

入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

性
　
　
　
　
能



仕　様
高精度温度入力モジュール

■外観図

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

　　　　　：赤色ＬＥＤ

動作（ＲＵＮ）ランプ

　　　：緑色ＬＥＤ

■外形寸法図

■端子説明図
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単位：ｍｍ
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端子カバー

端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。

2mm

モジュール本体

熱
電
対
入
力

熱
電
対
入
力

測
温
抵
抗
体
入
力

測
温
抵
抗
体
入
力
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仕　様
位置比例温度制御モジュール

4.10　位置比例(コントロールモータ駆動用)温度制御モジュール
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

１チャネル　　　　※入力－出力間絶縁

熱電対入力　　　：　Ｋ，Ｊ，Ｒ，Ｓ，Ｂ，Ｅ，Ｔ，Ｎ，ＰＬⅡ，Ｗ５Ｒｅ／Ｗ２６Ｒｅ，Ｕ，Ｌ　　　　　
　　　　　　　
測温抵抗体入力　：　ＪＰｔ１００，Ｐｔ１００

入力レンジ参照　　　　　　　６－１８頁　入力とレンジコード表参照

１または０．１℃

０．５秒　

約０．３５μＶ／Ω　

１ＭΩ以上

入力点数

入力種類

入力範囲

分解能

サンプリング 周期

外部抵抗の影響

入力インピーダンス

入力フィルタ

ＰＶバイアス

入力断線時

入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

測定精度

冷接点温度補償誤差

性
　
　
　
　
能

制御方式

制御演算周期

その他機能

制
御
動
作

主設定

比例帯

設
　
定
　
範
　
囲

注文時指定

注文時指定

熱電対入力のみ

約０．２５ｍＡ

２０Ω以下　

１次遅れデジタルフィルタ
時定数　１～１００秒で設定可能
※０秒に設定するとフィルタはＯＦＦ

－５．００～＋５．００％　 of　スパン

アップスケール

±０．３％ of スパン±1digit
※ただし、熱電対Ｂ入力の０～３９９℃は精度保証範囲外

±１．０℃以内（０～５０℃の範囲）
ただし、入力値が
　　　　－１００℃～－１５０℃では±２．０℃以内
　　　　－１５０℃～－２００℃では±３．０℃以内

±０．３％ of スパン± 1ｄｉｇｉｔ

ＰＩＤ制御（速度型）

※ＰＩ制御も可能

０．５秒　

・オートチューニング機能

・マニュアル出力機能

入力範囲と同じ

センサー電流

許容入力導線抵抗の影響

測温抵抗体入力のみ

測温抵抗体入力のみ

熱電対入力のみ

１～３６００秒

１～３６００秒
※微分時間　０秒：ＰＩ制御

Ｓｌｏｗ，Ｍｅｄｉｕｍ，Ｆａｓｔの３段階で設定可能

積分時間

微分時間

制御応答パラメータ

中立帯

熱電対入力のみ

０．１％～１０００．０％　 of　スパン

（TIO-K）

開度帰還抵抗入力

警報出力

上限偏差警報
下限偏差警報
上下限偏差警報
範囲内警報
待機付き上限偏差警報
待機付き下限偏差警報
待機付き上下限偏差警報
上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報
再待機付き上限偏差警報
再待機付き下限偏差警報
再待機付き上下限偏差警報

警報動作

温
　
　
度
　
　
警
　
　
報
　
　
機
　
　
能

上限偏差警報　：－スパン～＋スパン
下限偏差警報　：－スパン～＋スパン
上下限偏差警報：０～スパン
範囲内警報　　：０～スパン
待機付き上限偏差警報　：－スパン～＋スパン
待機付き下限偏差警報　：－スパン～＋スパン
待機付き上下限偏差警報：０～スパン
上限入力値警報：入力範囲と同じ
下限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き上限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き下限入力値警報：入力範囲と同じ

入力分解能と同じ

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

設定範囲

注文時指定

（電源／CPUモジュールで

　動作指定）

設定分解能

警報点数 ２点

モータ時間

積算出力リミッタ

０．１～１０．０％　 of　モータ時間
※５０ms以下にはならない
※制御演算結果の積算値が中立帯の値以上になるまで出力はＯＮにならない

５～１０００秒

１００．０～２００．０％

※連続して開出力または閉出力が出力しているとき、その出力を積算し、
　 積算出力リミッタの設定値に達するとそれ以後出力がＯＮにならない。
　 ただし、一度閉出力または開出力が出力されると出力の積算値はリセットされる。



仕　様
位置比例温度制御モジュール

項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

チェック項目

自己診断異常時の動作

自
己
診
断
機
能

オート／マニュアル切換

設定動作
手
動
設
定
機
能

ＲＡＭチェック
調整データチェック
入力値チェック
ウォッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯
制御出力ＯＦＦ
リセット状態

温度制御を自動（オート）で行うか、または手動（マニュアル）で行うか選択可能

－５．０～１０５．０％
※出力のタイミング
　・設定変更時
　・電源投入時
　・オート／マニュアルでマニュアル切換時
　・制御開始／停止で開始切換時
　以上の場合、設定値に向けて３回出力を行う

緑色ＬＥＤ：温度制御モジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ：温度制御モジュール異常時点灯

２４（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

１２０ｇ

温調機能選択

外形寸法

重　量

そ
　
　
の
　
　
他

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

ル
ー
プ
断
線
警
報

ＬＢＡ設定時間：１～７２００秒
ＬＢＡデッドバンド（ＬＢＤ）：入力範囲と同じ
（ＬＢＤ：オートチューニング終了後、積分値の２倍の値が自動設定）

警報出力

設定範囲

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

定　格　　：ＡＣ２５０Ｖ　３Ａ（抵抗負荷）
電気的寿命：３０万回以上　定格負荷
接　点　　：１ａ接点
周　期　　：１～１００秒　可変

リレー接点出力制
御
出
力

開
度
帰
還
抵
抗
入
力

１３５Ω標準

※１００，５００，１ｋ，５ｋ，１０ｋΩで指定可能

入力サンプル周期

入力断線時の表示 ±１９９．９％の間で表示

０．０～１００．０％（全閉←→全開）
※調整可能
※調整時にモータ時間の自動設定可能

入力範囲

入力抵抗値

入力の種類 コントロールモータからの開度帰還抵抗入力

注文時指定

１秒

■外観図

RUN

FAIL
TIO

動作（ＲＵＮ）ランプ

　　　：緑色ＬＥＤ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

　　　　　：赤色ＬＥＤ

■外形寸法図

開度入力異常時は正常な

出力が得られません

入力表示のみ
制御とは無関係

入力異常時はマニュアル出力不可

２
４

１００

９
６

２３．５

単位：ｍｍ

９
９
.５

端子カバー

端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。

2mm

モジュール本体

・通常
・警報のみ
・モニタのみ
・未使用

：温度制御実行可能
：モニタとして使用し、制御出力なし。　ただし警報動作は有効
：モニタとして使用し、制御出力および警報動作なし
：入出力機能なし



仕　様
位置比例温度制御モジュール

■端子説明図
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仕　様
デジタル出力モジュール

4.11　デジタル出力モジュール（DO-A,B,D）
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

緑色ＬＥＤ：デジタル出力モジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ：デジタル出力モジュール異常時点灯

ＤＯ－Ａ：リレー接点出力またはトランジスタ出力（シンクロード）
ＤＯ－Ｂ：リレー接点出力
ＤＯ－Ｄ：トランジスタ出力（シンクロード）

ＤＯ－Ａ：８点　ＤＯ－Ｂ：４点　ＤＯ－Ｄ：１６点
リレー接点出力　　　　：２点｛４点／コモン｝（ＤＯ－Ａ）　　　全点独立出力（ＤＯ－Ｂ）
オープンコレクタ出力　：１点｛８点／コモン｝（ＤＯ－Ｄ）
フォトカプラ絶縁

定格負荷：ＡＣ２５０Ｖ　ＤＣ２４Ｖ
最大負荷電流：１点　１Ａ（抵抗負荷）　　１コモン　４Ａ（抵抗負荷）（ＤＯ－Ａモジュールのみ）
最小開閉電圧電流：ＤＣ５Ｖ　１０ｍＡ

定格負荷：ＤＣ１２／２４Ｖ
最大負荷電流：１点　0.1　　　Ａ（DO-Aモジュール）　　0.05Ａ（DO-Dモジュール）　

１コモン　0.8Ａ（DO-Aモジュール）　　0.4Ａ（DO-Dモジュール）　　　

２４（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ
ＤＯ－Ａ／Ｄ：１４０ｇ　　　ＤＯ－Ｂ：１３０ｇ

外形寸法
重　量

動作（ＲＵＮ）ランプ
フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

出力種類

出力点数
コモン点数

絶縁方式

リレー接点出力

オープンコレクタ出力

LED
表示

出
　
　
　
力
　
　
　
仕
　
　
　
様

選択されたＴＩＯ警報（第１，第２警報）がチャネル毎に出力

ヒータが断線したとき、ヒータ断線警報としてチャネル毎に出力

入力センサが断線したとき、バーンアウト警報がチャネル毎に出力

ＴＩＯ警報

ヒータ断線警報

バーンアウト警報

付
　
加
　
機
　
能

ＲＡＭチェック、ウォッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯、リセット状態

チェック項目

自己診断異常時の動作
自己
診断

注文時指定

ＤＯ－Ｂタイプは指定不可

ループ断線警報

ＡＩ警報 選択されたＡＩ警報（第１，第２警報）がチャネル毎に出力

制御ループ内に以上が発生した場合に、ループ断線警報がチャネル毎に出力

リレー接点出力形態 ａ接点

■外観図

DO
フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

　　　　　：赤色ＬＥＤ

動作（ＲＵＮ）ランプ

　　　：緑色ＬＥＤ

ＤＯ－Ａ
ＤＯ－Ｂ

■外形寸法図

２
４

１００

９
６

２３．５

ＤＯ－Ａ
ＤＯ－Ｂ

単位：ｍｍ

■端子説明図
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*推奨コネクタ
 AXM120415

（ストレーンリリーフ付）
松下電工（株）製

端子カバー

端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。

2mm

モジュール本体
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仕　様
デジタルイベント出力モジュール

4.12　デジタルイベント出力モジュール（DO-C）
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

トランジスタ出力（シンクロード）

８点

オープンコレクタ出力　：１点（８点／コモン）

フォトカプラ絶縁

定格負荷：ＤＣ１２／２４Ｖ
最大負荷電流：１点　　　０．１Ａ
　　　１コモン　０．８Ａ

出力種類

出力点数

コモン点数

絶縁方式

オープンコレクタ出力

出
　
力
　
仕
　
様

ＰＣＰモジュールにてシリアル通信にて設定設定方法

注文時指定

警報出力仕様内容 　・温度第１警報状態
　・温度第２警報状態
　・温度バーンアウト状態
　・ＨＢＡ状態　　　　　　　　
　・ＡＩ第１警報状態
　・ＡＩ第２警報状態
　・ＴＩ第１警報状態
　・ＴＩ第２警報状態
　・ＴＩバーンアウト状態
　・ＬＢＡ状態
　・ＡＴ／ＰＩＤ状態
　・イベントＤＩ論理出力状態

　・温度偏差値警報
　・温度入力値警報
　・温度設定値警報　　　　　　
　・ＡＩ入力値警報
　・ＴＩ入力値警報

　・温度入力値比較
　・温度設定値比較　　　　　　
　・ＡＩ入力値比較
　・ＴＩ入力値比較

出
　
力
　
機
　
能

状態出力機能 ＰＣＰモジュールで持つ温度第１警報状態等のON/OFFデータを出力

拡
張
警
報
出
力
機
能

温度偏差警報 　・上限警報
　・下限警報
　・上下限警報
　・範囲内警報
　・待機付上限警報
　・待機付下限警報
　・待機付上下限警報
　・待機付範囲内警報警報
　・再待機付上限警報
　・再待機付下限警報
　・再待機付上下限警報

温度入力値警報 　・上限警報
　・下限警報
　・待機付上限警報
　・待機付下限警報

温度設定値警報 　・上限警報
　・下限警報

ＡＩ入力値警報 　・上限警報
　・下限警報
　・待機付上限警報
　・待機付下限警報

比
較
出
力
機
能

温度入力値比較

温度設定値比較

ＡＩ入力値比較

ＴＩＯモジュールのＰＶとＰＶの大小比較

ＴＩＯモジュールのＳＶとＳＶの大小比較

ＡＩモジュールのＰＶとＰＶの大小比較

ＴＩＯモジュール等の
チャネル番号は選択可能

・遅延タイマ
・動作すきま
ともにユニット共通設定

ただしＴＩＯモジュール等の
チャネル番号は選択可能

・インターロック機能有り

機能の仕様は、各ＤＯ
チャネル毎に設定内容
の割付が可能。

緑色ＬＥＤ：デジタル出力モジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ：デジタル出力モジュール異常時点灯

２４（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

１４０ｇ

外形寸法

重　量

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

ＲＡＭチェック
ウォッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯

リセット状態

チェック項目

自己診断異常時の動作

自
己
診
断
機
能

そ
の
他

ＴＩ入力値警報 　・上限警報
　・下限警報
　・待機付上限警報
　・待機付下限警報

ＴＩ入力値比較 ＴＩモジュールのＰＶとＰＶの大小比較

状態出力

警報出力

比較出力



仕　様
デジタルイベント出力モジュール

■外観図
フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

　　　　　：赤色ＬＥＤ

動作（ＲＵＮ）ランプ

　　　：緑色ＬＥＤ

■外形寸法図

■端子説明図
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９
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端子カバー

端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。

2mm

モジュール本体
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仕　様
デジタル入力モジュール

4.13　デジタル入力モジュール（DI-A）
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

ソースタイプ

８点

ＤＣ２４Ｖ

ＤＣ２１．６～ＤＣ２６．４Ｖ

６．７ｍＡ／点（ＤＣ２４Ｖ）

３．６ｋΩ

ON電圧：　ＤＣ１８．５Ｖ

OFF電圧：　ＤＣ　９．０Ｖ

４点／コモン

フォトカプラ絶縁

端子台

緑色ＬＥＤ　：　デジタル入力モジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ　：　デジタル入力モジュール異常時点灯

８メモリエリアの切換が可能

温度制御の開始／停止の操作が可能

全チャネルの警報インターロックを解除することが可能

ＲＡＭチェック
ウォッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯

リセット状態

入力形式

入力点数

定格入力電圧

入力電圧範囲

定格入力電流

入力インピーダンス

入力動作電圧

コモン点数

絶縁方式

外部接続

入
　
　
　
　
力
　
　
　
　
仕
　
　
　
　
様

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

マルチメモリエリア切換

温度制御の実行／停止切換

警報インターロック解除入力

付
加
機
能

チェック項目

自己診断異常時の動作

自
己
診
断
機
能

２４（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

１２０ｇ

外形寸法

重　量

■外観図
フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

　　　　　：赤色ＬＥＤ

動作（ＲＵＮ）ランプ

　　　：緑色ＬＥＤ

■外形寸法図

■端子説明図
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端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。

2mm
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仕　様
デジタルイベント入力モジュール

4.14　デジタルイベント入力モジュール（DI-B）
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

ソースタイプ

８点

ＤＣ２４Ｖ

ＤＣ２１．６～ＤＣ２６．４Ｖ

６．７ｍＡ／点（ＤＣ２４Ｖ）

３．６ｋΩ

ＯＮ電圧　　：　ＤＣ１８．５Ｖ
ＯＦＦ電圧　：　ＤＣ　９．０Ｖ

４点／コモン

フォトカプラ絶縁

端子台

緑色ＬＥＤ　：　デジタル入力モジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ　：　デジタル入力モジュール異常時点灯

８点（１モジュール）

論理回路数
論理回路種類
論理入力数
入力反転選択
論理出力数
論理出力遅延回数

：８個（１モジュールあたり）
：４種類（AND,NAND,OR,NOR）
：４×８点
：４×８点
：１×８点
：０～２５５回（１周期0.2秒）

ＲＡＭチェック
ウォッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯

リセット状態

入力形式

入力点数

定格入力電圧

入力電圧範囲

定格入力電流

入力インピーダンス

入力動作電圧

コモン点数

絶縁方式

外部接続

入
　
　
　
　
力
　
　
　
　
仕
　
　
　
　
様

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

ＤＩモニタ

論理回路ソフト

付
加
機
能

チェック項目

自己診断異常時の動作

自
己
診
断
機
能

２４（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

１２０ｇ

外形寸法

重　量

■外観図
フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

　　　　　：赤色ＬＥＤ

動作（ＲＵＮ）ランプ

　　　：緑色ＬＥＤ

■外形寸法図
DI

RUN

FAIL

１０モジュールで最大８０点

論理回路種類

遅延タイマ
論理出力

論理入力１
論理入力２
論理入力３
論理入力４

論理入力種類 ：１～８０ＣＨ
：１～８０ＣＨ
：１～７２ＣＨ
：１～１８ＣＨ
：１～１８ＣＨ
：１～１８ＣＨ
：１～１８ＣＨ
：１～１８ＣＨ
：１～３６ＣＨ
：１～３６ＣＨ
：１～３６ＣＨ
：１～３６ＣＨ
：１～３６ＣＨ
：有／無
：昇温完了／昇温未完了
：全てのＣＨが通常制御中／いずれかのＣＨがオートチューニング中

・イベントＤＩの入力
・イベントＤＩの論理出力
・イベントＤＯの出力
・ＴＩＯ第１警報
・ＴＩＯ第２警報
・ＴＩＯバーンアウト状態
・ＴＩＯヒータ断線状態
・ＴＩＯループ断線状態
・ＡＩ第１警報
・ＡＩ第２警報
・ＴＩ第１警報
・ＴＩ第２警報
・ＴＩバーンアウト状態
・ＰＣＰモジュールエラー状態
・ＴＩＯ昇温完了状態
・ＴＩＯのＰＩＤ／ＡＴ論理和

入力反転選択

２
４

１００

９
６

２３．５

単位：ｍｍ

９
９
.５ 端子カバー

端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。

2mm

モジュール本体



仕　様
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■端子説明図
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仕　様
アナログ出力モジュール

4.15 アナログ出力モジュール（AO-A,B）
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

４点（ＡＯ－Ａ）チャネル間非絶縁　　２点（ＡＯ－Ｂ）チャネル間絶縁

電圧出力　　：ＤＣ０～１０ｍＶ，ＤＣ０～１００ｍＶ，ＤＣ０～１Ｖ
    　　　　　　　ＤＣ０～５Ｖ，ＤＣ１～５Ｖ，ＤＣ０～１０Ｖ，　　　　　　　　
電流出力　　：ＤＣ０～２０ｍＡ，ＤＣ４～２０ｍＡ

１２ビット以上

電圧出力：約10Ω（ＤＣ０～１０ｍＶ ,０～１００ｍＶ）
0.1Ω以下（ＤＣ０～１Ｖ,０～５Ｖ,１～５Ｖ,０～１０Ｖ）

電流出力：５ＭΩ以上

出力点数

出力種類

分解能

出力インピーダンス

出
　
　
　
　
　
　
　
　
力

注文時指定

出力－ＣＰＵ間絶縁

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

緑色ＬＥＤ：ＡＯモジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ：ＡＯモジュール異常時点灯

電源／ＣＰＵモジュールよりシリアル通信にて設定
または専用オペレーションパネルにて設定

チェック項目

自己診断異常時の動作

自
己
診
断
機
能

ＲＡＭチェック
調整データチェック
入力値チェック
ウォッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯
リセット状態

外形寸法

重　量

そ
の
他

２４（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

１２０ｇ

電圧出力：２０ＫΩ以上（ＤＣ０～１０ｍＶ,０～１００ｍＶ）
　　　　　１ＫΩ以上（ＤＣ０～１Ｖ,０～５Ｖ,１～５Ｖ,０～１０Ｖ）
電流出力：５００Ω以下

許容負荷抵抗

設定方法

ＡＯ選択機能 　　　・マニュアルモード

　　　・測定値
　　　・設定値
　　　・偏差
　　　・出力値（加熱）
　　　・出力値（冷却）
　　　・ＡＩモジュール入力値
　　　・ＴＩモジュール入力値
・TIO-Kモジュール開度入力

レコーダモード

レ
コ
ー
ダ

種類・チャネル選択 ＡＯ機能選択・チャネル選択により自由に出力する種類とＣＨを選択可能

出力ズーム機能 出力するＰＶデータを拡大してＡＯに出力

出力変更周期 ２００ｍｓ

マ
ニ
ュ
ア
ル

－１００００～＋１００００
　ただし、１００００のスパン範囲内でスケーリング可能

スケーリング

出力変化率リミッタ
０，０．１～１００．０％／秒
　０秒：出力変化率リミッタＯＦＦ
（上昇／下降共通設定）

出力キャリブレーション機能 ゼロ点、フルスケール点の補正

■外観図
フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

　　　　　：赤色ＬＥＤ

動作（ＲＵＮ）ランプ

　　　：緑色ＬＥＤ

■外形寸法図

■端子説明図

AO
FAIL
RUN

７

８

AO 4

AO 4

＋

－

－

＋

AO 3

AO 3

＋

－

AO 2

AO 2

AO 2

AO 2

＋

－

AO I AO I

AO 1

AO 1
＋

－

５

６
－

＋

３

４
－

＋

１

２
－

＋

AO

RUN

FAIL

AO
FAIL
RUN

７

８
－

＋＋

－

＋

－

１

２
－

＋

モ
ー
ド

モ
ー
ド

いずれか選択可能

ＡＯ－Ａ
ＡＯ－Ｂ

ＡＯ－ＢＡＯ－Ａ

２
４

１００

９
６

２３．５ 単位：ｍｍ

９
９
.５

端子カバー

端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。

2mm

モジュール本体

電
圧
電
流
出
力

電
圧
電
流
出
力

電
圧
電
流
出
力

電
圧
電
流
出
力

電
圧
電
流
出
力

電
圧
電
流
出
力

出
力
端
子

出
力
端
子



仕　様
アナログ入力モジュール

4-16　アナログ入力モジュール（AI-A,B）
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

ＡＩ－Ａ：４点（入力間非絶縁）　　ＡＩ－Ｂ：２点（入力間絶縁）

電圧入力　　：ＤＣ０～１０ｍＶ， ＤＣ０～１００ｍＶ， ＤＣ０～１Ｖ
ＤＣ０～５Ｖ， ＤＣ１～５Ｖ， ＤＣ０～１０Ｖ，
ＤＣ－５～＋５Ｖ，ＤＣ－１０～＋１０Ｖ， ＤＣ－１～＋１Ｖ

電流入力　　：ＤＣ０～２０ｍＡ，ＤＣ４～２０ｍＡ

スパンの-5～105%

１／１００００

ＡＩ－Ａ：０．２秒　　ＡＩ－Ｂ：０．１秒　

電圧入力：１ＭΩ以上
電流入力：２５０Ω

入力点数

入力種類

入力範囲

分解能

サンプリング 周期

入力インピーダンス

アナログ入力フィルタ

入力断線時

入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

測定精度

キャリブレーション機能

注文時指定

カットＯＦＦ周波数：約１１．６Ｈｚ
立ち上がり時間　　：約３３ｍｓ

１次遅れデジタルフィルタ
　時定数　０．１～１００．０秒で設定可能　※０秒に設定するとフィルタはＯＦＦ
移動平均：４回の移動平均
　（使用／不使用の選択可能）

ゼロ付近の値を示す

±０．１％ of スパン± 1ｄｉｇｉｔ

－９９９９～＋１００００
ただし、最大１００００スパンの範囲内でスケーリング可能

ノーマルモード：入力フィルタの項参照
コモンモード　：－１２０ｄＢ以上（５０／６０Ｈｚ）
ゼロ点キャリブレーション機能
　スパンの－５～＋５％範囲内
フルスケールキャリブレーション機能
　スパンの－９５～＋１０５％範囲内

デジタル入力フィルタ

雑音除去比

入力スケーリング範囲

９０％ RESPONSE

併用可能

小数点位置３桁まで
可変可能

入力－ＣＰＵ間絶縁

チャネル毎に
キャリブレーション可能

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

緑色ＬＥＤ：ＡＩモジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ：ＡＩモジュール異常時点灯

　
警
　
報
　
機
　
能

上限入力値警報：入力範囲と同じ
下限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き上限入力値警報：入力範囲と同じ
待機付き下限入力値警報：入力範囲と同じ

入力分解能と同じ

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

設定範囲

注文時指定

（電源／CPUモジュールで
　動作指定）

設定分解能

上限入力値警報
下限入力値警報
待機付き上限入力値警報
待機付き下限入力値警報

警報動作

警報出力

チェック項目

自己診断異常時の動作

自
己
診
断
機
能

ＲＡＭチェック
調整データチェック
入力値チェック
ウォッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯
リセット状態

外形寸法

重　量

そ
の
他

２４（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

ＡＩ－Ａ：１２０ｇ　　ＡＩ－Ｂ：１４０ｇ　

チャネル毎に
個別設定可能

■外観図

RUN

FAIL
AO

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

　　　　　：赤色ＬＥＤ

動作（ＲＵＮ）ランプ

　　　：緑色ＬＥＤ

■外形寸法図

２
４

１００

９
６

２３．５

単位：ｍｍ

警報点数 ２点

９
９
.５ 端子カバー

端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。

2mm

モジュール本体



仕　様
アナログ入力モジュール

■端子説明図
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋

３

４
－
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＋

AI
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７

８
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－

－

＋
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＋

－
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２
－

＋

ＡＩ－Ａ ＡＩ－Ｂ

電
圧
電
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入
力

電
圧
電
流
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力

電
圧
電
流
入
力

電
圧
電
流
入
力

電
圧
電
流
入
力

電
圧
電
流
入
力

入
力
端
子

入
力
端
子



仕　様
電流検出器入力モジュール

4.17　電流検出器入力モジュール（CT-A）
項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

緑色ＬＥＤ：電流検出器入力モジュール動作時点滅

赤色ＬＥＤ：電流検出器入力モジュール異常時点灯

電流検出器入力（ＣＴ）

６点

３点（1～2ch/コモン、3～4ch/コモン、5～6ch/コモン）

フォトカプラ絶縁

２４（Ｗ）×９６（Ｈ）×１００（Ｄ）ｍｍ

１２０ｇ

外形寸法

重　量

動作（ＲＵＮ）ランプ

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

入力種類

入力点数

コモン点数

絶縁方式

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示

ＲＡＭチェック
ウォッチドッグタイマ

ＦＡＩＬランプ点灯
リセット状態

チェック項目

自己診断異常時の動作

自
己
診
断
機
能

ＣＴＬ－６－Ｐ－Ｎ，ＣＴＬ－１２－Ｓ５６－１０Ｌ－Ｎ
０～　３０Ａ：ＣＴＬ－６－Ｐ－Ｎ使用
０～１００Ａ：ＣＴＬ－１２－Ｓ５６－１０Ｌ－Ｎ使用

入力値の５％または±２Ａ
※いずれか大きい方の値

入力電流

ヒータ電流測定精度

入
　
　
力
　
　
仕
　
　
様

０．０～１００．０Ａ

１～２０チャネル（同一制御チャネル設定可能）

当モジュールより電源／ＣＰＵモジュールへ警報状態をデータとして出力

ヒ
ー
タ
断
線
警
報
機
能

設定範囲

対応温度制御チャネル設定

警報出力

注文時指定

ＣＴ：別売り

■外観図

RUN

FAIL
CT

フェイル（ＦＡＩＬ）ランプ

　　　　　：赤色ＬＥＤ

動作（ＲＵＮ）ランプ

　　　：緑色ＬＥＤ

■端子説明図
CT
FAIL

RUN

５

６

７

８

３

１

２

４

９

CT1

CT2

COM

CT3

CT4

COM

CT5

CT6

COM

■外形寸法図

２
４

１００

９
６

２３．５

単位：ｍｍ

９
９
.５

端子カバー

端子カバーを付けた状態では、
前方方向に端子カバーの分だけ

２mm外径が拡大します。

2mm

モジュール本体

入
力
端
子

電
流
検
出
器
入
力

電
流
検
出
器
入
力

電
流
検
出
器
入
力



仕　様
一般仕様

項　　　　　目 仕　　　　　　　　　　　　　様 備　　考

注文時指定

オペレーションパネルのみ

4.18　一般仕様
電源電圧 コントロールユニット

　　　　　　　　　　 オペレーションパネル

コントロールユニット

オペレーションパネル

　　　　　　　　　

電源電圧
　　変動範囲

　　　　　　　

絶縁抵抗

耐電圧

耐ノイズ性

ＡＣ１００～１２０Ｖ　
ＡＣ２００～２４０Ｖ
ＤＣ２４Ｖ

ＡＣ１００～２４０Ｖ

ＡＣ　９０～１３２Ｖ　単相５０／６０Ｈｚ　±３Ｈｚ
ＡＣ１８０～２６４Ｖ　単相５０／６０Ｈｚ　±３Ｈｚ
ＤＣ２１．６～２６．４Ｖ

ＡＣ　９０～２６４Ｖ

電源端子と接地端子間
　　ＤＣ５００Ｖ　２０ＭΩ以上
入出力端子と接地端子間
　　ＤＣ５００Ｖ　２０ＭΩ以上

電源端子と接地端子間
　　ＡＣ１５００Ｖ　１分間
入出力端子と接地端子間
　　ＡＣ１０００Ｖ　１分間

１５００Ｖ（Ｐ－Ｐ）
　　パルス幅１μｓｅｃ　立ち上がり１ｎｓｅｃのノイズシミュレータより

　

　　
防塵・防滴

使用周囲温度

使用周囲湿度

使用周囲雰囲気

保存周囲温度

保存周囲湿度

接地

構造

冷却方式

ＩＰ５５

０～５０℃（但し、ＬＣＤ表示タイプオペレーションパネルのコントラスト保証範囲は１０～４０℃）

４５～８５％ＲＨ（結露なきこと）

腐食性ガスがなく、塵埃がひどくないこと

－２０～７０℃

９５％ＲＨ以下（結露なきこと）

第３種接地

パネル取付型

自然冷却

７
７

２４ ２４ ２４ ２４

４－Ｍ３

２－Ｍ３

２－Ｍ３

壁面取付時の寸法図（ｍｍ）

２－Ｍ３

■取付寸法図 （コントロールユニット）



　５．１　製糸プロセス・延伸機
　５．２　半導体プロセス・ガスライン温度制御
　５．３　射出成形機
　５．４　連続炉
　５．５　拡散炉・酸化炉



製糸プロセス・延伸機

未延伸の繊維

カップリングロール
（インダクションヒータ）

プレートヒータ

巻取機

巻き取りロール

ホストコンピュータ

動力電源

OUT1

OUT2

A

A

B

B

B

B
+

+

-

-

RUN

FAIL

ＳＳＲ

ＳＳＲ

熱電対

熱電対

動力電源

７８ライン
温度制御　１５６点

コントロールユニット

：　PCP-A　10モジュール
：　TIO-B　78モジュール
：　DO-A-D　20モジュール

コントロールユニット　10ユニット
温度制御点数156点
温度警報オープンコレクタ出力156点

　（PCP-A＋TIO-B×８＋DO-A-D×２）×９
＋（PCP-A＋TIO-B×６＋DO-A-D×２）×１

プレートヒータ

カップリングロール
（インダクションヒータ）

アプリケーション

TIO-B

TIO-B

DO-A-D

TIO-B

TIO-B

DO-A-D

DO-A-D

各
チ
ャ
ネ
ル
独
立
警
報
出
力

各
チ
ャ
ネ
ル
独
立
警
報
出
力

各
チ
ャ
ネ
ル
独
立
警
報
出
力



アプリケーション

供給・排気ガスラインの温度管理

配管

センサ
ヒータ

配管

センサ
ヒータ

～

SSR

SSR

・
・
・
・
・

.....

配管

センサ センサ

ヒータ

ヒータ

半導体製造プロセス（ガスライン温度管理）

DISPLAY

SR Mini SystemSUB FAIL

ON/OFF

RKC

TIO-B×10台
オペレーションパネル
　　　 OPM

ホストコンピュータ

コントロールユニット

・コントロールユニット　2ユニット：PCP-A　2モジュール
・温度制御点数　　　　　　　40点：TIO-B　20モジュール

TIO-B×10台



アプリケーション

射出成形機

総合温度警報出力 (ALM1)

総合温度警報出力 (ALM2)

ヒータ断線総合警報出力

　　昇温完了出力

　ＦＡＩＬ警報出力

・コントロールユニット
・温度制御点数
・電流検出器入力
・温度警報出力
・ヒータ断線警報出力
・各警報、運転状態
　　　　イベント出力
・金型温度入力

1台
4点
4点
8点
4点

8点
8点

：PCP-A
：TIO-B
：CT-A
：DO-A-M
：DO-A-M

：DO-C-D
：TI-A

1モジュール
2モジュール
1モジュール
1モジュール
1モジュール

1モジュール
2モジュール

射出成形機

オペレーションパネル

コンピュータ
プリンタ

・運転管理
・自動日報プリントアウト

OPCもしくは他社製MMI
＊オリジナル画面の作成も可能

TIO-B CT-ADO-A DO-C TI-A

シ
リ
ン
ダ
各
点
独
立
上
下
限
警
報

シ
リ
ン
ダ
各
点
独
立
上
下
限
警
報

各
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ー
タ
ゾ
ー
ン
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入
力

シ
リ
ン
ダ
（
加
熱
）

シ
リ
ン
ダ
（
加
熱
）

金
型
温
度

各種DI/DO

各
警
報
・
運
転
状
態
イ
ベ
ン
ト
出
力

コントロールユニット

シーケンサ



アプリケーション

総合温度警報出力(ALM1)

総合温度警報出力(ALM2)

ヒータ断線総合警報出力

　　昇温完了出力

ＲＳ－４２２Ａ

　ＦＡＩＬ警報出力

連続炉

コンピュータ

・運転管理

モ
ー
タ
回
転
数
指
令

ベ
ル
ト
速
度

TIO-B CT-A DO-A
AI-A DI-A
AO-A

メ
モ
リ
エ
リ
ア
切
換

各
点
独
立
上
限
警
報

各
点
独
立
ヒ
ー
タ
断
線
警
報

各
ヒ
ー
タ
ゾ
ー
ン
Ｃ
Ｔ
入
力

ゾ
ー
ン
１
・
２
（
加
熱
）

ゾ
ー
ン
３
・
４
（
加
熱
）

ゾ
ー
ン
５
・
６
（
加
熱
）

モータ

ゾーン２ ゾーン４ ゾーン６ゾーン１ ゾーン３ ゾーン５

モータドライバ

ＴＧ
変
換
器

モ
ー
タ
回
転
数
指
令

ベ
ル
ト
速
度

コントロールユニット

・コントロールユニット
・温度制御点数
・電流検出器入力
・温度警報出力
・ヒータ断線警報出力
・モータ回転数指令等
　　　　　　電流電圧連続出力
・ベルト速度等
　　　　　　電流電圧連続入力
・メモリエリア切換入力

PCP-A
TIO-B
CT-A
DO-A-M
DO-A-M

AO-A

AI-A
DI-A

1モジュール
3モジュール
1モジュール
2モジュール
1モジュール

1モジュール

1モジュール
1モジュール

  1ユニット：
6点：
6点：
6点：
6点：

1点：

1点：

連続炉

オペレーションパネル

OPCもしくは他社製MMI
＊オリジナル画面の作成も可能



縦型酸化炉

+

-

反応ガス 排気

・コントロールユニット
・温度制御点数
・温度警報出力
・各警報、運転状態イベント出力

1モジュール
4モジュール
1モジュール
1モジュール

PCP-A
TIO-E
DO-A-M
DO-C-D

1ユニット
4点
8点
8点

　　

オペレーションパネル コンピュータ
プリンタ

・運転管理
・自動日報プリントアウト

ＯＰＣ

シーケンサ

TIO-E DO-C
DO-A

+

-

+

-

+

-

各
ゾ
ー
ン
独
立
上
下
限
警
報
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ー
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熱
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報
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転
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ト
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力
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ン
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（
加
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ン
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熱
）
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ゾーン３
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ウ
ェ
ハ
移
載
機
作
動

真
空
ポ
ン
プ
作
動

各
反
応
ガ
ス
バ
ル
ブ
作
動

ボ
ー
ド
エ
レ
ベ
ー
タ
作
動
等

コントロールユニット

アプリケーション

縦型拡散炉



SR Mini HGは、システム構築時に必要な基本的ルールがあります。
はじめに本章の「STEP 1 基本ルール」をお読みになり、ご希望のシステムを構築してください。

!

この章について

　

STEP 5　型　名

　　　　　　　・ＰＣＰモジュール

　　　　　　　・ＴＩモジュール

　　　　　　　・ＴＩＯモジュール

１チャネル仕様

２チャネル仕様

　　　　　　　・ＣＩＯモジュール

　　　　　　　・入力とレンジコード表

　　　　　　　・ＤＯ、ＣＴモジュール　　　　

　　　　　　　・ＡＩ、ＡＯ、ＤＩモジュール

　　　　　　　・オペレーションパネル

　　　　　　　　ＯＰＣ－Ｈ

　　　　　　　　ＯＰＭ

　　　　　　　・ケーブル

　　　　　　　　ＯＰＣ－Ｈ関連

　　　　　　　　ＯＰＭ関連

　　　　　　　　ＰＣＰモジュール関連

　　　　　　　・電流検出器

　　　　　　　・ラインコンバータ

　　　　　　　・コネクタ（推奨品）

STEP 1　基本ルール  

STEP 2　希望するスタイルは？  

STEP 3　モジュールの選定  

STEP 4　システムの確認をしてみましょう  



　１章からここまでの説明でSR Mini HGの概要についてご理解いただけたとおもいます。

　

 この章では、具体的にお客様がSR Mini HGを構築していただくために記載されています。

STEP 1 基本ルール

使用するモジュールの種類、台数を決定します

基本システム形態の確認を行います

システム構築時の基本ルールです

希望する機種の仕様を選定します

各機種を紙面上で実際に連結してみます

STEP 2 希望するスタイルは？

STEP 3 モジュールの決定

STEP 5 型名（仕様を選定します）

STEP 4 システムの確認をしてみましょう

（この章について）



ご注文の手引き

SR Mini HGシステム構築時に必要なルールについて解説します。
この項目のルールを最低限守っていただき、ご希望のシステムを構築してください。

基本ルール

STEP 1 基本ルール

●機能モジュール接続台数は１０台まで

1.　モジュール（コントローラ）接続時

最大１０台
ＰＣＰ 機能モジュール

ＣＩＯおよび

モジュール

●コントロールユニットを連結する時はＲＳ－４２２Ａで

コントロールユニットを連結（マルチドロップ）接続する場合は、

全てのＰＣＰモジュールの通信仕様がＲＳ－４２２Ａでなくてはなりません。

また、接続できる台数は最大１６台まで（当社オペレーションパネルと

接続した場合は８台まで）となります。

ＰＣＰモジュールの通信仕様は
ＲＳ－４２２Ａで

最大１６ユニット

●ＣＴ入力割付、ＤＯモジュール警報出力割付は、
 　同じコントロールユニット内で閉じる

制御に関連する全ての入出力は、同じコントロールユニット内で

閉じていなければなりません。例えば、コントロールユニットを

２台連結して使用する場合、１番目のコントロールユニット内の

温度警報を２番目のコントロールユニットで出力したり、

２番目のコントロールユニットのＣＴ入力を利用して１番目の

コントロールユニットのヒータ断線警報を使用することはできません。

ユニット1の制御出力／警報出力

CT入力Aのヒータ断線警報出力

１台のコントロールユニットに接続できる機能モジュールは、

ＰＣＰモジュールを除き最大１０台までとなります。

ただし、ＴＩＯ－ＤとＣＩＯモジュールは、２台分としてカウントします。

　　　モジュールの種類によって接続できる台数に限りが
　　　あります。　→６－４、６－５頁参照

ＣＴ入力A

＊オペレーションパネル接続時は最大８ユニット

ＴＩＯ－Ｄは２台分



●モジュールの種類によって、
　 １台のコントロールユニット（ＰＣＰモジュール以下）に
   接続できる台数に限りがあります。

以下の機能モジュールについては、システム構成上、また、チャネル数割り当て数の制限上で、
１台のコントロールユニット内に接続できる台数に限りがあります。

ＴＩＯ－Ｄモジュール
ＣＩＯ－Ａモジュール
ＴＩ－Ｂモジュール
ＴＩ－Ｃモジュール
ＡＩ－Ｂモジュール
ＡＯ－Ａモジュール
ＣＴ－Ａモジュール
ＤＯ－Ａ,B,C,Dモジュール 最大　５台
ＤＩ－Ａモジュール

最大　５台
最大　５台
最大　６台
最大　６台＊
最大　７台＊
最大　５台
最大　５台

最大　１台

＊ＴＩ－Ｃ／ＡＩ－Ｂモジュールについては、6-5頁の消費電流にて計算すると、5V系電源の容量が越えてしまいますが、
　 ＴＩ－Ｃ／ＡＩ－Ｂモジュールのみで構成した場合、12V系電源から不足分の電力が供給されるため、上記の台数まで
　 接続が可能となります。

（上記以外の機能モジュールについては　最大１０台まで接続することが可能です。）

ご注文の手引き
基本ルール



ご注文の手引き
基本ルール

各機能モジュールには5V系の回路と12V系の回路があり、それぞれの回路へPCPモジュールから電源が

供給されていますが、機能モジュールの回路消費電流値の関係上、機能モジュールの最大連結台数が

１０モジュール未満となる場合があります。

モジュール構成時は、下記を参考にして、モジュール連結時の５Ｖ系および、１２Ｖ系の各回路消費電流の

合計が、ＰＣＰモジュールの最大供給電流を超えないようにしてください。

ＤＯ－Ａ（Ｂ）－Ｍ(リレー接点出力)

DO-A-D, DO-D(オープンコレクタ出力)

ＡＯ－Ａ

ＡＯ－Ｂ

ＴＩＯ－Ｄ

ＴＩＯ－Ｄ以外のＴＩＯ

ＣＩＯ－Ａ

ＤＩ

ＣＴ

ＡＩ－Ａ

ＡＩ－Ｂ

ＴＩ－Ａ

ＴＩ－Ｂ

ＴＩ－Ｃ

各機能モジュールの5V／12V系回路消費電流

 45mA
 45mA
 40mA
 40mA
150mA
150mA
290mA
 30mA
110mA
140mA
260mA
150mA
260mA
270mA

140mA
  0mA
 80mA
130mA
 80mA
 40mA
 40mA
  0mA
  0mA
  0mA
  0mA
  0mA
  0mA
  0mA

5V系回路消費電流 12V系回路消費電流

ＰＣＰモジュール最大供給電流 最大1600mA 最大1000mA

5V系供給電流 12V系供給電流

１２Ｖ系電源

５Ｖ系電源

PCPモジュール 各機能モジュール

12V系
回路　

5V系
回路　

最大1600mA

最大1000mA
1000mA以内

1600mA以内

●コントロールユニットは、ＰＣＰモジュールの最大供給電流以内で、
　モジュールを構成してください。



ご注文の手引き
基本ルール

■機能モジュール消費電流計算例

0mA 0mA 0mA

260mA 260mA 260mA

１２Ｖ系電源

５Ｖ系電源

PCPモジュール 各機能モジュール

最大1600mA

最大1000mA

１２Ｖ系電源

５Ｖ系電源

最大1600mA

最大1000mA

１２Ｖ系電源

５Ｖ系電源

最大1600mA

最大1000mA

1730mA

440mA40mA

150mA

40mA

150mA

TIO-B（コントロールユニット）

ＡＩ－Ｂモジュール４台（アナログ入力　８点）
ＴＩＯ－Ｂモジュール４台（加熱制御　８点）
ＤＯ－Ａ－Ｍモジュール２台（デジタル出力　１６点）
以上についてモジュールを構成する場合

●コントロールユニット１台で構成していて電源容量をオーバーする場合は、何れかのモジュールを削除して

構成点数を減らすか、コントロールユニットを増設してモジュールを振り分けてください。

（コントロールユニットを増設する場合、例えば、ユニット１はＴＩＯモジュール、ユニット２はＡＩモジュールのみと

構成せずに、使用している制御エリアごとに各機能モジュールを分散させるとオペレーションパネル画面上にて

操作／確認が容易となります。ただし、ヒータ断線警報用にＣＴモジュールを使用する場合や、各種警報用に

ＤＯモジュールを使用する場合、それらのモジュールは対応させるモジュール（ＴＩＯ・ＴＩ・ＡＩモジュール等）

と同じコントロールユニットに構成してください。）

1000mA以下→ＯＫ

1600mA以上
　→電源容量オーバーです

AI-B

0mA

260mA

PCPモジュール

PCPモジュール

865mA

220mA

（コントロールユニット）

1000mA以下→ＯＫ

1600mA以下→ＯＫ

（コントロールユニット）

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

12V系
　回路

40mA

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

5V系
　回路

150mA

40mA

150mA

140mA

45mA

140mA

45mA

DO-A-M

各機能モジュール

TIO-B AI-B

40mA

150mA

40mA

150mA

140mA

45mA

DO-A-M

0mA 0mA

260mA 260mA

865mA

220mA
1000mA以下→ＯＫ

1600mA以下→ＯＫ

各機能モジュール

TIO-B AI-B

40mA

150mA

40mA

150mA

140mA

45mA

DO-A-M

0mA 0mA

260mA 260mA



ご注文の手引き
基本ルール

●モジュールのチャネル番号は左上から連結順

モジュールのチャネル番号は、連結されているモジュールの

種類毎に左上から順番に自動的に決定されます。

2. チャネル・機能の割付関連

●ＣＴ入力付のＴＩＯモジュールは
   ＣＴ入力をモジュール内で処理

ＣＴモジュールの各ＣＴ入力は、同一のコントローラ内の

ＴＩＯモジュールの各チャネルへ自由に割付が可能ですが、

オプションでＣＴ入力のあるＴＩＯモジュールのＣＴ入力は、

他のチャネルに割付をすることはできません。

●DO-A,B,Dモジュールは
   重複した警報出力はできません

DO-A,B,Dモジュールの場合、ＤＯモジュールの

出力ブロック毎（DO-A,B：4ch毎DO-D：8ch毎）に

機能が割り付けられます。

対応するＴＩＯモジュールのチャネル番号は、

割り付けられた機能のブロック別に上から順番に

自動的に設定されます。

よって、同一のチャネルかつ同一の種類の警報を

重複させて出力することはできません。

＊重複出力させる場合はＤＯ－Ｃ（イベント出力）モジュールを使用します。

　

FAIL

ALM1

ALM2

ALM3

ALM4
NO

NO

NO

NO

AC200V
L

N

TIO-B
TIO-D

TI-A
AI-ATIO-A

① ②
③
④ ⑤

1
2
3
4

1
2
3
4

PCP

ＣＴモジュールＴＩＯ－Ａモジュール

ＴＩＯ－Ｂモジュール

CT1

CT2

CT3

CT4

CT5

CT6

CT

Ch.A

Ch.B

Ch.C

Ch.D

Ch.E

Ch.FCh.G

モ
ジ
ュ
ー
ル
内
で
使
用
す
る

・・・
（例）

ヒータ断線警報　第２警報　

TIO第１警報　 TIO第１警報　

Ch.1
Ch.2
Ch.3
Ch.4
Ch.1
Ch.2
Ch.3
Ch.4

Ch.1
Ch.2
Ch.3
Ch.4

Ch.5
Ch.6
Ch.7
Ch.8

（割付例）

●電流電圧連続制御出力のＴＩＯモジュールに
   ＣＴ入力の割付はできません

電流電圧連続制御出力の場合、ヒータ断線警報機能を

使用することはできません。

ＣＴモジュール

ＴＩＯ－Ｂモジュール

CT1

CT2

CT3

CT4

CT5

CT6

Ch.A

Ch.B

Ch.C

Ch.D

Ch.E

Ch.F

ＤＣ１～５Ｖ制御出力等

（ＤＯ－Ａモジュール）



２チャネル仕様のＴＩＯモジュールの入出力は、２チャネル共に同一の仕様となります。

3. その他

●ＴＩＯモジュール内は同一仕様

熱電対入力

リレー接点出力

電流電圧連続出力

測温抵抗体入力

電流電圧連続出力

電流電圧連続出力

熱電対入力

熱電対入力

ご注文の手引き
基本ルール



ご注文の手引き
希望するスタイルは？

Style 1.

コントロールユニット

「STEP 2」では、SR Mini HG のオペレーション形態を確認するためのスタイルを紹介しています。

STEP 2 希望するスタイルは？

シーケンサ

オペレーションパネル
　　（ＯＰＣ）

プリンタ

・オペレーションパネル

・コンピュータ

・シーケンサ

・
・
・
・
・

オペレーションパネル(OPC)

オペレーションパネル(OPM)

コンピュータ

Style 2.

オペレーションパネル
　　（ＯＰＭ）

コンピュータ



ご注文の手引き
希望するスタイルは？

必要に応じて通信レベル変換器（COM-AまたはCOM-B）
をご使用ください。

コンピュータ

Style 3.
コンピュータ

Style 4.
他社製シーケンサ、
　　　ディスプレイパネル

他社製ディスプレイパネル

㈱デジタル
発紘電機㈱

㈱パトライト等

他社製シーケンサ

ラダー通信

（ラダー通信）

※通信プログラムおよび画面の作成が必要となります

※サンプルソフト(WIN SCI／WM SCI）を用意しております。
　 当社ホームページから無償ダウンロードできます

Style 5.
その他

●MODBUSによる外部機器への接続等

（専用カタログを用意しております。）

（詳細については当社営業担当までお問い合わせください）

●CC-Link、DeviceNet等による
　　フィールドネットワークへの接続等

●MAPMANによるシーケンサとの
　　プログラムレス接続等



ご注文の手引き　モジュールの選定

「STEP 3 モジュールの選定」では、機能モジュールの種類と台数を決定します。

加熱（冷却）制御入出力点数　　　　　　　点　　

加熱冷却制御入出力点数　　　　　　　　点　　

第一警報（ALM1）出力点数　　　

第二警報（ALM2）出力点数　　　

電流検出器入力点数　　　

ヒータ断線警報出力点数　　　

メモリエリア切換機能　　　 必要・不要

温度制御入出力
高精度型

デジタル入力

デジタル出力

対応モジュール

TIO-A

１台あたり
の点数必要入出力点数

温度制御の実行／停止　　　 必要・不要

警報インターロックの解除　　　必要・不要
※２

※１　同じチャネルかつ、警報の種類の重複出力はできません。

※２　3種類以上のメモリエリア切換を行いたい場合はＤＩ－Ａモジュール１台が必要になります。２種類の切換のみで使用する場合、
　　　　ＰＣＰ－Ｂモジュールのデジタル入力機能で、温度制御の開始／停止・警報インターロック解除ともに対応できます。

※３　イベント出力を除いた各警報の総合出力（ＯＲ出力）および、昇温完了出力について、ＰＣＰモジュールから出力できます。

※４　測温抵抗体入力のみとなります。

※５　加熱冷却仕様は熱電対あるいは測温抵抗体入力のみとなります。

　　

STEP 3 モジュールの選定

入力点数　　　　　　　　　　　　 　　　　点　　ＡＩ アナログ入力絶縁型

ＡＩ第一警報（ALM1）出力点数　

ＡＩ第二警報（ALM2）出力点数　

ＡＩ警報

加熱（冷却）入出力点数　　　　　　　　　点

加熱冷却制御入出力点数　　　　　　　　点　　

高精度制御入出力

イベント入力点数　　　　　　　 　　　　　点　

イベント出力点数　　　　　　　　

イベント入力

イベント出力

デジタル入力

DI-B

TIO-B

TIO-C

TIO-D

TIO-E

TIO-F

TIO-G

DI-A

DO-C

CT-A

DO-B

DO-A

DO-B

DO-A

DO-B

DO-A

ＴＩＯ

ＴＩＯ

1(A,C)

2

1(C)

2(C)

1(A)

2

1

DO-B

DO-A

DO-B

DO-A

AI-A

TIO-H

TIO-J

1(A)

2

8
4

8
4

6

8

4

8

4

8

4

8

8

必要モジュール台数

必要・不要

台

台

台

台

台

台

台

台

台

台

台
台

台

台

台

台

台

台

台

台

台

台

台

コントロールユニット内に

(A)：オプションで警報出力（ALM1／ALM2／ループ断線警報出力から1種類）を１点付加できます。
(C)：オプションでヒータ断線検出用電流検出器（ＣＴ）入力を、１チャネルにつき１点できます。
(A,C)：オプションで警報出力と電流検出器入力を各1点付加できます。

※１

※１

※１

※１

※１

（TIOモジュールの
各種機能から出力
される警報出力）

（AIモジュールから
出力される警報出力）

（TIモジュールから
出力される警報出力）

　
　

ループ断線警報出力点数　　　 DO-B

DO-A 8

4

台

台
※１

出力点数　　　　　　　　　　　　 　　　　点　　

　　　　点　　

　　　　点　　

　　　　点　　

　　　　点　　

　　　　点　　

　　　　点　　

　　　　点　　

　　　　点　　

　　　　点　　

　　　　点　　

ＡＯ

ＤＯ

ＤＩ

アナログ出力 AO-A 4 台

高精度制御入出力
ＴＩＯ
電流電圧連続入力仕様

温度警報
その他の警報

※３

※４

加熱（冷却）制御入出力点数　　　　　　　点　　

ファジィ機能付

ファジィ機能付高精度型

ＴＩＯ 加熱（冷却）制御入出力点数　　　　　　　点　　 TIO-P 2 台

TIO 加熱冷却制御入出力点数　　　　　　　　点　　 TIO-R 台1(A)

カスケード制御入出力ＣＩＯ
加熱（冷却）制御入出力点数　　　　　　　点　　

加熱冷却制御入出力点数　　　　　　　　点　　

CIO-A

CIO-A※５ 1

1 台

台

入力点数　　　　　　　　　　　　 　　　　点　　ＴＩ 測温抵抗体入力 TI-A 4 台

入力点数　　　　　　　　　　　　 　　　　点　　

ＴＩ 測温抵抗体入力

TI-C 4 台ＴＩ 熱電対入力

入力点数　　　　　　　　　　　　 　　　　点　　

入力点数　　　　　　　　　　　　 　　　　点　　ＴＩ 熱電対入力高精度型

TI-B

TI-B

2

2

台

台
ＡＩ アナログ入力 入力点数　　　　　　　　　　　　 　　　　点　　

AI-B

4

2

ＴＩ警報 ＴＩ第一警報（ALM1）出力点数　

ＴＩ第二警報（ALM2）出力点数　

DO-C

DO-C

8

8

台

台

台

DO-D 16 台

DO-D 16 台

DO-D 16 台

DO-D 16 台

DO-D 16 台

DO-D 16 台



ご注文の手引き
システムの確認をしてみましょう

「STEP 4 」では、「STEP 1 」の基本ルールをふまえ、選定したモジュールおよびオペレーション形態に

基ずき、実際に希望するシステムの確認をしてみましょう。

各機器の詳細な仕様については、次の「STEP 5 ：型名」にて選定してください。

STEP 4 システムの確認をしてみましょう

オペレーションパネル
ホストコンピュータ
または
シーケンサ
いずれか選択

オペレーションパネル

コンピュータ

COM－A

②

　　　　ケーブル／コネクタ

①：W-BF-01

②：W-BF-02

③：TM12RV-64-H

④：W-AP-04

⑤：W-BF-12

⑥：W-BF-24（＊） 

④

RS-422A

RS-232C

必要本数

（注１）ＰＣＰモジュール←→ホストコンピュータ間をＲＳ－２３２Ｃにて直接接続した場合、（ＰＣＰモジュールの通信仕様にＲＳ－２３２Ｃを選択した場合）、

　　　　コントロールユニットを複数台接続させることはできません。

（注２）ＰＣＰモジュール←→オペレーションパネルの通信仕様は、ＲＳ－４２２Ａのみとなります。

（注３）オペレーションパネル・ホストコンピュータ・シーケンサ等のオペレーション機器、外部機器はコントロールユニットに複数台接続させることはできません。

（注４）UL/CSA,CEマーキング適合品のＯＰＭの場合、ＰＣＰモジュールとの接続ケーブルはW-BF-02、コンピュータとの接続はW-BF-12となります。

（注５）コンピュータのシリアルポートコネクタが９ピン使用の場合は、変換コネクタが必要です。（推奨品：DO9-9F25F（サンワサプライ株式会社製）） 

①

（注１）

（注２）
シーケンサ

RS-422A

（注１）

シーケンサ

ラダー通信
RS-232C
RS-422A

RS-422A

RS-232C
または

（注３）

③

他社製ディスプレイパネル

コンピュータ

RS-422ARS-422A
②

（注２）

RS-232C⑤ RS-232C⑤

③

②RS-232C

②RS-232C

②RS-232C

OPC-H

OPM-H
OPM-S

メモリカード
ユニット

プリンタ

②

D-SUB
9ピン（メス）

D-SUB
9ピン（メス）

D-SUB
9ピン（メス）

D-SUB
9ピン（メス）

D-SUB
25ピン（オス）

D-SUB
25ピン（オス）

⑤RS-232C

ホストコンピュータ

⑥

（＊）三菱電機製A/QシリーズCPUポート専用品

コントロールユニット

RS-422A
（注４）

②

RS-422A②

（注４）

（注５）

（注５）

MITSUBISHI



ご注文の手引き
システムの確認をしてみましょう

ＣＴ入力割付（ＣＴモジュール）、警報出力割付（ＤＯモジュール）は同一のコントロールユニット内で

まとめるようにしてください。他のコントロールユニットへの割付・出力はできません。

②

RS-422A

②

RS-422A

②

RS-422A

②

RS-422A

コントロールユニット

コントロールユニット

コントロールユニット

コントロールユニット



STEP 5では、お客様の必要とするモジュール等、各種機器の詳細な型式を決定します。

ご注文の手引き
型　式（ＰＣＰモジュール）

STEP 5 型名（仕様を選定します）

PCPモジュール（電源／ＣＰＵモジュール）
Ｈ-ＰＣＰ- - -□ □ □ □ □ □ □＊

タイプ

電源電圧

通信レベル

外部コネクタ

ＤＯ信号

内　　　　　　　　　　　　　　容 標 準 価 格

第１警報機能

第２警報機能

MODBUS通信仕様

ラダー通信仕様

CE,UL/CSA
認定適合品

Ａ

Ｂ

□

□

Ａ：上限偏差警報
Ｄ：範囲内警報
Ｇ：待機付き上下限偏差警報
Ｋ：待機付き上限入力値警報

Ｑ：再待機付き上限偏差警報

Ｂ：下限偏差警報
Ｅ：待機付き上限偏差警報
Ｈ：上限入力値警報
Ｌ：待機付き下限入力値警報

Ｒ：再待機付き下限偏差警報

Ｃ：上下限偏差警報
Ｆ：待機付き下限偏差警報
Ｊ：下限入力値警報
Ｎ：警報機能無し

Ｔ：再待機付き上下限偏差警報

警報コード表

Ｍ

Ｄ

１

４

ＤＯ：４点タイプ

ＤＯ：２点，ＤＩ機能付タイプ

ＡＣ１００～１２０Ｖ

ＡＣ２００～２４０Ｖ

ＤＣ２４Ｖ

ＲＳ－２３２Ｃ準拠　※1
ＲＳ－４２２Ａ準拠

機能なし

リレー接点出力

オープンコレクタ出力

警報コード表参照

警報コード表参照

型式末尾に「Z-1021」を指定

型式末尾に「Z-190」を指定　※2

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）

警報機能について

・ＴＩＯモジュール、ＣＩＯモジュールの第１警報（ＡＬＭ１）および第２警報（ＡＬＭ２）の機能選択は下記の警報コード表より選択します。

・選択された警報機能は、コントロールユニット内の全てのＴＩＯ、ＣＩＯモジュール共通になります。

・ＡＩ，ＴＩモジュールの警報の種類についてはイニシャルコードにて指定してください。（次頁参照）

ＤＯについて
　・ＤＯの内容は、ＴＩＯモジュールの第１／第２警報および、ＡＩ第１／第２警報、ＴＩ第１／第２警報，ヒータ断線警報，ループ断線警報、バーンアウト警報，

　昇温完了の６つの機能から４つの機能をイニシャルコードにて指定できます。

（ただし、１つの機能を重複指定することはできません）

（専用オペレーションパネルまたはコンピュータ（プロトコルに基づいた通信による）よる設定変更も可能です）

　基本  ¥46,000

　基本  ¥51,000

※1　通信レベルにＲＳ－２３２Ｃ準拠を選択した場合、１コントロールユニットのみの接続になります。

※2　H-PCP-Aタイプのみ指定可能です。また、ラダー通信仕様のＰＣＰモジュールにはＤＩ－Ｂ、ＤＯ－Ｃ、ＴＩＯ－Ｋ、ＣＩＯ各モジュールは接続できません。
　　　これらのモジュールを使用する場合は、ＲＫＣ標準通信仕様のＰＣＰモジュールを使用してください。

Ｎ

再待機警報機能：　温度設定値を変更したときについても待機動作を有効とする機能

特殊警報機能

１

２

３

SR Mini HG SYSTEM（以下ＨＧ仕様）の各モジュールには型名先頭にそれぞれ"H"のコード、従来のSR Mini SYSTEM

（以下M仕様）の各モジュールには、それぞれ"M"のコードが付加されます。

HG仕様の機能モジュールにはHG仕様のPCPモジュールと組み合わせて使用してください。

（M仕様のPCPモジュールにはHG仕様の機能モジュールを連結させることはできません。）

SR Mini HGシステムは、構築時に最低限必要な基本的ルールがあります。必ず本章STEP 1の基本ルールをお読みになり、 

ご希望のシステムを構築してください。

R

R



ご注文の手引き
型　式（ＰＣＰ・TIモジュール）

ＦＡＩＬ出力

各種機能

電源端子

アース端子

通信モジュラー

ＤＯの選択肢

第一警報（ＡＬＭ１）

第二警報（ＡＬＭ２）

ヒータ断線警報

ループ断線警報

バーンアウト警報

昇温完了

ＡＩ第一警報

ＡＩ第二警報

ＴＩ第一警報

ＴＩ第二警報

第一警報（ＡＬＭ１）および

第二警報（ＡＬＭ２）の選択肢

Ａ：上限偏差警報

Ｂ：下限偏差警報

Ｃ：上下限偏差警報

Ｄ：範囲内警報

Ｅ：待機付き上限偏差警報

Ｆ：待機付き下限偏差警報

Ｇ：待機付き上下限偏差警報

Ｈ：上限入力値警報

Ｊ：下限入力値警報

Ｋ：待機付き上限入力値警報

Ｌ：待機付き下限入力値警報

Ｑ：再待機付き上限偏差警報

Ｒ：再待機付き下限偏差警報

Ｔ：再待機付き上下限偏差警報

　

ＤＩの選択肢

マルチメモリエリア切換機能

制御の実行／停止機能

警報インターロック解除機能

ＤＯ ４点

ＤＯ ２点
ＤＩ機能

ＰＣＰ－Ａ

ＰＣＰ－Ｂ

＊１　ＲＳ－２３２Ｃを選択された場合、下のモジュラー（拡張接続用）はありません。ブラインドコネクタにてふさがれています。

＊１

ＰＣＰモジュール機能関係図

（ＤＯの選択肢における注意）
●コントロールユニット内にヒータ断線警報機能がない場合、（ＣＴ入力のオプションが付加されたＴＩＯ－Ａ,C.Dモジュール

または、ＣＴモジュールが存在しないコントロールユニットの場合）ヒータ断線警報を選択することはできません。

●コントロールユニット内にＡＩモジュールが存在しないコントロールユニットの場合、ＡＩ警報を選択することはできません。

●コントロールユニット内にＴＩモジュールが存在しないコントロールユニットの場合、ＴＩ警報を選択することはできません。

●ＴＩＯ－Ｈ,Ｊモジュールのみで構成されたコントロールユニットの場合、ループ断線警報を選択することはできません。

　

　　　　

H-TI-

タイプ

入力の種類

レンジ

内　　　　　　　容

□

□ 入力とレンジコード表を参照

入力とレンジコード表を参照

□-□□

Ａ

Ｂ

Ｃ

４チャネル測温抵抗体入力

２チャネル熱電対、測温抵抗体入力　高精度タイプ　

４チャネル熱電対入力

※ＴＩモジュール内の入力・レンジについては、全チャネルともに同一となります。

　基本  ¥52,000 　

－□ □ □ □－□ □－□ □

ＡＩ第２警報

ＡＩ第１警報

ＴＩ第２警報

ＴＩ第１警報

ＤＯ４

ＤＯ３

ＤＯ２

ＤＯ１

ＤＯ割り付け種類コード表

　Ｎ：未使用
　１：温度第１警報（ＡＬＭ１）
　２：温度第２警報（ＡＬＭ２）
　３：ヒータ断線警報
　４：バーンアウト警報
　５：昇温完了
　６：ＡＩ第１警報
　７：ＡＩ第２警報
　８：ループ断線警報

割り付けの注意：
　　　①重複して割り付け出来ません。（"Ｎ"の場合は除く）
　　　②タイプＢはＤＯ１，２のみです。ＤＯ３，４は"Ｎ"を選択してください。

イニシャルコード表　
ＤＯの割り付けは、オペレーションパネルでユーザ側が設定可能ですが、オペレーションパネルを用いないユーザは、

当設定を別途ユーザの通信プログラムに盛り込む必要があります。

　基本  ¥64,000 　
　基本  ¥52,000 　

ＴＩ，ＡＩ警報種類コード表

Ｈ：上限入力値警報
Ｊ：下限入力値警報
Ｋ：待機付き上限入力値警報
Ｌ：待機付き下限入力値警報
Ｎ：未使用

（ＴＩ警報出力は、温度警報出力と
　共通の出力となります）　

標準価格
TIモジュール（温度入力モジュール）

R

R

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）



H-TIO - □□□ □□□□□- -

タイプ

制御動作

Ａ

Ｃ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

Ｒ

１チャネルタイプ

１チャネル加熱／冷却タイプ

１チャネルタイプ

１チャネル加熱／冷却タイプ

１チャネルタイプ

１チャネルファジィ機能付タイプ

内　　　　　　　容

TIOモジュール（温度制御モジュール）　１チャネル仕様

Ａ

Ｃ

Ｆ

Ｄ

Ｂ

Ｗ

二位置動作（逆動作）
タイプA,E,Hのみ選択可能

タイプC,Gのみ
選択可能

二位置動作（正動作）

オートチューニング機能付きＰＩＤ動作（逆動作）

オートチューニング機能付きＰＩＤ動作（正動作）

オートチューニング機能付加熱／冷却ＰＩＤ動作：空冷　

オートチューニング機能付加熱／冷却ＰＩＤ動作：水冷　

入力の種類

レンジ

□

□

入力とレンジコード表を参照

入力とレンジコード表を参照

Ｍ

Ｖ

Ｄ

Ｔ

□

□

リレー接点出力

ＳＳＲ駆動用電圧パルス出力

オープンコレクタ出力

トライアック出力

電流連続出力：出力コード表を参照

電圧連続出力：出力コード表を参照

ナシ

Ｍ

Ｖ

Ｄ

Ｔ

□

□

機能なし　※１

リレー接点出力

ＳＳＲ駆動用電圧パルス出力

オープンコレクタ出力

トライアック出力

電流連続出力：出力コード表を参照

電圧連続出力：出力コード表を参照

制御出力

　（加熱側）

制御出力

　（冷却側）

警報出力

Ｎ

１

２

３

４

Ｎ

Ｐ

Ｓ

機能なし

警報１出力
出力形態：リレー接点出力

警報２出力　
＊警報出力はタイプA,E,H,Rのみ選択可能
　 ただし、ＨＢＡ出力はタイプＡのみ、
　 ＬＢＡ出力はタイプＨ以外に選択可能です。

ＨＢＡ出力　　

ＬＢＡ出力　　

機能なし

ＣＴ入力： CTL-6-P-N
タイプA,Cのみ選択可能

ＣＴ入力： CTL-12-S56-10L-N 

　　　

＊ＣＴ別売り（ＣＴ入力）

電流検出器入力

※１　加熱／冷却タイプのみ制御出力にて加熱側，冷却側両方の選択ができます。

　　　 その他のタイプについては、制御出力（加熱側）にて選択し制御出力（冷却側）は『ナシ』：無記入になります。

※２　制御出力（冷却側）は、加熱／冷却タイプの冷却側の出力選択になります。

※３　警報１、警報２出力の種類についてはＰＣＰモジュールにて選択された項目となります。

※４　電流検出器入力機能は、Ａ，Ｃタイプモジュールで、なおかつ制御出力（加熱側）がリレー接点出力，ＳＳＲ駆動用電圧パルス出力，

　　　 オープンコレクタ出力，トライアック出力の場合のみ指定できます。

　

　　

温度入力

※２

※３

高精度温度入力

電圧または電流入力

基本  ¥26,900

基本  ¥29,000

基本  ¥49,000

基本  ¥54,000

基本  ¥49,000

基本  ¥50,000

　　

　　

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

加算 　¥2,000

加算 　¥2,000

加算 　¥2,000

加算 　¥2,000

加算 　¥4,000

加算

　

¥4,000※４

高精度温度入力

T-TIO -Ｋ-Ｚ □ □- 内　　　　　　　容

タイプ

制御動作

制御出力(開側)

１チャネル位置比例制御タイプ（コントロールモータ駆動用）

位置比例ＰＩＤ動作

入力とレンジコード表参照

入力とレンジコード表参照

リレー接点出力

リレー接点出力

Ｋ

制御出力(閉側)

Ｚ

Ｍ

Ｍ Ｍ

Ｍ

入力の種類

レンジ

□

□

TIOモジュール（位置比例温度制御モジュール）　
基本  ¥37,000

開度帰還抵抗入力値は標準で135Ω仕様です。その他の抵抗入力値仕様をご希望の場合は特注品扱いとなります。営業担当までご相談ください。

! ＴＩＯ－Ｋモジュールはラダー通信仕様のＰＣＰモジュールに接続させることはできません（ＴＩＯ－Ｋモジュールのデータは、ラダー通信にて扱う事はできません。）

標 準 価 格

標 準 価 格

＊

ご注文の手引き
型　式（TIOモジュール）　1チャネル仕様

R

R

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）

3:　DC 0～1V 4:　DC 0～5V 5:　DC 0～10V 6:　DC 1～5V 7:　DC 0～20mA 8:　DC 4～20mA 9:　その他

出力コード表



ご注文の手引き
型　式（TIOモジュール）　2チャネル仕様

H-TIO - □□□□ □-□□□- ＊

タイプ

制御動作

Ｂ

Ｄ

Ｆ

Ｊ

Ｐ

２チャネルタイプ　※１

２チャネル加熱／冷却タイプ　※１

２チャネルタイプ　高精度温度入力（測温抵抗体入力のみ）　※１

２チャネルタイプ　電圧または電流入力　※１

２チャネルファジィ機能付タイプ　温度入力

内　　　　　　　容

Ａ

Ｃ

Ｆ

Ｄ

Ｂ

Ｗ

二位置動作（逆動作）
タイプＢ,Ｆのみ選択可能

二位置動作（正動作）

オートチューニング機能付きＰＩＤ動作（逆動作）

オートチューニング機能付きＰＩＤ動作（正動作）

オートチューニング機能付加熱／冷却ＰＩＤ動作：空冷　
タイプＤのみ選択可能

オートチューニング機能付加熱／冷却ＰＩＤ動作：水冷　

入力の種類

レンジ

□

□

入力とレンジコード表を参照

入力とレンジコード表を参照

Ｍ

Ｖ

Ｄ

Ｔ

□

□

リレー接点出力

ＳＳＲ駆動用電圧パルス出力

オープンコレクタ出力

トライアック出力

電流連続出力：出力コード表を参照

電圧連続出力：出力コード表を参照

ナシ

Ｍ

Ｖ

Ｄ

Ｔ

□

□

機能なし　※２

リレー接点出力

ＳＳＲ駆動用電圧パルス出力

オープンコレクタ出力

トライアック出力

電流連続出力：出力コード表を参照

電圧連続出力：出力コード表を参照

制御出力

　（加熱側）

制御出力

　（冷却側）

警報出力 Ｎ

Ｎ

Ｐ

Ｓ

機能なし

機能なし

ＣＴ入力：CTL-6-P-N
タイプＤのみ選択可能　　＊ＣＴ別売り

ＣＴ入力：CTL-12-S56-10L-N 
（ＣＴ入力）

電流検出器入力

温度入力

（TIO-Dを除く）

※３

※４

基本  ¥34,000

基本  ¥38,000

基本  ¥57,000

基本  ¥57,000

基本  ¥36,000

加算 　¥5,000

加算 　¥5,000

加算 　¥5,000

加算 　¥5,000

加算 　¥5,000

加算 　¥5,000

加算 　¥4,000

加算 　¥4,000

（注意）ＴＩＯ－Ｆ（高精度２チャネルタイプ）モジュールについては、２チャネルともに測温抵抗体入力のみとなります。

標準価格

TIOモジュール（温度制御モジュール）　2チャネル仕様
R

R

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）
＊TIO-Dについては指定不可

※１　各モジュール内のCH1とCH2の入力・レンジ・出力の種類については同一となります。

※２　加熱／冷却タイプのみ制御出力にて加熱側，冷却側両方の選択ができます。

　　　 その他のタイプについては、制御出力（加熱側）にて選択し制御出力（冷却側）は『ナシ』：無記入になります。

※３　制御出力（冷却側）は、加熱／冷却タイプの冷却側の出力選択になります。

※４　電流検出器入力機能は、Ａ，Ｃタイプモジュールで、なおかつ制御出力（加熱側）がリレー接点出力，ＳＳＲ駆動用電圧パルス出力，

　　　 オープンコレクタ出力，トライアック出力の場合のみ指定できます。

　

3:　DC 0～1V 4:　DC 0～5V 5:　DC 0～10V 6:　DC 1～5V 7:　DC 0～20mA 8:　DC 4～20mA 9:　その他

出力コード表



ご注文の手引き
型　式（CIOモジュール）

H-CIO - □□□□□□- -＊

タイプ

制御動作

Ａ １チャネルカスケード制御タイプ

内　　　　　　　容

 CIOモジュール（カスケード温度制御モジュール）

Ｆ

Ｄ

オートチューニング機能付きＰＩＤ動作（逆動作）

オートチューニング機能付きＰＩＤ動作（正動作）

入力の種類

レンジ

□

□

入力とレンジコード表を参照

入力とレンジコード表を参照

Ｍ

Ｖ

Ｄ

Ｔ

□

□

リレー接点出力

ＳＳＲ駆動用電圧パルス出力

オープンコレクタ出力

トライアック出力

電流連続出力：出力コード表を参照

電圧連続出力：出力コード表を参照

Ｎ

Ｍ

Ｖ

Ｄ

Ｔ

□

□

機能なし　

リレー接点出力

ＳＳＲ駆動用電圧パルス出力

オープンコレクタ出力

トライアック出力

電流連続出力：出力コード表を参照

電圧連続出力：出力コード表を参照

制御出力

基本  ¥75,000

　　　　

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

加算

　

¥3,000

分 配 出 力

タイプ

制御動作

Ａ １チャネルカスケード制御タイプ

内　　　　　　　容

Ｂ

Ｗ

オートチューニング機能付加熱／冷却ＰＩＤ動作：空冷　

オートチューニング機能付加熱／冷却ＰＩＤ動作：水冷　

入力の種類

レンジ

□

□

入力とレンジコード表を参照

入力とレンジコード表を参照

Ｍ

Ｖ

Ｄ

Ｔ

□

□

リレー接点出力

ＳＳＲ駆動用電圧パルス出力

オープンコレクタ出力

トライアック出力

電流連続出力：出力コード表を参照

電圧連続出力：出力コード表を参照

Ｍ

Ｖ

Ｄ

Ｔ

□

□

リレー接点出力

ＳＳＲ駆動用電圧パルス出力

オープンコレクタ出力

トライアック出力

電流連続出力：出力コード表を参照

電圧連続出力：出力コード表を参照

制御出力
　（加熱側）

制御出力
　（冷却側）

基本  ¥78,000

　　　　

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

加算 　¥3,000

●加熱／冷却制御タイプ

●加熱または冷却制御タイプ

・マスタ・スレーブともに入力，レンジは同一となります。

・制御動作Ｆ，Ｄ（加熱または冷却制御）タイプはオプションで分配出力（マスタ側制御出力）を付加できます。

加熱／冷却制御タイプ（制御動作Ｂ、Ｗタイプ）は、入力に電圧電流連続入力を指定することはできません。

熱電対または測温抵抗体入力のみ指定可能です。

ＣＩＯモジュールはラダー通信仕様のＰＣＰモジュールに接続させることはできません

（ＣＩＯモジュールのデータは、ラダー通信にて扱う事はできません。）

標準価格

標準価格

!

!
!

!

3:　DC 0～1V 4:　DC 0～5V 5:　DC 0～10V 6:　DC 1～5V 7:　DC 0～20mA 8:　DC 4～20mA 9:　その他

出力コード表

H-CIO - □□□□□□- -＊

R

R

R

R

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）



コード コード コード
入力レンジ 入力レンジ 入力レンジ

レンジ範囲 レンジ範囲 レンジ範囲

Ｋ　０２     0～400  ℃

Ｋ　０９   0.0～400.0℃

Ｋ　３２  -200.0～300.0℃

Ｊ　０２   0～400  ℃

Ｊ　０８   0.0～400.0℃

Ｊ　２６  -200.0～300.0℃

Ｒ　０３         0～1700  ℃

Ｓ　０３         0～1700  ℃

Ｂ　０３ 　0～1800  ℃

Ｅ　０２         0～1000  ℃

Ｅ　０７       0.0～400.0℃

Ｔ　０６       0.0～400.0℃

Ｔ　１０  -200～200　℃

Ｎ　０２     0～1300  ℃

Ａ　０３     0～1200  ℃

Ｗ　０３         0～2300  ℃

Ｕ　０４       0.0～600.0℃

Ｕ　０３   0.0～400.0℃

Ｌ　０１         0～400  ℃

Ｌ　０５         0～900  ℃

Ｐ　１６ 　0.0～400.0℃

Ｐ　２１    -200.0～200.0℃

Ｄ　１６ 　0.0～400.0℃

Ｄ　２１    -200.0～200.0℃

Ｋ　 (JIS/IEC)

Ｊ　 (JIS/IEC)

Ｒ  (JIS/IEC)
Ｓ  (JIS/IEC)

Ｂ  (JIS/IEC)

Ｅ  (JIS/IEC)

Ｔ  (JIS/IEC)

Ｎ (JIS)

ＰＬⅡ  (NBS)

W5Re/W26Re  (ASTM)

Ｕ   (DIN)

Ｌ (DIN)

JPt100   (JIS)

　 DC   0～10mV

   DC -10～ 10mV

   DC   0～ 100mV

   DC-100～ 100mV

   DC   0～ 1V

   DC  -1～ 1V

   DC   0～ 5V

   DC   1～ 5V

   DC  -5～ 5V

   DC   0～ 10V

   DC -10～ 10V

   DC   0～ 20mA

   DC   4～ 20mA

熱
　
　
電
　
　
対

測
温
抵
抗
体

Ｋ　０４         0～800　℃

Ｋ　１０       0.0～800.0℃

Ｊ　０４         0～800　℃

Ｊ　０９       0.0～800.0℃

Ｒ　０５       0.0～1700.0℃

Ｓ　０４       0.0～1700.0℃

Ｂ　０４       0.0～1800.0℃

Ｅ　０３       0.0～700.0℃

Ｅ　０８ 　0.0～1000.0℃

Ｔ　０８         0～400  ℃

Ｔ　１２   0.0～200.0℃

Ｎ　０５   0.0～1300.0℃

Ａ　０４   0.0～1200.0℃

Ｗ　０４       0.0～2300.0℃

Ｕ　０５         0～400  ℃

Ｕ　０９  -200.0～200.0℃

Ｌ　０３       0.0～400.0℃

Ｐ　１７ 　　  0～400  ℃

Ｐ　２２    -50.00～150.00℃

Ｄ　１７ 　　  0～400  ℃

Ｄ　２２    -50.00～150.00℃

Ｋ　１１     0～1300　℃

Ｋ　２３ 0.0～1300.0℃

Ｊ　０６ 　0～1200　℃

Ｊ　１６ 　0.0～1200.0℃

Ｅ　０４   0～400  ℃

Ｔ　０９       0～200  ℃

Ｔ　１３  -200.0～200.0℃

Ｕ　０６      -200～200  ℃

Ｌ　０４       0.0～900.0℃

Ｐ　１８      -200～200  ℃

Ｄ　１８      -200～200  ℃

電
圧
・
電
流
入
力

１　０１　　　  0.0～100.0％

Ｇ　０１　　　  0.0～100.0％

２　０１　　　  0.0～100.0％

Ｕ　０１　　　  0.0～100.0％

３　０１　　　  0.0～100.0％

Ｗ　０１　　　  0.0～100.0％

４　０１　　　  0.0～100.0％

６　０１　　　  0.0～100.0％

Ｄ　０１　　　  0.0～100.0％

５　０１　　　  0.0～100.0％

Ｖ　０１　　　  0.0～100.0％

７　０１　　　  0.0～100.0％

８　０１　　　  0.0～100.0％

※1

※1　０～３９９℃は精度保証範囲外です。

※2　1/100分解能のレンジはＴＩＯ－Ｅタイプモジュールのみ指定可能です。

※3　電圧・電流入力の表示スケールは変更可能です。

のレンジについてはTI-B,TIO-E,G,R,CIO-Aタイプ（高精度タイプ）モジュールのみ指定可能です。

※2

※2

※3

Pt100 (JIS/IEC)

ご注文の手引き
型　式（TI,TIO,CIOモジュールのレンジコード表）



ご注文の手引き
型　式（ＤＯ、ＣＴモジュール）

H-DO

出力信号

-□-□
８点警報出力タイプ

４点警報出力タイプ

８点イベント出力タイプ　※

１６点警報出力タイプ　※

リレー接点出力 (４点毎コモン共通）　Ｃ・Ｄタイプは指定不可

オープンコレクタ出力（８点コモン共通）

Ｍ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

内　　　　　　　　　　　　容

DOモジュール（デジタル出力モジュール）
基本 ¥20,000

基本 ¥27,000

基本 ¥21,000

基本 ¥24,000

H-CT
タイプ

ＣＴ種類

-□-□
ＣＴ６点入力タイプ（２点毎コモンタイプ）

ＣＴＬ－６－Ｐ－Ｎ使用タイプ：０～３０Ａ

ＣＴＬ－１２－Ｓ５６－１０Ｌ－Ｎ使用タイプ：０～１００Ａ

Ｐ

Ｓ

Ａ

内　　　　　　　　　　　　容

CTモジュール（電流検出器入力モジュール）
基本  ¥23,000

＊ＣＴは、別売りになります。　ＣＴＬ－６－Ｐ－Ｎ　＠1,700円　　ＣＴＬ－１２－Ｓ５６－１０Ｌ－Ｎ　＠3,000円

イニシャルコード表　

ＣＴモジュールの対応する各温調チャネル割り付けはオペレーションパネルでユーザ側が設定可能ですが、
オペレーションパネルを用いないユーザは、当設定を別途ユーザの通信プログラムに盛り込む必要があります。

－ □□－ □□－□□
ＣＴ６

ＣＴ５

ＣＴ４

ＣＴ３

ＣＴ２

ＣＴ１

割り付けの注意

①ＣＴチャネル毎に、対応する温調チャネルのコード番号を指定します。

　　　□： Ｎ，１，２，・・・・・９，Ａ，Ｂ，・・・・・Ｈ，Ｊ

　　

②対応する温調チャネルの重複は可能です。

③未使用ＣＴチャネルには”Ｎ”を指定してください。

温調ch番号 無し 1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 
コード番号  N   1  2  3  4  5  6  7  8  9  A  B  C　D　E　F　G　H　J　 　 　 　 　

タ　 イ　 プ

イニシャルコード表　

ＤＯの警報機能割り付けはオペレーションパネルでユーザ側が設定可能ですが、オペレーションパネルを
用いないユーザは、当設定を別途ユーザの通信プログラムに盛り込む必要があります。

－ □ □
ブロック２（端子下部４点）

ブロック１（端子上部４点）

ＤＯモジュール機能割り付け種類コード表

１：第１警報

２：第２警報

３：ヒータ断線警報

４：バーンアウト警報

５：ＡＩ第１警報

６：ＡＩ第２警報

７：ループ断線警報

Ｎ：未使用

・ＴＩ第１，２警報を使用したい場合はＤＯ－Ｃ

　モジュールを使用してください。

ＤＯ－Ａ

※　Ｃ・Ｄタイプの場合、出力信号はオープンコレクタ出力のみとなります。

ＣＴチャネル

・上記のイニシャルコードは、ＤＯ－Ａ／Ｂ／Ｄモジュールのコードとなります。ＤＯ－Ｃモジュール（イベントＤＯ）の機能

　割り付けは、オペレーションパネルまたは、コンピュータの通信により設定をおこないます。

ＤＯ－Ｃモジュールはラダー通信仕様のＰＣＰモジュールに接続させることはできません

（ＤＯ－Ｃモジュールのデータは、ラダー通信にて扱う事はできません。）

標 準 価 格

標 準 価 格

－ □ Ｎ

ブロック１（全端子）

　　　

ＤＯ－Ｂ

ＤＯ－ D
－ □ □

ブロック２（DO-Dモジュール　9～16ch出力）

ブロック１（DO-Dモジュール　1～8ch出力）　

R

R

R

R

!

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）



ご注文の手引き
型　式（AI・AO・DIモジュール）

Ｈ－ＡＩ

入力信号

Ａ

□

□

□

□

アナログ入力４点タイプ：入力間非絶縁

アナログ入力２点タイプ：入力間絶縁

ＡＩ１入力の種類

ＡＩ２入力の種類

ＡＩ３入力の種類　　

ＡＩ４入力の種類

Ｈ－ＡＯ
タイプ

出力信号

Ａ

Ｂ

□

□

□

□

アナログ出力４点タイプ：出力間非絶縁

アナログ出力２点タイプ：出力間絶縁

ＡＯ１出力の種類

ＡＯ２出力の種類

ＡＯ３出力の種類

ＡＯ４出力の種類

Ｈ－ＤＩ
タイプ

－□
Ａ

Ｂ

ＤＣ ２４Ｖ　８点入力タイプ（４点毎コモン共通）

ＤＣ ２４Ｖ　８点イベント入力タイプ（４点毎コモン共通）

内　　　　　　　　　　　　容

内　　　　　　　　　　　　容

内　　　　　　　　　　　　容

AIモジュール（アナログ入力モジュール）　

AOモジュール（アナログ出力モジュール）　

DIモジュール（デジタル入力モジュール）

アナログ入力コード表
　1:　DC 0～10mV    2:　DC 0～100mV    3:　DC 0～1V    4:　DC 0～5V    5:　DC 0～10V    6:　DC 1～5V    7:　DC 0～20mA    8:　DC 4～20mA

  D:　DC -5～5V     V:　DC -10～10V    W:　DC -1～1V   9:　その他

基本  ¥20,000

＊Ａタイプにてメモリエリア設定入力端子が無いタイプをご希望の際は、接続するＰＣＰモジュール型式末尾に特注品番号 "Ｚ－１８６"を指定してください。 

　

-□-□□□□

-□-□□□□

基本  ¥44,000

基本  ¥47,000

　基本 ¥52,000

タイプ
Ｂ

Ｂタイプは "Ｎ"（信号無し）となります　

基本  ¥60,000

基本  ¥22,000

Ｂタイプは"Ｎ"（信号無し）となります　

ＤＩ－Ｂモジュールはラダー通信仕様のＰＣＰモジュールに接続させることはできません

（ＤＩ－Ｂモジュールのデータは、ラダー通信にて扱う事はできません。）

標 準 価 格

標 準 価 格

標 準 価 格

R

R

R

R

R

R

3:　DC 0～1V 4:　DC 0～5V 5:　DC 0～10V 6:　DC 1～5V 7:　DC 0～20mA 8:　DC 4～20mA 9:　その他

出力コード表

!

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）



ご注文の手引き
型　式（オペレーションパネル　OPC-H）

機能なし

ＴＦＴカラーＬＣＤ表示　

メモリカード機能付

ホスト通信機能なし　プリンタインターフェイス付　　

ホスト通信　RS-232C準拠　プリンタインターフェイス付

ホスト通信　RS-422A準拠　プリンタインターフェイス付

ホスト通信　RS-485準拠　プリンタインターフェイス付

日本語表示

英語表示

ＯＰＣ

ホストコンピュータ接続用

通信レベル

Ｎ

Ｍ

□ □□*□-□□/□ 内　　　　　　　　　容 標 準 価 格

オペレーションパネル（OPC-H）

基本  ¥500,000 

加算  ¥100,000

加算  ¥100,000

加算  ¥100,000

　　

タイプ Ｈ Ｃ １

Ｊ

Ｅ

６ Ｎ

６ １

６ ４

６ ５

プリンタインターフェイス

外部記憶機能

（メモリーカード）

-

（注意１）メモリカード機能とホスト通信機能を同時に選択することはできません。いずれか一つの選択となります。

　　　　　メモリカード機能付きを指定した場合、メモリカードユニットとメモリカードについては別売となります。

　 　

＊ＯＰＣ－ＨＣ１は警報出力２点（オープンコレクタ出力）を標準で持っています。出力の内容は本機にて自由に設定が可能です。　

   （警報内容は、コントロールユニットにて設定された出力となります。）

＊コントロールユニット接続用通信レベルは、RS-422Aのみとなります。

＊タッチパネルの傷や汚れを未然に防止するため、交換式専用保護シート　型名　ＤＨＰ－ＳＨ  ¥3,000（５枚組）を用意しています。　

ＯＰＣ－Ｈ用画面作成ツール RSL4（パネルデザイナⅡ）

ＯＰＣ－Ｈ専用画面作成ツール（フロッピーディスク形式） (MS-DOS)

ＯＰＣ－Ｈ専用画面作成ツール（フロッピーディスク形式） (Windows95/98/NT4.0)

Ｒ　Ｓ　Ｌ 内　　　　　　　　　容 標 準 価 格
　　  ¥60,000

　　  ¥60,000

４-□/□
ツール種類 ５

７

※　フロッピーディスクの構成は以下の内容を盛り込んだ４枚構成となります。

＃１：システムファイル（ＰＣ－９８用）
＃２：システムファイル（ＤＯＳ／Ｖ用）
＃３：標準画面／パーツファイル（ＰＣ－９８用）
＃４：標準画面／パーツファイル（ＤＯＳ／Ｖ用）

画面表示

メモリカードユニット
　型　　式

ＥＭＵ－０１

標 準 価 格

 ¥60,000

デュアルポートインターフェイス

　型　　式

ＥＭＤ－０１

標 準 価 格

 ¥45,000

メモリカード
　　　　型　　式

ＭＥＭ－０１（128Ｋバイト）

ＭＥＭ－０２（256Ｋバイト）

ＭＥＭ－０３（512Ｋバイト）

ＭＥＭ－０４（　1Ｍバイト）

標 準 価 格

 ¥11,600

 ¥13,200

 ¥16,200

 ¥22,500

オンライン編集用自動切換器
　型　　式

ＥＡＤ－０１

標 準 価 格

 ¥44,000

（注意１）

 （三菱電機ACPU／QCPUプログラマブルコネクタ用）

※ 専用接続ケーブル（１ｍ）・取付カバーが
　 セットで含まれています。

Ｊ

Ｅ

表示表示 日本語版

英語版

（注意１）

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）



ご注文の手引き
型　式（オペレーションパネル　OPM）

ＯＰＭ－

Ｎ

１

４

５

日本語表示仕様

英語表示仕様

内　　　　　　　　　容 標 準 価 格
基本    ¥120,000

加算 　 ¥20,000

加算 　 ¥20,000

加算 　 ¥20,000

タイプ

オペレーションパネル（OPM-HL4）
□□□*□/□

ホストコンピュータ接続用

通信レベル

画面表示
Ｊ

Ｅ

ブルーＬＣＤ表示

機能なし

ＲＳ－２３２Ｃ準拠

ＲＳ－４２２Ａ準拠

ＲＳ－４８５　準拠

Ｈ Ｌ ４

※ＯＰＭ－ＣＬ２、４と機能は同等です。（外径寸法、パネルカット寸法が異なります）

※ＯＰＭ－ＨＬ４は警報リレー接点出力２点を標準で持っています。出力の内容は本機にて自由に設定が可能です。

　（警報内容は、コントロールユニットにて設定された出力となります。）

※コントロールユニット用通信レベルは、ＲＳ－４２２Ａ準拠のみになります。

※タッチパネルの傷や汚れを未然に防止するため、交換式専用保護シート：型名　ＤＨＰ－Ｈ　¥700（５枚組）を用意しています。　
　

※ＯＰＭ－HL４と機能は同等です。（外径寸法、パネルカット寸法が異なります）

※ＯＰＭ－ＨＬ４は警報リレー接点出力２点を標準で持っています。出力の内容は本機にて自由に設定が可能です。

　（警報内容は、コントロールユニットにて設定された出力となります。）

※コントロールユニット用通信レベルは、ＲＳ－４２２Ａ準拠のみになります。

※タッチパネルの傷や汚れを未然に防止するため、交換式専用保護シート：型名　ＤＨＰ－C　¥700（５枚組）を用意しています。　

モノクロLCD表示　　（ＤＩＮサイズ）
ブルーLCD表示　　（ＤＩＮサイズ）　

機能なし

ＲＳ－２３２Ｃ準拠

ＲＳ－４２２Ａ準拠

ＲＳ－４８５　準拠

ＯＰＭ－

Ｎ

１

４

５

日本語表示仕様

英語表示仕様

内　　　　　　　　　容
基本  ¥175,000
基本  ¥175,000

加算　 ¥20,000

加算　 ¥20,000

加算　 ¥20,000

タイプ

オペレーションパネル（OPM-CL2,4）
□ □ □*□／□

ホストコンピュータ接続用

通信レベル

・電源電圧は標準でＡＣ１００～２４０Ｖ仕様となっております。　

　ＡＣ／ＤＣ２４Ｖ電源仕様をご希望の際には別途指定してください。

・電源電圧は標準でＡＣ１００～２４０Ｖ仕様となっております。ただし、

　CE,UL/CSA適合認定品のみ電源電圧にAC/DC24V仕様を選択できます。　

　ご希望の際には別途指定してください。

Ｊ

Ｅ

Ｃ Ｌ ２

Ｃ Ｌ ４

標 準 価 格

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）

CE,UL/CSA
認定適合品

型式末尾に「／CE」を指定　（CE, UL／CSAが全て含まれた仕様となります）

画面表示



　　　型 　　名 　　　　内　　　　　　　容　　　　　　　　　　　　外　　　　 観 標 準 価 格

基本  ¥10,200

基本  ¥1,000

ＯＰＣ－Ｈ←→ＰＣＰ

長さ　1m

基本  ¥2,100

ＯＰＣ－Ｈ←→シーケンサ
（三菱電機Ａ・ＦＸ１／２シリーズ用）

シーケンサ

基本  ¥12,000

コンピュータ

ＯＰＣ－Ｈ

ＰＣＰ

D-SUB２５ピン
（オス）

D-SUB２５ピン
（オス）

ＯＰＣ－Ｈ

長さ　0.5m

ＯＰＣ－Ｈ←→ＰＣＰ

長さ　3m

長さ　2m

ＯＰＣ－Ｈ←→コンピュータ
（画面データ転送用ケーブル）

長さ　2m（ＰＣ９８用）

長さ　2m（ＤＯＳ／Ｖ用）

画像データ

D-SUB２５ピン
（オス）

D-SUB２５ピン
（オス）

D-SUB９ピン
（メス）
（DOS/V用）

（PC98用）

OPC-H側

コンピュータ側

コンピュータ側

ＯＰＣ－Ｈ

＊ホストコンピュータ接続用ケーブル、プリンタ接続用ケーブルについては市販品のものをご用意ください。

＊上記シーケンサ以外との接続ケーブルについては各社シーケンサに合ったものをご用意ください。

デュアルポートインターフェイス
　　 ←→三菱電機Ａ／ＱシリーズＣＰＵ

長さ　1.5m

コンピュータ 三菱電機A/Qシリーズ
シーケンサ

ＯＰＣ－Ｈ

W-BF-24-2000

W-BF-1□-2000

D-SUB２５ピン
（オス）

D-SUB２５ピン
（オス）

基本  ¥13,200

＊デュアルポートインターフェイスは
　三菱電機A/Qシリーズ専用品です。

ご注文の手引き
型　式（ケーブル　OPC-H関連）

（ケーブル　OPC-H関連）

W-BF-02-0500

W-BF-02-1000

W-BF-02-3000

W-BF-24-2000

W-BF-18-2000

W-BF-19-2000

MDD-CPU-1.5M



　　　型 　　名 　　　　内　　　　　　　容　　　　　　　　　　　　外　　　　 観 標 準 価 格

基本  ¥2,000

基本  ¥4,300

標準長　3m

標準長　3m

ＰＣＰ

コンピュータ
ホスト

ＯＰＭ－ＣＬ２，４←→ＰＣＰ

ＯＰＭ－ＣＬ２，４
　　　　　←→ホストコンピュータ

　　　型 　　名 　　　　内　　　　　　　容　　　　　　　　　　　　外　　　　 観 標 準 価 格

基本  ¥1,000長さ　0.5m

長さ　1m

長さ　3m 基本  ¥2,100

ＯＰＭ－ＨＬ４
　　　　　←→ホストコンピュータ

コンピュータ

基本  ¥6,900長さ　5m

ホスト

ＯＰＭ－ＨＬ４
ＰＣＰ

ＯＰＭ－ＨＬ４←→ＰＣＰ

ＯＰＭ－ＨＬ４

基本  ¥1,000長さ　0.5m

長さ　1m

長さ　3m 基本  ¥2,100

ＯＰＭ－ＣＬ２，４←→ＰＣＰ

OPM-CL2/4

OPM-CL2/4

OPM-CL2/4

OPM-CL2/4

ＰＣＰ
（CE・UL/CSA）

（CE・UL/CSA）

標準長　5m

コンピュータ
ホストＯＰＭ－ＣＬ２，４

　　　　　←→ホストコンピュータ

D-SUB９ピン

D-SUB９ピン
（メス）

（メス）

D-SUB９ピン

D-SUB９ピン
（メス）

（メス）

基本  ¥6,900

ご注文の手引き
型　式（ケーブル　OPM関連）

D-SUB２５ピン
（オス）

D-SUB２５ピン（オス）

（ケーブル　OPM-C関連）

（ケーブル　OPM-H関連）

W-BF-01-3000

W-BF-02-0500

W-BF-02-1000

W-BF-12-5000

W-BF-12-5000

W-BF-02-3000

W-BF-02-0500

W-BF-02-1000

W-BF-02-3000

W-AP-04-3000



ご注文の手引き
型　式（ケーブルPCP関連、電流検出器、ラインコンバータ、変換コネクタ）

　　　　内　　　　　　　容　　　　　　　　　　外　　　　 観
　負荷電流：0～30A用 φ5.8

　リード線：約130mm

　負荷電流：0～100A用 φ12

　リード線：約100mm

電流検出器
　　　型 　　名

CTL-6-P-N

　CTL-12-S56-10L-N

標 準 価 格

¥1,700

¥3,000

　　　　内　　　　　　　容　　　　　　　　　　外　　　　 観

ラインコンバータ COM（通信レベル変換器）
　　　型 　　名 標 準 価 格

¥26,000

¥26,000
（モジュラ）（モジュラ）

RS-232C／RS-422A (4線式)  

RS-232C／RS-485 (2線式)  

（モジュラ）（モジュラ）

　　　型 　　名 　　　　内　　　　　　　容　　　　　　　　　　　　外　　　　 観 標 準 価 格

基本 ¥1,000長さ　0.5m

長さ　1m

長さ　3m 基本  ¥2,100

ＣＯＭ

ＰＣＰ

ＰＣＰ

ＰＣＰ

ケーブル（PCPモジュール関連）

PCP←→PCP

COM←→PCP

＊ケーブル・コネクタについて、上記以外の長さ，仕様をご要望の場合、当社営業担当者にご相談ください。

コネクタ：推奨品
　　　型　　　名　　　　　　 内　容　および　外　観

TM12RV-64-H
（ヒロセ電機株式会社製）　　

　　　型　　　名　　　　　　 内　容　および　外　観

DO9-9F25F
（サンワサプライ株式会社製）

W-BF-02と接続する W-BF-02

ことにより

PCP←→コンピュータ

COM←→コンピュータ

D-SUB　
9ピンレセプタクル
←→

25ピンレセプタクル

変換コネクタ

COM-A

COM-B

W-BF-02-0500

W-BF-02-1000

W-BF-02-3000



理化工業株式会社

東北営業所
北関東営業所
埼玉営業所
千葉営業所
西東京営業所
静岡営業所
長野営業所
名古屋営業所
大阪営業所
広島営業所

岩手県北上市大通り2-11-25-302

茨城県結城郡八千代町佐野1164

埼玉県蓮田市上2-4-19-101

千葉県我孫子市我孫子164-13-1戸栗ビル

東京都日野市大坂上2-8-11美夜湖ビル

静岡県静岡市四番町9-19-302

長野県長野市篠ノ井会855-1 ｴーﾜﾝﾋ゙ﾙ

名古屋市西区浅間1-1-20クラウチビル

大阪市東淀川区東中島1-18-5新大阪丸ビル

広島県西区大宮1-14-1宮川ビル

024-0061

300-3595

349-0122

270-1166

191-0061

420-0074

388-8004

451-0035

533-0033

733-0007

0197(61)0241(代)

0296(48)1121(代)

048(765)3955(代)

0471(65)5112(代)

042(581)5510(代)

054(272)8181(代)

026(299)3211(代)

052(524)6105(代)

06(6322)8813(代)

082(238)5252(代)

0197(61)0242

0296(49)2839

048(765)3956

0471(65)5113

042(581)5571

054(272)8183

026(299)3302

052(524)6734

06(6323)7739

082(238)5263

ホームページ　http://www.rkcinst.co.jp/

R

記載内容は、改良のためお断りなく変更することがあります。ご了承ください。

標準価格は、消費税を含んでおりません。消費税は別途申し受けます。

!
安全に関する

ご注意

●ご使用のまえに取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。

●本製品は、産業機械･工作機械･計測機器に使用されることを意図しています。

（人命に係わる医療機器等には、ご使用にならないでください。

●本製品の故障や異常でシステムの重大な事故を引き起こす場合には、事故防止のため、外部に適切な保護装置を設置してください。

●設置場所は、記載のない条件･環境を避けてください。

輸出貿易管理令に関するご注意
●大量破壊兵器等（軍事用途･軍事設備等）で使用されることがないよう、最終用途や最終客先を

　調査してください。尚、再販売についても不正に輸出されないよう、十分に注意してください。

東京本社カスタマーサービスセンター

技術的なご質問は、最寄りの当社営業所、または東京本社カスタマーサービスセンターまでお問い合わせください。

03(3751)9028(代) 03(3755)7814

お問い合わせ先

東京本社　東京都大田区久が原5-16-6  　  　146-8515　　　03(3751)8111(代) 　　  03(3754)3316
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